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井
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嗇
園
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四

番地

ハンザ
·

ポインタ

引伸
器

國産

精巧

カメラ

の

粹

ハンザ

·

キヤノン

は

どう

扱

ふか

永年

储望
さ

れ

ながら

現

はれ

ず
、

舶來

カメラ

の

蹂躏
に

委せ

きっ

た
か
の

觀
が

あっ

た
35

ミリ
·

フキ

ルム

原板
の

小型

寫或

機
界

も
、

奉仕

第
1

の

近江屋

が

大いなる

努力

により
、

ハンザ
·

キヤノン

を

進

さ

せ

た

事
は
、

日本

寫眞

界

にとって

大いに

誇り

コンタックス

に

比し

少し

の

遜色

なく
、

然
も

廉價

なる

點
に

於
て

は

到底

他
の

その

機構
は

ライカ
、

追

隨
を

許さ

ぬ

もの

で

あり

峦言

し

た

理想

的

なる

カメラ

で

あり

ます
。

レンズ

は

ニッコール
F

3.5

が

付い

て

居
0

峦

す
。

これ

は

光學軍
器

製造
で

は

日本

最高

峰

日本

光學

工業

株式會社
の

製品
で
、

從來

軍部

製品

のみ

に

沒頭
し
て

居り

まし

た
が

我が

寰光

學

があ

峦り
に

稚
々

として

居る
の

を
み

て

斷然
、

多大
の

犧牲
を

も

顧考

軍

器
を

迭る

の

と

同機
に

周到

なる

注意
と

最高
の

技能
を

傾注

し
て

設

計

製作

さ
れ

た

もの
で

あり

まし
て
、

その

性能
の

優

秀
な

事
は

エルマー

や

テッサー

等
に

比し

少し
の

遜

色

を

認め

喜ん

ハンザ
·

キヤノン

こそ

近代
人
に

ピッタリ

合致

ハンザ
·

キヤノン

は
35

粍
巾
の

活動

寫眞

フヰル

ム

を

原板

として

撮影

する

カメラ

で

あり

手
。

標

準

フキルム

の

長
さ

は
一

.

六

米
で

1

本
111

十
六

枚

の

靈

が

撮れ

峦

す
が
、

必ず
一

·

六

米

なけれ

ば

なら

ない

事
は

なく

それ

以下

でも

か

まひ

±
せ

ん
。

#
0

大

さ

は

24
×

36

粍
で

普通

活動

寫眞
の

恰度
二

駒

分
に

なり

峦言

如斯

き

小型

原板

です
が
、

引伸
率
は

む

しろ

大型

カメラ

以上
と

申し
て

過言
で

は

あり

毒

ん
。

兎に角
形
が

スマート

で

小型

です

から

鄱霅

旅行

等
に

は

此上

も

ない

よい

カメ

五

糎
で
1

番
使

ひょい

角度
を

冇
し
て

居り

ます
。

シャッター

は

正確
で

精密

な

フォーカル

プ

パルプ
、

1
/

20

1/30
.

1/40
*
1
/

60-1
/

100-1
/

200
.
I
/

500

の

入

ー

ン
·

シャッター

で

あり

士
し
て
、

明る

さ

は
F

3.5

ですから
、

スリル

の

妙味

も

掴め

すし
、

夜間

撮影
る

自由自在

です
。

焦點

距離
は

被

寫体
の

距離
さ
へ

測れ

ば

自

俲齣
に

レンズ

の

焦

點

も

合
ふ

やう
に

なっ

て

居り

峦
す
。

これ
は

一度

被

撮影
の

外
に
、
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シャッター

擔上
げ

及

フヰルム

送り

ノップ

B

シャッター
·

ボタン

C

レンズ

D

絞り

E

無限

大

調節
止

め

F

距離

目

盛

G

ファインダー

レンチ

ファインダー

調節

環

レンヂ

\u003e\u003e

インダー

卷返
し

ノップ

撮

影

指示

盤シャッター

調節

ノップ

フリー
·

フッキス
·

レバー

補助

具

取
付

枠ファインダー

止め

釦

JKMN0P

レンヂ

ファインダー

の

覗窓

0

寫体
の

距離

を

測り
、

更に

レンズ

の

距離

を

合せる

やう

な

厄介
な

もの

で

は

あり

ませ
ん

から
、

どんな

もの
で

も

樂
に

撮影

する

こと

が

出來

す
。

九

又

シャッター

と

フヰルム

は

聯動

裝置
に

c'e

より

同時に

卷か

れ

ます

から
11

璽

撮影
の

失

敗
は

絶對
に

あり
峦
せ

ん
。

cd

ベンザ

·
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ッ
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備

て
。

たし
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一標凖

シネ
·

フキルム

なら

どこ

が

卷軸
に

對
し

直角
で

の

會

製

フキルム

で
も

使用

でき
士
す
が

既に

フィカ
、

コンタックス

又は

レチナ

用

羔
し
て

この

種

小型

カメラ

向
の

もの

が

賣ら

れ
て

居り

ます

から
夫
等
を

求める

方
が

便利

ら

嵌

入れる

ぺきであ

いま

で
の

要領
は

a-

ルフ

フネルム

が

卷込
め
ぬ

やう
に

なる
の

を
豫
め

防ぐ

意味
で

あり

まし

)

マガヂン

は
釦
を

押し
、

右ヘ∲�し

イ
と

處
が
、

會蹵
よ

って

容器
が

多少
異

って

ga
峦
す

から
-

裝塡
の

方法
も

多少

異う

Ne
の

溝
を

捨艺

引け
ば

兩つ
に

なり

ます
。

と

を

心得
ね
ば

なり

ませ
ん
。

そこで

最も

多

ヰルム
·

カメラ

の

フヰルム

裝

填
に

似
て

居り

出す
。

そして
マ

ガヂン

と

卷取

スプール

と
を
繫

いだ

フヰルム

を
、

舊式

ペスト

コダック
で

演る

如く
に

カメラ

へ

嵌

入れ

たら

よい

のであ

賣れ

最も

多く

寫さ
れ
て

居る

世界
的

優秀

品
、

白耳義

ゲバルト

會社
の

製造

する

ライ

では

すでに
御

承知
の

簡單
な

檢査

方法
は

スプール

を

廻し
て
フ

れ
で

裝塡
の

方法
を

述べ

出す

近

た

と
の

際

注意
せ
ね
ば

ならん

事
は
、

フヰルム

の

いてみる

事

です
、

斯

フヰルム
の

端
を
+

糎

悪し
は

直ちに

判然
し

一番

初め
に

動かし
た

キイ
の

矢印
を
0

から

る
と

カチ
と
音
が

する

これ
で

本
當
に

裝填
が
出

來森
で

あり

いよ

(

撮影
に

移れる

次第
と

なり

まし
た

しかし
實
は

素直
ぐ

寫る

聖

で
に
は

參

つて

居り
峦
せ
ん
。

裝填
は

カメラ
の

底
蓋
を

明け
。

そこ
か

ルカメラ

が

裝填
を
終
へ

て

から

フヰルム

を

卷い
て
、

手
の
印
が
出

次
い
て

1

の
印
に

なっ
て

寫せる
の
と

同機
に
、

それ

だけ
の

手

數
は
矢

張り

この

カメラ

に
も

必要
な

のであ

り

ます
。

但

やり方
は

少し

違っ
て

居

呈す

次
の

頁
の

下
右
の

圖

及び
上
11

個
の

圖毒

ヰルム

を

嵌

込む
譯

です

が
、

底蓋
は

右
圖
の

如く

キイ
に

つい

た

矢印
を
。

@

端
を

下
圖
の

如

2

卷

これ
は
圖
の

位置
に

ある

場合
と
、

グ

ルリ
と

右
へ

廻っ
て

居る

場合
と

あり

ます
が
、

初め
は

現在
の

位置
に

在る

こと
を

要し

ます
。

そして

卷返
し

ツブニ

を
見

ながら

シャッタ

ップホ
を
矢
の

方向
に

卷く
の
で

あり

峦
す
が

は

を

卷く

につれて
廻

)

)

處
が
ホ

だけ

卷け
て

報

ハンザ
·

キヤノン
の

鏡
玉
が

國産
鏡
玉
の

麒麟

兒ヌ

ラコール
F
3.5

で

とても

明るく
且

きれ

込み
が

よ
S

などいふ
事
は

既に

御

承知
の

通り
と

思ひ峦り

は

不完全

裝填

であ

寫

入れ

工合
を

正さ
ね
ば

なり

せ
ん
。

シャッター
·

ノッブホ
を

卷い
て

裝塡
の

完全
な

こと
が

判れ
ば

次
は

撮影

指示

ダイ

ヤル

を
左

廻し

數字
順
の

逆

です

!

つまり

前述の通り
、

手
の

印
が
出
て

それ

から
1
の

印
が

出る

ロール
の

場合
に

似
た
準

備
が

終っ

た
の
で

あり

丰

さて

鏡
玉
は

どう

抽出

すか
を

申し

すと
第
1

に

外側
の

キザキザ
の

部

←

とれ
を

廻せ
ば

絞り

です

111
を

もち
輕

く

引拔
き

ます
。

すると

鏡胴
に

圓
の
や

うな
→
印
の

1
が
現

はれ
峦
す

から

!

を
8

印
と

合せ

尙止る

ところ

で

引出

、

(

し
て
▼

印
に
0

を

合せ

す
。

そして
シ

ヤッター
·

ポタント

を

押し

空

寫し
を

この

空

寫し
は

フヰルム

を

裝填

する

時に

感光
し
た

部分

11
前
頁
最

下段
に

示し
た

半分

截取

られ
た

フネルム

の
都

分

1
を
看

とる
事
に

も

なる
の
で

あり

まして
、

シャッター
や
卷

取り
の

調子

の

試驗
を
も

兼ね
て

居る
の
で

あり

ます

そこで

これから
猪
く

シャッタ
.

ッ
プ
は

卽ち

愈査る

フヰルム
の

領

そして

止っ
た

ところ
で

右
に

捻じ
ま

す
と

それ
で

固定

する
の
で

あり

ます
。

この

固定
は

必ず
行
は
ね
ば

なり

ませ
ん

でないと
、

絞
を

動かし

たり

又は

後述

する

やう
に

距離
を

合せ
て

居る
間
に

み
が

生じ

結ん
で

居る

筈
の

焦點
が

結ん
で

居ら
ず

といった

ぬ

失敗
を

招く

原因
と

なる
の
で

あり

ます
。

御

注意
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從

つて

テ
で

合し
た

焦點
が

即ち
鏡
玉
の
適

ノン

は
1

つ
の

優れ

たる

機
堺
を

保有
し
て

居ら
ば
約
6

米

-25

米

程度。

といった
風
で

正

なる

焦點
な

ので

あり
*1
し
て
、

距離
を

計り
峦
す
が
、

左圜
を
御

覽願
ひ

ます

って

それ

から
鏡
玉
の

距離
を

合せる
と

いっ

た

複雜
な

乎數
が

全く

省か
れ
て

居り

ます
。

一目

直ちに

焦

點深
度
を

知る

こと
が

出來る

ですから

キヤノン

を
有
0

寫眞
家
は
、

被

寫體

から

カメラ

まで
が
何
米

ある
か
と

いふ

が

如き

無駄
な

心配
を

一つ

も

する

事

なし
に

被

寫體
に

明確
な

ピント

を

合せ

その

前後
何
米

内外
を

併せ
て

はっ

きり

寫し

たい

場合
は
、

絞り
を
如

の
で

あり

ます

から

寫眞
家
に
と

って
は

誠に

親切
な

機構

45

はね

ファインダー

リダー

であ

呈す
が
、

これ

は

平生
は
隱
れ

)

近

卽ち

只今

この

キヤノン

は
10

米
の

距離
に

ある
被

寫體
を

寫さ
う

として

居る
の
が
、

外
圓
の
10
と

內圓
の

48

カメラ
の

裏側
の

レン

御

注視

ねがひ

たい
の

は

40

兩側

に

書か
れ
た

數字
で

あり

ます

。3
.

の

釦
が

あり

之
を

押せ

ば
ル
が

飛出し
て

所定
の

位置
を

占め

出す
。

銘

ワ

指
で

壓

しっーヌ
の

ギヤ

を

の

割合
に

見

よい
の

を
特

長
と

いたし

ます

に

甚だ

親密

なる

數字
で

あり

作り

得る

ので
あ

出す
が
、

これ
が

即ち
絞
を
現

は
し
て

居る
の
で

あり

ます
。

併
し

ながら

寫そ
こ
で

最前
部

外側
の

ギザ

ヲ眞家
は
、

一定
の

ギザ

を

廻し

適宜
の

整

なし

體本

讀本

後段
に

圖示

する

ハンザ

距離
計
」

同様
の

シ

ヲ

前後
何
米
士
で
を

ぱ
F
45

に

絞っ

た
と
し

ます
と

ル

この

場合

寫し
得

內圓
の
45
の

數字
と

合う
外
圓

る
の
で

あら
う
か
を、

時に

考

の

距離
は
10

米

以内
で
は

約
6

(
*

-
。

所謂焦

點深
度
に

關米
と
10

米

以外
で
は
20

米

以上

より
も

特に

見易い

のであ

に

或る
種
の
レ

リーズ

を
用
ひ

ます
と
タ

ダー
で
の

焦點
は
聯

動作
用

左
以
て

鏡
玉
の

焦點
と

一致

すから
、

先
づ

完璧
の
シ

ヤッター
と

申せ
峦

す

する

懸念
で

あり
水

10

其處
に

峦
た

ハンザ
·

キャ

2.5

米

-18

米

。F3
の

絞り
な

速度
を

調節

する
に
は
、

シャッタ

ッ
プ

)
を

卷い

た
後
で
、

調節

ノップ
)
を
引

記憶
せ
ね
ば

なら
ぬ
事
は

あり
峦
せ
ん
。

ダイ

ヤル

)
が

その

目的
に

着
s
て

居る
の

です
か

ら

ば

寫濟
9

フヰルム

が

入っ
た

マガヂン
が
取

居り

ます
が

ゲバルト

製

フヰルム

なら
空
ス

プール

が

とれ
に

役立ち

ます
。

それ
へ

暗室

內
で

一端
を

スプール
に

固定

--

固定
し

ませ
ん
と

寫し

終っ
た
時
卷

過ぎ
て
し

素慮

が

あり
士
す

111-1
し
膜

而左

內側
に
し
て

卷き

出せる
譯
と

なり
峦
す
。

-

1

本
の
フ
平

ルム

が

寫し

終っ
た

こと

使用

フヰルム

が

各種
あ

る
中
に

マガヂン

不用
のロモ

フヰルム

は

ラ

ルム

で
は
±
だ
11
齣
位

餘分
に

寫り

ます
。

もの
が

あり
峦
す
。

グペルト
の

パン

サ
·

ライカ

用
は

1-

クライト

製

容器
に

入

ます。

卷い
た

もの
は

直ちに

マガヂン
に
入

つて

居り

まし
て

マガヂン

が

いら
ぬ
し
又

れ

ばよい
し
、

叉

この

ま

携帶

する
時
は

空
に

なれ
ば
之
を

マガヂン

として

繰返し
使

エキスプレス
フ
ヰ

ルム
の

如く
、

フヰルム

用

する

便宜
が

あり
峦
す
。

これ
は

包裝
を

解巾
の
愚
紙
を

フ卒ル
4
の
先

111

寸
を

共に

卷

けばその

キー

使

へる
譯

です
。

き
、

残り
は
外
に

卷い
て

おけ
ば

よろしい
。

尚

フヰルム
の

先端
の

パー
ホ

レーション

を

切る
事
は

勿論

です
。

この
種

カメラ
は
三
十
六

枚

全部
を

寫し
て

しまは
ね
ば

現像

でき
ぬ
か
と
云
へ
ば

强ち

ン
で
は
五
枚

でも
十
枚

でも

撮影
し
た
2

け
を

現像

するこ

と
が

出來

ます
。

即ち

その

方法
は

暗渚
中
で
、

底遊
を

開け
、

マガヂソ

際
で

フヰルム
に
ナ

か細い
鋏
で
印
を

つけ
、

を

フリー
に

し
て

マガヂン

中
へ

全部

卷戾
し

カメラ

よ

り

取出し
て

曩
に
印
を

つけ
た

ところ

から
切

暗室

裝塡
の

もの
は

フネルム

を
一

尺
で
も

11

尺
で
も

思ひ
の
儘
の
長
さ
に

切っ
て

寫せる

便利
が

あり
峦
す

。36

枚
を

必ずしも

卷か
な

で

よい
譯
で
、

この

方法
を

とる

なら
ば
前

述
の

やう
な

暗室
中
で

フヰルム
に
印
を

つけ

たり

卷い

たり
戾
し

たり

する

こと
を
せ
ず
に

報國寫眞

)

上げ

+8
と

所要
の

數字
を

合せ
ば

よい

ので

あり

ます

から
、

頗る

簡單
で

あり

峦ナ

すむ
の
で

あり
±
す
。

調節

ノップ
は

下部
に

小さな

ダボ
が

あり

し
て
穴

ヘキチリ
と

嵌り

ます

から、

數字

斷
し
て

現像

すれ
ば

よい
の
で

あり

ます
。

甚だ

不十分
な

説明
で

あり
峦
し
た
が

ダイヤ
丸

が
36

を

指す
か
叉
は

もう

卷け
な

殘り
の
フ
수

ルム
は

片端
を
七
八
糎

切取っ

を

合せ
た
後
で
1

應檢
す
の
が

よろし
5
°

もく

なっ

たら

卷戾

し

を

する

事
と

なり
峦

し

嵌り

損ね
て
居
た
a

すると

時に

折角

合す
。

これ
は

ー
ル
·

フヰルム
·

カメラ
の

せ
た

速度
が

狂う

場合
が

あり
峦

すし
.

又ホ

を

卷く
の
に

寫ナみのフ
卓

ルム
が

送ら
れ
卞

空
轉

する

こと
が

あり
峦
す
。

よく
御

注意
を

て

裝填

すれ
ば

よく

カメラ
に

裝填
の
峦

ん
な

機構
で

ある
か

又

如何
し
て
使

1

切り

得る

ナイフ
も

販賣
さ
れ
て

居る
と

思用

する
か
、

大
體
の

縮
廓
が
村

判り
に

場合
と
は

少し

違っ
て

居り

交す
が
·

ライカ

で
も

コンタックス
で
も
皆
卷

返し
を

する
の

で

あり
來
す
。

ひ

出す
。

なっ

た
事
と

思ひ

ます。

日本人
が

日本
の

材料
で

製

つた

本格

の
國

産品

ハンザ

キヤノン

を
御
愛

用

下さら
ん
事
を

切望

いたし

ます
。

暗室

裝填
用
を

使う

場合
は
35

粍
用

スプ

いり

峦言

それ
は
附

屬品
を
使
へ

ば
よ

する
に
は

卷戾
し

レバ

-3
を
右
へ

動かし

111

とれ
は
フ

ヤ

から

外す

ため

です

11

卷返
し

ノップ

(

を
圖
の
如

うにっ峦み

出し
、

頭
に

刻ま
れ
た

マガヂン
へ

戻る
の
で

あり

ます
。

フリー

フィックス

S

です
が
、

俞入
用
の

時
は

材料
店
で
賣

つて

へ

あれ
ば
、

シャッター
.

~

日本

光學

工業

株式會社

絶對
に
二
重

撮影
の

失敗
を

する

こと
が

キ

れ
、

カ

1-1

ッ

n-

ル

F

3.5

裝備

さて

ク
し
て
.

卷
s
て
は

寫矢
の

方向
に

密

けば
、

し

卷い
て
は

寫し

する
事
111

フキルム
は

全部
元
の

一
ザ

フ

數
を

勘定
し

たり

そして

最初
に

説明
し
た

裝塡
の

逆
を

定價

金

二

七五

圓



6.3

ま ·

は
、

丶
を ..

鑑銘 品 用 眞 江

レット
は

ロール

個
の

不良
品
も
出
て

居

ない

こと

を

確信する

フ
平

ルム

の

名刺判
の

½

撮り
に

なっ
て

居り

から
で

あり
±
す
。

ます
。

名刺
½

撮り
は
御

承知
の

通り

ベスト

原板
1

杯
を
四
切
に

引伸
す
位
の

こと

なら

判
の

如
う
な

細長い

もの
で

ない

峦

こと
に

美

ば
、

もっと
低
價
な

二流
品

でも

或は

可能
で

的
な

調和

を

冇つ

サイズ

で

あり

出し
て
、

しせ
う
が
4
×
6

糎
の

¼
位
を
四
切
に

-
約
百
三

かも

ベスト

判
に

稍

匹敵
し
て

居り

ます
。

で
、

志

です
!

する
に
は
叉

その

希望
は

非常
に

す

から

密着
遊
で

も
相
當
に

觀賞

出來

ます
し

多い

11
凭

うし
た

優秀
な
鏡
玉
が

つい
て

居ら

引伸
す
に

も

微粒子

現像

だの

何
だ
の、

VS

つねばなら
ぬ
の
で

あり

ます
。

た

不便
で
不

經濟
な

過程
を

通ら
歩
に

行

へる

次
に

鏡
玉
に

附隨

する

シャッター
で

あり

大きな
德
を
有

つて

居り

ます
。

ザ

細部
左

說明
し

峦す
と
、

先
づ

何
は
と
も

あー

100

..-

50

れ

カメラ
の

眼
で

ある

鏡
玉
に

及ば
ね
ば
な
0

に
B

及び
T

の
八

調節
が

出來

峦
す
。

慾
を

いヘば浬り
が

あり
士

せん丶シ叩タ

セミ
·

ローレット
は

大衆
性
を

加味

すれ

1
に
は

1

秒
も
欲
い
½

もほし
S

或は

500

位

ぱ
F
63

程度
で

我慢
し
て

頂い

て

よい
と

考へ

が

切れ

なく
て

はと

54

話憰

vu4
%
あ

た
の
で

あり
峦
す
が
、
近
來
の

傾向
で

ある
「

なり

ます
が

實際
に
ハ

るべく

明るい

もの
」

に

順應
し
、

必要
の

最

1

を

左様
に

細かく

調節
を

する

要
が

ある
で

上限
と

思は

れる
F
45

を

思切

って

裝備
い

た

せ
う
か
。

し
峦
し
た

。F3

より

幾分
高
價
と

なり

ます

私
共
は

その

必要
が

ない

もの
と

恩ひ峦す

が

道具
は

一生
の

もの

カメラ
は

永久
に

使う

卽ち

以下
の

スロー

シャッター
、

例へば
½

もの

立場

から
お

求め
の

最初
に

一寸

氣張

秒

とか
1

秒

とか
は
、

餘程

カメラ
に

自信
の

って

頂け
ば
長

喜ん
で

頂ける
c

その

意

ある

人
で
も

カメラ

を

手持
で

露出
さ

せる
事

近用

は

無理
で

あり

す
。

どうしても
机
や

椅子

F
45

これ
は
四
枚

組合せ

國曹

ーザー

を

補助
に

する

とか
、

又は

三脚
の

厄介
に

な

アナス

チグ

マット

で

あり

ます
。

近時
長

足ら
ね
ば

なら
ぬ
の
で

あり

峦書

の

進歩
を

し
た
國

譱鏡
玉
の

一流
品
で

あり
峦

と

すれ
ば
½
や

1

秒
は
B

で

十分

調節

する

す
。

御

安心
を

願ひ峦す

こと
が

出來

ます
し
、

むしろ

絞っ
て
B

で

永

といふ

次第
は

近江屋
に

於き

出し
て

丶鏡

く

露出

する

方
が

よい

寰
と

なる

事
は
、

少

玉

工場
で

厳密
に

試驗
し
て

來
た

もの

を

さらし
く

經驗

ある

方

なら
誰

でも

御存知
の

通り

に
1

個
1

個

嚴密
に

試驗
し
て

而る

後
之
を

市

です
。

セミ
·

ローレット

が
⅓

以

場
へ

送っ
て

居る
の
で

あり

峦
し
て
、

萬
に
1

た

所以
は

に

ある
の

で

あり

ます

が
又

卷込

み

ます
。

使用

フヰルム

が

パンクロ

や

赤外線

用

なら
ば
、

直ちに

この

窓
は

閉め
て

おく

事

です
。

菊フ年

ルム

を

使用

する

時
は

下部
の

赤
窓

のみ

で

(
m
)
の

次
が
(

-

き
、

次
が
(
2
)
と

云

ふ

順

佬致
し

峦
す

が
、

他
の

フヰルム

で

は
、

下部
の

窓
で
(

1
)

を

き

たら

次に

上部
の

窓
で

その
(

1
)
を

寫し
、

次に

下部

で
(
2
)

上部
で

汉
(
2
)
と

云

ふやう
に

寫し

ます

呈柔窓
が

110

ある

の

は

菊

フヰルム

以外
の
フ

キルム

を

使っ

た

際

必要
な

嚲
で

あり

峦

す
。

10

とれ

を

!
250

以上
の

迅
さ

について

考へ

ます
と
、

こ

に

圖
に

於ける

左側

下部
の

スプール

押
へ

の

ある

クローム

鍍金
の

金具
)

を

指先
で

起し
、

新

し

い

フキルム

は

先
づ

右側
の

凸

部
に

嵌め
、

左側
を

上

から

グット

押し
、

起し

た

スプール

押ヘ

を

パチ

ン

と

倒せ

ば

フキルム

の

裝填
が

出來る
の

です
。

(

渦

卷き

れ

も

實
用

上

殆
ん

ど

その

必要
が

ない

迅
さ

で

ありま

し
て

例へば

眞夏
の

海岸
の

如き
で

は

必ず

フヰルタ

による

淢度
が

あり
、

絞り
で

暗く

する

手

も

ある

ローザー

アナス

チグ

マット
F

45

ライト
ツ

ヤッター

付

-

臺金
六

三

團

別に

本

機

用
速

寫

ケース

が

あり

ます
。

カメラ

の

保藩
に

又は

ハイキング

や

登山
の

御

携帶

用
に
、

御

使用
を

御薦め

いたし

ます
。

茶褐色
の

本

革
製
、

天

報國寫

と
S

っ

た

譯

です

から

12

以上
は

不用

で
せ

う
。

之
を

要するに

セミ
·

ローレット
の

シャッター

は

総て

不

必樱
な

裝飾
物

的

存在
は

排除
し
、

饗

用
を

旨

として

居る

點

を

認め
て

頂き

たい

の

で

あり

ます

それから

機
體
は

總金

屬丶

之

を

黑塗

~

金

屬緣

取

然る後

フヰルム

の

遮光

紙

を

上部
の

スプール

に

次に

赤窓
の

中間
の

ダ

イヤル

を

右

廻し

すれ
ば

安全

窓
が

開き

ます

から

下

フヰルム

の
(

1
)
を

出す

やり

、

連結
し
て

後
蓋

を

閉め

ます
。

鹜絨

張り

です
。

手提
に

も

肩

懸け

用
に

も

なり

峦ナ謏

速寫

ケース

は

18

金六圓

*

部
の

窓
を

見

ながら
、

りし
た

黑革
で

張り

高雅
な

體裁

尚

機構
上
の

特長
は
、

ボタン

を

押せ

ば

直ぐ

寫せる

所謂

スプ

リング

式
に

なっ

て

居る

事

で
、

く
の

です

から

便利

です
。

フヰルム

の

裝填
は

極めて

簡

等
、

手提
、

ハンド

の

下
に

ある

ボタン

を

矢印
の

方向
に

押せ

ば

圚
の

如く

後

蓋
が

開き

ます
。

次



眞 は . .

よ 向

兩玉

カメラ
は
、

使

ひよく

氣持
の

よい
カ

兎
に

かく

經濟
第
一

といふ
事
が

これ
で

よ

位置
が

とれる
の

は

申添ヘる

でも

ない

事

くわ

判り
に

なっ
た

事
と

思ひ

メラ
で

あり

ます
。

これ
は

誰
方
も
御

承知
の

事
と

思ひ
±
す
。

しかし

何
と

いっ
て

も

値段

が

張リ

峦
す

ので
、

一般
向
と

はい

ヘア
況
し

て

ちょっと
弄
み
半
介
、

入門
の

初
步
に

求め

ゃう
と

する
に
は

手
が

届き

ませ
ん
。

本誌
の

讀者

諸君
は

すでに

御

氣付
の

こと

レットレフ

が

機構
上

最も

誇り
と
す

.

思ひ

出す
が
、

橫

位置
の
畫
と
縱

位置
の

畫る

處
は
、

被

寫體
が

寫る

遊面
と

まったく
同

は

どちら
を

多く

寫す
で

芎
か
0

N

れ
は

他

じ
大
さ
に

寫る

ファインダー

を

打っ

て

居る

の

カメラ

雜誌
で
も
お

判り
に

なり

出す
が
、

どうも

橫
の

方
が

多い
の
は

事實
で

あり
峦
す

レットレフ

が
と
の

寫眞
で

みる
と
縱

こと
で

あり
峦
す
。

近江屋

14

に

見る

ところ

有り
、

極く
初

11
と

飾り

氣

なく

S-
へ

ば

甚だ

宜傳

文的

歩
の

方
が

極く

輕い

負
擔
で

撮影
の

練習
を
す

ること
が

出來
、

しかも

寫し

損ね
せ
ず
に

遊長
に

なっ
て

居る

ので
、

縱

位置
の
盡
が

出來

が

やすやす

生れる

やう
な

好都合
の

カメラる
の
で
は

ない
か
と
お

考
へ

の

方
が

ある

かも

を

設計
し
て
み

まし

た

卽ち

ハンザ
·

で
は

ない

かも

知れ
±

せんが
、

實際
を

ば

大きな

フザインダー

な

ので

あり

まし
て

大きな

ファインダー

は

決して

笑う
に
も

卑

レ

知れ
峦
せ
ん
が
、

これ
ば

兩玉

鏡
玉
の

構造

上下

する
に

も

曹士
せ
ん
。

彼

の
高
價

なる
.\

斯
う
s
ふ
風
に

なっ

た

ので

あり

まし
て

1-

ライ

コード
、

ローライ

フレックス
、

ローレット

レフ

は

名

剌判
の

ロールフヰルる

畫
は

もっとも

要求
の

多
S

橫

位置
を

原則

n

フレックス
、

スパーブ

等
に

於
て

も

その

ム

を

裝填

する

兩玉

カメラ
で

あり

まし
て
、

として

居り
峦
す
。

カメラ

を

橫

たへる
と

縱上
部
鏡
玉
と

上部

覗き

硝子
は

要するに

ファ
.

普通
の

大
さ
の

半分

即ち

名刺

の

サイズ

が

サイズ

です
。

故に

フヰルム
1

本
で
十
六

枚

の

畫
が

連
續
し
て

寫せる
の
で

あり

峦言

名
剌

サイズ

は
、

形

そのもの

が

甚だ
美

的
感
覺
を

催す
形
で

ある

計り
で

なく
之
が
實

に

引伸
畫
の

標準

という
ペ

高

切判
(

2x

12
)

も
略
々

同じ

比率
に

なっ
て

居り
“

すか

ら
、

全判

その

峦

を

伸す

など
に
は
2t
に

好

都合
で

あり

出す
。

お

跳向
と

ふ
形

です
。

亦

これ
は

密着

なら

カピネ
1

枚

から
八
枚

の
遊
が

とれる

無駄

なし

サイズ
で

も

あり
ま

倍量
が
得

られる

フヰルム

代
に
殆
ん
ど
差

が

ない

と

いっ
て

よい
の

です

から

費用
は
半

インダー

な

ので

あり

まし

て
、

決して

撮影

可能
の

部

.

光

さ

せる

側
の

鏡
玉

(

下部
の
)

が

トリパ

1F8

で

鏡
玉

として

は

決して

明るい

方
で

は

あり

ませ

ん
。

しかし

これ

は

高

感度

フヰルム

を

御

使用
に

なれ

ば

決して

暗

すぎる

事
は

なく
、

却って

焦點
の

よく

合

を

本格

的
に

扱る
に

は

ピント

硝子
に

憑

って

實つた

美し
5
%-

が

出來る

の

で

あり

ます
。

際
に

寫る

大

さ
と

同じ

大
さ

を

見極める

要
が

あり

ます

小さ

ファインダー

は

た

見

當

とり
に

過ぎ

ず
、

出

來
れ

ば

ピント

を

見

た

いも

の

です
。

組立

暗

函
や

普通

の

レフ

ビックス

が

良い

遊

を

生む
譯

は

一つ

に

は

斯
う

し

た

原因
が

ある

の
で

あり

絞り

は

F8

より
22

±
で

あり

紅彩

絞付
、

シャッ

ター

は
1

23
.

1

50
·

B
·

T

の

四

變化

を

し

ます
。

鏡胴
の

一番

外側
の

輪

を

廻す

顔
る

モダーン

な

型
で

あり
#
6

す
。

機

體
は

總金

屬製
で
、

黑
の

結晶

塗
、

各面
に

耐强

性

を

兼ね

た

ニッケル

線

を

配し
、

その

輪廓
の

内部

は

革

張り

です

から
、

實
に

瀟洒

な

感じ

です
。

フヰルム

の

裝填

を

簡單
に

申し

出す
と
、

裏蓋

を

グット

强くー

張れ
ば

開き

±

す
。

外
に

引い

て

フヰルム

を

入れ
、

放せ
ば

兩侧

より
ス

プール

を

枣

ます
。

上部
の

卷取

スプール

もと

の

スプール

押ヘ

を

ローレット

レフ

は

上部

フ

の

鏡
玉
で

心ゆく

まで

被

寫要

領
で

行
へ

ば

よろしい
。

其他
は

セミ

ローレット

アイ

體
を

點檢

する

こと

が

出來

の

項
を

參照

開

す

。N

れ
は

非常

に

明る

色々

の

撮影
に

於
て

どうしても

パンクロ

を

使
は

く

暗い

被

寫體
で

も
、

弱

なけれ

ば

なら
ぬ

事
に

出會
ひ

ます
。

本
器
で

は

この

光
で

も

亦

夜間
で

or
\

隅爲
に

全

安窓
に

覆
が

付い

て

居り

峦

す
。

パンクロ

は

から

隅

まで

眼
で

みる
と

同

おろか

赤外線

フヰルム

で

も

使用

する

事
が

出來る

じ

位
の

明る
さ
で

見

られ

ま

の

で

あり

ます
。

まだ

紹介

す

べき

點
が

多々

あり
ま

を

タ

めると
1

段

スマート

に

なり

出す

です

から

初心者
で

も

老人
で

も

年少

者
で

も

位置

の

とり

損ひ

を

する

事
が

あ

す
が

材料

店
で

實物

を

御

覽願

ひ峦す
。

附

屬品
は

手提
用

革

紐
、

近距離

撮影

用

アタッチ

ロー

ど

ツトレフ 。

六

一

個

1

個

一

圓

メント
、

レリー
K
\

レンズ

拭布

で

あり

峦

ナ
が
丶

以外
に

シュミット

總革

製
速

寫

ケース

を

發賣
し

て

居り
±

す
。

速寫

ケース

に

ローレット

レフ

を

納

1-

速
--

寫

ケース

處
で

實際

フキルムヘ

感



15

より

四

切

| P 四

折面 1 折面 1 | す

組立

暗函
は

携帶
に

便利
、

と

は

いへ

もの

等々

數

多く

あり

まし
て
、

一見

どれ
も

同じ
や

\
H

せんが
、

u

れ

程よく

出來
た

使
ひ

易う
に

見え

ます

から
、

特に

廉く
て

良い

もの

を

選ぶ

s

カメラ

は

他
に

な

se

で

あり
±

す
。

と

云

ふ

と

は

却
々

むづか

し
い

もの

で

あり

峦

す
。

組立

暗

函
で

も
、

舶來
、

國產

優秀
な
も

しかし

それ
は

絶對
に

至難
な

譯
で
は

あり

ませ

ん
。

の
、

劣等
な

もの
、

高

價
な

もの

、

廉

45

ふのは
、

使
ふ

人
の

身
に

なっ

て

造っ

た

當社

獨

特
の

ハンザ

組立

暗函
を

御

指定
に

なれ

ば

頗る

簡單

扠面

板
の

大きい

事
も

誇る

べき
點
で

あり

孝
が

そ

々

起倒

部

分
の

牒番
が

文字
で

は
1

寸云ひ

現

ㄝ

法

せん

が

特殊

金具

を

使っ

て

居り

まし

て
、

面
板

を
支

へる
に

非常
に

堅牢
で

ガタつかず
、

しまふ

に

スム

-
ス

で

便利
で

あり

出す
。

これ程

確か

り

し
て

居る

に

も

拘ら

ず

比較的

輕量
な
の

が

更に

加

ふべき

特徽

丶冫ザ

組立

暗函
は

第
一

に

木材

が

よく

なけれ
ば

なり

峦

ハンザ

組立

暗函
は

よく

乾

S.
た

櫻
材

を

精選

し

近江

屋
式

懇切

叮嚀
さ
で

良工

が

入念
に

仕上げ
て

居り

峦

す

ので
、

どんなに

永く
お

使
ひ
に

なっ
て

も

狂ひ

が

起る

やう

な

こと

は

なく

使ヘば使ふ

程慣

せ
ん
。

1

手札
1

パック
枠
1

函

1

カピネ

近江寫用

れ
て

益々

その

眞價
を

發揮
し

て

參り

ます
。

塗
は

最上

等
で
、

もう

これ

以上
の

法
は

どこ

に

も

あり

ませ

ん
。

何

とも
云

はれ
ぬ

光澤
、

美麗

その

も

の

で

ある
。

木
の

接合
せ
で

比較的

て

居り
、

\

それ
は

饰鍮

止め

に

なっ

ハンザ
·

シャッター

-T3

で

何
回

行っ

て

も

開閉

速度
が

同じ
、

1

50

に

合せ

て

居
S

たら

幾度

やり返し
て

も

-12

に

なる

も

の

が

本

當
に

よ
S

シャッター

で

あり

ます
。

つまり

いつ

迄

も

その

速度
に

狂

ひが

來
ぬ

もの

が

最も

優良

レール

や

齒車
は

硬質
員

鍮
の
一

等

品

ばかり

を

使っ

て

あり

\
す
。

而
し
て

單獨
の

金

屬郝
は

一切

厚い

ニッケル

鍍金
が
し

て

あり

すか

ら剝げ

たり

錆び

たり

いたし

1H
せ

ん

それに

加
へ

て

組立

暗

函
で
1

番

いたみ

易い

蛇腹

これ

が

本
革

張り
で

しかも

筒先

太く
と
云

ふ

全く

理

な

もの

で

あり

す
。

)

k

ンザ

シャッター

の

卷上
げ

は

ありふれ

た

捻卷

式
で

なく
、

新式
の

引紐

式
で

あり

出す
。

即ち

紐
を

引張れ
ば

シャッター

が

卷け
丶

。

長く

紐
の

垂れ

て

居る

時
が

シャッター

が

卷け
て

居る

證據

です

から

-

兎に角
お

使ひ
に

なっ

た

誰

方
も
、

實
に

優秀
な
シ

ャッター

で

ある
と

激賞
さ

れ
て

居り
峦
す
。

三
、

三

一

木部

は

形
を

少

さく

する

ため
と

レン

ズ

に

付ける

ので

輕く

なけれ

ば

なら
ぬ

ので
、

なるべく

薄く

造っ

て

あり

す

が

櫻材

中

極く

丈夫
な

部分

のみ

を

選り

すぐっ

た

もの

を

使用
し

峦

し
た

から
、

報國

安心

し
て

御

使用

下さい
。

捻

卷式
の

やう
に

製
は

なく
て

よろしい
。

紐
は

引

張る

だけ
で

よい

の

です

から

能率
は

よい

わけ

です

一般
に

最初

故障
を

起す
の

は

大概
幕

です
が
、

ハ

\u003e

ザ

シャッター

は

選り
に

選っ

た

優良

ゴム

を

圓滑

で

且永
持

する

布
で

あり

まし
て

他

品
に

較ペ强い事

。

峦
で
、

種々

速度
を

變更

する

ことヤッター

が

きれる

ので

實際
は

もっと

多く
を

調節
し

得る

の

で

あり

峦言

それ
に

パルプ

が

ある

こと

は

申す

峦

ハンザ
·

シャッター

は

引紐
式

です

が
、

パーフ

ェクト
·

シャッター

は

捻

卷式
で
、

幕
の

倦

上げ

方

法
が

違ひ

ます
。

どちら
が

良い

か

は

使用

する

人
の

慣れ
に

よる

で

せ

う

が
、

捻猛式
の

方

が

製造

工程
に

楚複雜
し
て

居り

ます

から

ハンザ

より

も
高

價
に

たつセ房り

ます
。

金具

とか
、

木函

又幕
の

やう

な

が

出來

ます

が
、

指

數

文字
の

途中

でも
シ

もの

は

ハンザ

と

全く

1

品であ

et

す
。

シャッター

が

スムース

に

動く

動か

ぬ

は

幕
に

も

因り

峦

す

が
、

齒車
や

バネ

等
に

も

原因

する

こと

が

あり

ます
。

ハンザ

製
は

極上

等

品
を

使用
し
て

あり

バネ
の

排り戾り
、

極め

大正
、

昭和

を通じて

ソロントン

式

シャッター

と

云
へ

ば

直ちに

パーフェクト
·

シャッター

を

思

ひ

出す

位

斯界
を

風靡
し

た

歷史

ある

シャッター

で

あり

ます

から
、

ハンザ

製
と

同一

で

ある
の

で

なく

欒

す

から

齒車
の

嚙捨
せ
!

て

スムース

で

決して

狂ひ

ませ

ん
。



而 さ と 角 た

て て 謨在 知

へ 洩力 峦種 峦别ッせ なす 球 に は

謨
。
に

.. 丶

。

士
す

。

侦段
は

又

ペラボー

に

廉い

ので

大

評判

です

四方

疊込
式

御

承知
の

やう

に

フッド

は

使用

する

原板
に

比例

する

形

を

有し
、

それ
の

長い

ほど

フツ

ド

として

は

有効
な

の

で

あり

峦

す

。..

開く
に

も

ネヂ

を

一寸

レンズ

·

フッド

野外
、

海景
、

雪景
、

逆光

等
に

は

勿論
、

普通

撮

影
に
、

必要

以外
の

光線
が

レンズ

に

當つ

た

ため

思時
で

は

それぞれ
の

形
に

合ふ

やう
に

九
十

度

轟
さ

は

ぬ

失敗

を

まねい

た

事

が
お

あり
の

事
-U

思ひ

士

す

せる

こと

が

出來る
の

で

あり
峦

す
。

卽ち

原

椵
が

橫

そこで

不用
な

光線
を

遮っ
て

被

寫体

のみ

を

完全
に

寫し

とる

に

は
、

どうしても

レンズ
·

フッド

の

助

この

疊込
式
は

矩形
で

縱簉
の

時

と
、

横

位置

のけ
で

四

邊パ

位置
の

時
は

フッド

を

橫丶

原板

が

縱

位置
の

時
は

フタ

と

所

ッ

ド

を

縱
と

する

こと

が

出來る

の

です
。

これ
で

こ

定
の

位

置
に

起

ハンザ

以外

在

來
の

フッド

で

は

到底

これ

だき

ます

そ

ほんとうに

フッド

を

有効
に

使用

出來る

のであ

って
、

レンズ
·

フッド

に

は

ソロントン

式

シャッター

用

として

市販
の

もの

が
二

三

種

あり

峦嘉

使
ひ

良け
の

能率

を

發揮
さ

せ

られ

ぬ
の

で

あり

ます
。

けれ

ば

携帶
に

不便
で

あっ

たり
、

携帶
に

便利

な

も

の

は

効果

が

少い

とか

不細工

な

出來

だ

とか

却
々

完

ハンザフッド

を

使用

中
、

四

邊
は

いつも

スプリ

\u003e

グ

で

支

へら

れ
て

居
b

ます

から

故意
に

行ら

ない

限
0
、

内側
に

なっ

たり

外側
に

倒れ

たり

する

やう

な

こと

は

絶体

あり

峦

せ
ん
。

又

疊込
ん
で

ある
の

を

邊
一

邊

を
手

で

起

+4ひはあ

そこで

種々

考案
の

結果

最も

理想

的
な

もの

と

し

て

製作

發賣
し

た
の

が

ハンザ
·

レンズ
·

フッド

で

あり

峦
す
。

これ
に

は

111

方折疊
-U

四方

疊込
の
二

種

り峦せ

ん
。

正に

スピード

時代
の

所産
で

あり

ず

三方折

疊込
式
は

上部

と

左右
で

つまり

上
、

構

斜

から

の

光

を

遮る

式
で
丶

ッ
ト

押込
ん
だ

だけ
で

取付け

られ
峦

す
が
、

內部

111

方折疊

も

四方

疊込
式

も

壓力

を

加
へ

丈夫
に

し

た

輕金

屬製
で
、

全面

黑塗
で

あり

す
。

然し

表
に

なる

部分
は

結晶

塗
で

見る

から
に

上品
、

內面
は

勿

論艶

消

塗
で

些

も

光
が

反射

し

ない

やう
な

特別

塗料

シャッター

に

上

からグ

天

鑫
が

張っ

て

あり

峦

す

から

取

除い

た

後
に

少し

-

も

痕
を

つけ

ませ

ん
。

総体

全部

金

屬製
で
、

外側

は

美しい

黑
の

結晶

塗
、

内側
は

完全

な

マット

塗り
、

撮影
に

無く
て

は

なら

ぬ

レンズ
·

フッド

です
。

之

から
お

求め
に

なる

の

でし

たら

是非

ハンザ

製
を

お

選び

下さい
、

キット

御滿足
が

得

られ

峦言

5

外

觀

よく

且

遮蔽

効果
が

大變

よい

の

で

あり

峦ナ

U

の

フッド

は

シャッター

に

着けたま

折疊

み

が

自由

です

から

嵩張ら

ず
、

携帶
に

便利
で

あり

護謨
が

ペタ

、
11
に

溶け

出す

こと

が

あり

峦

せ
ん
。

實
に

耐久

性

ある

優秀
品
で

あり

ます
。

護謨

です

から

体裁
が

甚だ

宜敷

しく

細管
の

長
さ
は
50

糎

程

あっ
て

取扱
に

便利

です
し
、

どんな

\

箱

原板
が
縱
の

時
、

レンズ

フッド

は

縱
に
、

横
の

時
は

橫
に

現在

市販
の

距離

計
に

は

二つ

の

種類
が

あり

-
(

普通
の

ソロントン

式

シャッター
)
に

は

どうしても

膣

謨球

が

必要
で

あり

弐

す

(

ワイヤー

レリーズ

を

使用

する

もの

も

ある

が

今日

で

は

殆

んど

用

ひられず
)

と

の

シャッター

に

は

例外

なし
に

必要
な
の

ですから

费球

も

附し
て

賣っ

たら

よ

さ

そう
な

もの

です
が
、

シャッター

に

比し

て

すぐ

駄目
に

なる

故
か
、

習慣
が

そう

さ

ハンザ

震球
は

優良
な

睡謨

を

精製
し
、

製品
の

良
、

不良

を

支配

する

仕上げ
、

例

(
1

和硫
の

如き

は

熟練工

が

奧儀
を

傾注
し
て

行っ

た

もの

で
、

速度
、

よく

膨れ

よく

縮む
、

百

%
の

効果
を

あげ

ます
。

かの

伸び

きり
に

なっ

たり

接合

個所
が

離れる
、

又は

便宜上

今

とれ

を

上下

式

及び

重

圓

式
と

假稱

し
て

說報

明

致し

ます
。

ン

伸縮

上下

式
は

寫眞

用

距離

計

初期
の

作品

で

あり

き

て
、

被

寫體
が

中央
の

横線
で

上下
に

切ら

れ
て

居り

ます
。

接

眼鏡

から

覗き

ダイヤル

を

廻し

ます

と
、

例へば

肖像
の

如き

場合
で

は
、

ある

處
に

於
て

肖像

の

胴

上
と

胴

下
が

左右

より

合っ

て

正しい

像

を

結び

す

が
、

之

れ

が

求める

距離
で

あっ
て
、

胴
上
と

胴

下
が

喰違
ひ

を

生じ
て

居る

場合
は

距離

が

合っ

て

ゐ

寫眞本

重

圓

式
で

は
、

接

眼鏡

から

見る

被

寫體

が

11

重

SE
の

中
に

瞥峦

す

が
、

小
圓
は

少し

着色
さ
れ

て

居り

ます
。

その

小
圓

內
で

は

上

揭圖
左

の

如く

像
が

二

重
に

寫

つて

居り

す
。

これ

を

器胴
の

ダイヤル

を

廻し

て

見る

と

塩
の

如く

正しい

像
に

寫り

峦

す
。

この

正しく

寫っ

た

ところ
で

ダイヤル

の

示標

を

讀む
と

それ
が

何

呎
で

ある
か

直ちに

判る

のであ

に

は

市販
品

が

各種

あり

出す

が
、

不良
な

護謨
球

です
と

弾力

を

失ひ

破れ

たり

し
て

すぐ
に

使
へ

なく

な
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五 1

鑑銘 品 用 眞 寫 屋江近

に

し

橫
の

長い

もの

は

距離

計
を

縱
に

し

なけれ

ば

な

上下
式
と

重

圓

式
は

右
の

やう

なら
ぬ

煩雜
さ

を

有

つて

居り

ます
。

構造
で
、

いづれ
に

も

長所

が

あり
叉

短所

も

あり

ます
。

しかし
!

般
に

孰
れ

が

便

利か

-US
〈

重

圓

ハンザ

距離

計
は

重

圓
式

です

から
、

取扱

簡易
、

目的

物
の

縱橫
に

無

關係
で

あり

ます
。

ただ
二

重
に

見える

像
を
一

重
に

見
た

時

即座
に

距離
が

判る

ので

ハンザ

焦

點鏡
は
、

鮮鋭
な

レンズ

を

裝備
し
た

長

さ

五

糎
程
の

金

屬製
圓

筒
形
で
、

洞
は

黑艶

塗り

外

觀

優雅

美麗

耳

堅牢
で

あり
、

それ

が

革

製

サック

に

入

つて

居り

峦

す
。

携帶
に

便利
で

野外

用
に

も

寫塲

常

あり

ます

から

便利

この上なし

です
。

示標

正確

體裁

優美

加
へ

て

特別

廉價
に

提供

ば
、

し
て

居り

す
。

備に

も

至極

重

寶
で

あり

す
。

尚
、

御

注意
峦
で

に

申

添峦

す
と

この

重
圓

式

距離

計
は

その

構造

上

どうしても

プリズム

を
使
は

ね

ば

なら

ぬ
の

で

あり

±

すが
、

た
。

安値
を

目的
に

プリズム

を

他
の

もの

で

代用
し

た

品

が

出
て
、

ハンザ

焦

點鏡
は
、

各自
の

視力
に

應卞

るやう

鏡

洞
が

ヘリコイド

式
に

調節
し

得

られ
峦

す

から
、

ピ

ント

硝子
に

映っ

た

畫像
を

擴大
し
て

正確

な

ピント

が

合せ

られ

峦書

これ
は

圓

筒

を

ピント

硝子
に

ピ

タリ
と

着け
て

覗く

ので

、

普通
の

擴大

鏡

で

覗く
の

と
は

違ひ
、

實

こう

いふ

品
は

確か
に

安い

でも

見よ
s

ので

せうが
、

材料

粗

惡丶

1

年
も

使

ぁり

峦

す
。

は

ぬ

裡
に

駄目
に

なっ

た
と

54

尙普

通

撮影

時

話

を

聞き

まし

た
。

結局

安い

もの

ピント

合せ

の

が

高い

もの

に

なっ

た

譯

です

に

用

ふる

外
、

ハンザ

製品
は

右
の

やう
な

品

レンズ

の

鮮鋭

と

は

襪婆

ます

から

安心

し

度
の

試驗

或は

て
お

使ひ

下さい
。

森
は

眞鍮フ乒ル

48

粒

板

を

折

曲げ
た

もの

で

なくム子
の

檢査

等廣

ク
の

もの

を

堀り

ぬい

た

もの

で

く

利用

せ

られ

ナ
。

そして

非常
に

判り

よい

上下

式
で

は

多少

練習

せ

ね
ば

なり

ませ

ん

といふ

の

は

上と下
と

の

視界

接線
が

明瞭

ない

ため
、

接近

し

た

顏等
の

場合

誠に

合せ

難い
、

その

上

縱
の

長い

もの

は

距離

計
を

横

7

實
に

堂々たる

製品

で

あり

ます

す
。

ˇ

氵
ッ
ト
革

ケース

入
|

1

-

roo

HT

龕馨札
に

スクリン

無し

ハンザ
·

スクリーン

に

は

綠色
.

黃色
.

橙色及

赤色
の

四

種
が

あり

き
て

、

どの

スクリーン

に

も

良質

色素

が

用

ひら

れ
て

居り

ます

から
、

吸收

性能

確實
、

且他
品

より

も

吸收

率
が

高い
。

つまり

露出

時間
が

短

かく
て

すむ

譯
で

透明

度
が

よい

から

です
、

これ
は
、

平面
で

平行

な
二

枚
の

薄

硝子
に

この

色

綠

1
%

紫外線
、

黃色
部

を

吸收

し

雲
、

遠景
、

人

像

紫外線
、

紫色
郝

を

吸收
し

遠景

雪景
、

其

他
總
て
の

風景

撮影
に

用ひ

て

頗る

良好

なる

効果

を

得

靑黃

色
を

よく

感ぜ

しめ

ます
。

11

號、

素
を

挟み
、

容易
に

離れ

ない

やう

貼

合せ

て

あり

111

號靑

色
、

紫色

を

吸收
し

復寫
、

靜物
、

風景
の

四號

紫
、

綠

青

等
8
:

吸收

し

一般
の

色彩

撮

影
に

使

五

諕整

色
に

も

使
へ

ます

が

パンクロ

に

使用

すれ

撮影
に

耄効

巣

を

全

から

しめ

ます
。

れ
は

パンクロ

專用

です
。

薹
色

感光

材料
に

は

害

こそ

あれ

効果

は

あり

峦

せ
ん
。

ぱ

色價
の

匡正

を

完全
に

致し

ます
。

短波

長
の

蓄光

を

吸收

する

と共に

長

波長
の

赤

光
の

一部

を

も

吸收

する

性質
が

あり

峦
す

ので

綠

を

明るく

現

はし
、

他
の

色
を

押

へる
、

青
を

押

へる

こと
に

なり

峦書

多く
は

パンタロ

に

パンクロ

用

です
。

風景

撮影
の

際

遠景
左

明瞭
忙

かけ
て

風景

撮影

用

です
。

人透光
は

長

波長
の

光
が

し
、

書璴
の

復寫
、

黃褐

色
の

器具

其他
の

撮影
に

必

多い

ので
.

これ

を

併用
の

場合
は

露出

時間
が

相

當要
で
、

紫
、

爽綠
の

各
光

を

吸收
し

對照
を

强

くし

--

檉色

クリーン

つ

峦り

赤
と

紫

'

-

ます
。

色
の

變
っ

た

古

寫眞
の

復寫ゃ印遊面
の

黃色
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パーン

クルロ

定

整色に は 號數の二倍 !
3 at

クロ は號數 の
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パンクロ イルホ SR パ y. 赤外乾板

無 黃
がる レけクれ 廣專 か 吸黃 紫 ぺリまもそ
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汚染

など

は
、

この

スクリーン

の

使用

に

依っ

て

好

結果

を

赤色

スクリーン

價
1
|

2
|

3
|

4
|

5

!

倍
1

倍
1

倍
1

倍
1

倍
1
-
p

一色ヰし

4-6-8-10

恋
〈
一

倍
1

倍
1

倍

一整フ

色

材料
に

使用
出

來峦

せんし

パンクロ

に

使用
し
て

も

風景

寫眞
に
は

向き

ませ
ん
。

しか

し

黑褐
色
の

器具
、

例ヘばマ

ホガニー

製
の

如き
も
の

及靑

寫眞

の

複寫
、

又は

赤
を

白く

表

は

す

撮影
に
は

これ
が

必要

一數

|

均
-C

赤外線

用
に

は
、

これ
を
レ

撮影

レンズ

の

前

られる

ので

大變

便利

です
。

の

後方
に

し

なけれ
ば

なら

ぬ

こと

が

あり

峦吉

u
の

場合
に
、

スクリーン

なし
で

焦點
を

合せ
、

共

筏
に

スクリーン

を

取付ける
と

焦點
に

狂

ひが

來峦

ハンザ
·

スクリーン

ハンザ
·

アタッチメント

です

から

スクリーン

を

取付け
て

から

焦點

を

合せる

やう
に

し
て

下さい .

丶凡

。

一つ

か

へる

と

と

なく

前後
に
1

枚

宛

スクリーン

を

取付ける

時

が

あり

0

この

時
の

倍數
は
、

倍數
の

乘積

です
。

例
へ

ば
11

倍
と

11i

倍
の

時
は
六

倍
と

なり

出す
。

五

倍
で

は

スーッ

と

開き

鏡洞

に

キチン

と

着い

て

落ちる
の

を

防ぎ

着け

た

外

觀
が

とても

よい

の

が

ハン

ザ

枠
で

あり

す
。

それに

スクリー

ン

や

アタッチメント

を

交換

する

際

30

、

九
〇

一

ぁり击せ

ん
。

二

倍
に

四

倍
は

八

倍
の

計算

です
。

一

40

%

|

\\
\

-

。

スクリーン

は

ソリッド

で

ない

限り
、

光
に

あて

る

と

段々

褪色
し

峦す

から
、

必要

外
の

光

を

あて

ぬ

機

即ち

使用
せ
ぬ

時
は

レンズ

から

外し
て

置く
べ

き

です
。

ハンザ
に

限っ

た

こと

で

は

なく
、

どの
ス

クリーン

で

も

同じ

こと

です
が
、

數時

間

直射

日光

に

當

てる

と

使用

出來

なくなり

士

す
。

くれぐれも

に

とっても

行

りょ
s

橳造
に

なっ

て

0

四

はり

固定

焦點
の

もの

で

あり

ます

か

ラ
に

付けれ

ば
、

今迄

絶
体

撮影

し

得

られ

なかっ

た

半身

像
等

も

易々

と

撮れる
の

で

あり

峦言

ら
、

ハンザ

製

を

この

種
の

カメ

21

%

日光
に

晒さ

ぬ

やう
に

願ひ峦す
。

それに

直徑

111

粍

から
五

○

粍

まで

五

種類

あり
峦

し
て
、

どんな

カメラ

に

も

合
ふ

様
取

揃
へ

て

あり
峦

す

アタッチメント

-

、

入

カメラ

の

レンズ

の

前
に

附する
の

が

普通

です

が
、

それ

に

用

ふる

枠
は

スクリーン

枠

を

兼用

する

こと

が

出來

ます

から

大變

40-10

使用
は
、

%

。

小型

カメラ

が

素晴
し
い

流行
で

あり

峦
す

が
、

の

多く

が

固定

焦點
で

あっ

たり
、

フォーカシング

でも

カメラ

被

寫体
間
が

辛うじて
1

米

位
で

あっ

た

りして
、

靜物
や

人物
の

大

寫し

等
は

殘念

ながら

諦

めねばなり

峦

せ
ん
。

然し

アタッチメント

を

付け

れ
ば

固定

焦點
で

も
1

米

内外
に

近づい

て

寫

取れる

そどリ

LO

アタッチメント

の

必要
を

痛切
に

感ずる
の

は
や



不入 さ

感帶 ナポ

じ に

まいそツ

塚 空 と
エ 研信

究市

o
か 革 入

不 すて

も ク か

ルザ

ンザ
·

レン

k

拭布
は

極く

精選
し

た

天鵞絨
を

特に

レンズ

拭用
に

加工

し

た

多

ので

決して

レンズ

を

傷め

ない

事

を
保

證致

し

ます
。

若し

汚れ

た

なら

ば

何度でも

洗濯
が
き

ます

から

常に

綺麗
な

もの

を

使

ふやう
に

し
て

下さ
s
。

それ
は

レンズ

の

爲
で

も

ある

し
、

指
の

脂

が

つい

たり

する
と

いくら

拭い

て

も

綺麗
に

なり

士
せ

ん

所謂

レンズ

拭布

として

賣ら

れ
て

居る

もの
노

中
に

は
、

マーク

其他
を

泥質

顏料

で

印刷
し
、

その

ため
に

レンズ

の

生命

を

傷

ける

不都合
な

もの

を

見受け

すが
、

ハン

わが

ハンザ

レンズ

拭布

は

特殊

加工

によって

右
の

様
な

危險
は

絶無

です
。

大
さ
は

11

\\
\

三

糎
×

二

五

糎

あり

す

から

小さい

レンズ

から

相

當大

き
S

レン

ズ

を

拭く
に

も

大

變

しょく

且單
に

レンズ

を

拭く

ばかり
で

なく
、

レンズ

保存
に

お

包み
に

なる

用
も

いたし

ます
。

廣

いもの

です

から

ハンカチ

など

で

拭か

ず

ハン

序

小林

理學

博士

御

推
#
0

辭

寫眞
の

撮影
に

當

つて

露出
は

最も

重大

な

もの

で

あり

峦

す.

膜

「

普通

撮影
、

襲

色

撮影
は

もとより
、

小型

シネマ
、

夜間

撮影
、

複

寫そ
の

應用
の

範

圍頗る

廣汎

なる

に

拘ら

声
、

そ

の

形式
は

至って

小さく

携帶
に

便利
で

使用
法
の

簡便
な

事

は

他
に

比
を

見

ない
。

アマチュア

用

として

は

最適
な

もの

コンディション

が

よけれ
ば

割合
に

樂
に

も

出

來塗

せ

が
、

少し
n

ンディ

ション

が

悪く

なる

と
、

適正
の

露出

を

行
ふ

事
は

なかなか

面倒
で

ある
、

と

云

ふ

事
は

少し

寫眞

を

やっ

た

方

なら

誰

しも

感ぜ

られる

事
で

あり

峦

す
。

その

爲
に

は

種々

の

露出

計
が

澤山

市場
に

出
て

居り

ます

が

高
價
で

あっ

たり

使用

法
が

煩

雜
で
、

使用
の

度

毎
に

說明

書

を

讀直
さ

なけれ
ば

なら

な

羅
な

も

の

で

あっ

たり

し
て
、

アマチュア

用

として

是

なら

ば
、

と

云

ふ

様
な

もの

は

な

ザ

「

今回

浦田

君
の

新
に

考案
さ

れ

た

露出

計
は
、

既存
の

もの

此露

出計
は

もと

私
が

經驗
を

基礎
に
、

自家用

として

製作

使用
し
て

居峦レ

に

比し

更に

多く
の

條
件
を

考慮

し
、

かなり

完

垄
に

近
S

もて
、

時々

乞

はる

また

友人
に

頒っ

たり

し
て

居
た

もの

で

あり

峦

す
が
、

此

の

と

思は

れる

然

も

取扱
ひ

輕便
で
、

理解
し

易い

から
、

鷹極く

狭い

範
圍
に

しまっ

て

置か

ない

で

廣く

同好
の

諸氏
に
お

頒ち

し
て

は

アマチュア

に

向っ

て

ひろく

推奬

出來る
。

斯る

露出
計

を

と
の

御

相談

を

受け

き

た

ので
、

少し

でも

皆様
の

御

役に立つ

事

なら
ば

私
も

必ずしも

必要
と

し

ない

玄人
の

城
に

達し

や
う

と

思ふ

人
は

喜ん

で
お

受け

す

べき

だ
と

存じ
、

今迄
の

もの

を

土臺

として

出來る

だけ
の

參

最初

から

親切

な

教育

的
な

露出

計
に

先
づ

依賴

すぺきであ

考

資料

も

集め
、

一層

數值
の

適正

を

圖り
、

又

出來る

だけ

使用
法

を

簡便
に

し

丶實

際
の

役に立つ

もの

と

云
ふ

モットー

で

考案
し

た

もの

で

あり

孝
。

幸
に

皆様
の

御

愛用
を

得る

事
が

出來

ますれ

ば

光

榮
の

至
と

存ずる

次第

であ

斯懋

諸

學

者

から

折紙

が

つけ

られ

た

優秀
品
で

あり

ます

が
、

その

特長

を

使用

簡便

11

枚
の

圓
板

を

組合せ

た

もの

で
、

使用

法
は

至って

簡單
、

2.

數値

適正

多年
の

研究
と

經驗
と

を

基
に
、

廣ㄑ

收集
し

た

最新
の

デー

廉

なのは
、

一

風景
を

撮影
し

たり
、

人物
を

撮っ

たり
、

靜物
を

に

同好

者
に

廣

寫す
の

は

大變

面白い

事
に

は

違ひ

ない

が
、

記念

撮

く

御

利用

を

願影
に

自分
が

入れ
ぬ

事
程

つまら
ぬ

もの

は

あり

はん

爲
で

他
品

ん
。

カメラ

は

優秀

な

もの

を

幾つ

も

持っ

て

他人
の

の

追

從
を

許さ

ポート

レート

は

隨分

撮る

方
で

も
御

自分
の

寡貳
は

ない

所
で

あり

案外

持っ

て

居ら

ない

と
云

ふ

妻
は

度

+4

つつか

如何なる

場合

でも

只
11

回

回

轉
さ

せる

だけ
で

濟
み

ます
。

これ
は

自分
を

撮る

の

が

厄介
だ
、

それ
に

も

依る

報

で

せ
う

が
、

實

は

セルフ

タイマー

を

持た

ない

から

で

ある

と

斷
じ
て

も

よい

でせ

う
。

もっとも

最近
の

寫

新しい

高級

シャッター

は

極く

小型
で

ない

限り

皆眞

p

ルフ

タイマー

の

裝置
が

あり

ます

が
、

斯

うし

た

高級

シャッター

を

持つ

方
は

日本
の

カメラマン

の

木

何
%
に

過ぎ

ませ
ん
。

そこで

本

項
は

セルフ

タイマ

ー

付

シャッター

を
お

持ち

で

ない

方
に

申

上げる
の

タ

を

參考

として

出

來上
つ

た

もの

です

から

その

適正

な

事
、

百

中
、

全く

信賴
を

かける

に

十分
で

あり

峦言

百發

3.

應用

廣大

整色

寫眞
の

普及

せる

今日
、

整色

寫眞
に

應用

出來

ない

露

は

最早

露出

計

として

十分

なる

使命

を

果す

こと
は

出

來毒

ルター

を

掛け

た

場合
は

勿論

活動

る

撮影

及び

複寫
の

場合
の

露出

時

は

普通
の

撮影
の

塩

合
と

同

樣只

青葉
に

薰る

箱根
の

山
、

富士

の

麗姿
を

パック

に

記念

撮影
し

たい

時

等

自分

も

入り

たい

が

シャッタ

ー

を

押す

者
が

居

ない
。

不

見

不知
の

人
に

賴むもき

±

り
が

悪い
。

結局

變る

(

寫そ

う
と

云

ふ

事
に

な

り

ます

が

これ

じゃ

折角
の

記念

撮影

も

あ峦り

面白

いもの

に

なり

ませ

ん
。

如何

です
、

こんな

時
に
セ

ルフ

タイマー

が

あっ

たら

みずしらナ
の

他人

を

煩

はす
峦
で

も

なく
一

人
一

人

交替
で

シャッター

を

押

4.

携帶

至便

形態
が

簡潔
で
、

厚み

が

式



けロす 於恰 た ス 時 使 で 1 は 露ザ

度
カ

を は 用
苻ケす

ス 革 出光 在 付

入ケ 計 電
︶

五

す

事
も

いら

ず
、

メンバー

全部
が

寫る

ほん

と
の

記

念

撮影
が

出來る

の

で

あり

ます
。

シャッター

が

きれる

間
は
、

で

婆

ます

が
、

凡そ
二

十
秒

から

三
十

秒

後
で

あり、

各

種類
の

シャッター

「

どう

すれ

ば

寫眞
が

上手
に

なる

か
」

について

多く
の

先輩
が

語ら

れ

た

とこ

四季
の

行樂
、

近親
知

已
の

集合
、

ハイキング

旅峦

す
。

二

十

秒

と
は

少
S

やう
に

考へ

られ

ます
が

實

行
等
に
、

須く
1

個
の

常備
を

お薦め

致し

±

す
。

際

行っ
て

みる

と

少し

も

短

かく

あり

ませ
ん
。

これ

ノろ
は

データ

を

記入

する

事
で

あり

ます

殊に

聞く

べき

先浆
を

有
た

ず
、

自力

自主
で

やっ

て

行こ

う
と

せらる

寫眞

幸ひ

此處
に

推獎
に

足る

セルフ

タイマー

が

あり

で

充分
身

づく

ろい

が

出來る

し
、

扠相

當遠
方
に

離

ます
。

機械
の

國

獨逸

製

です
が
、

ハンザ

の

名
を

冠

れ
て

姿勢
を

直す

事
も

出

來峦
す
。

し
、

ハンザ
·

セルフ

タイマー
と

申し

ます
。

使用

斯如

く

簡單

な

操作
で

完全
に

撮影
が

出來る
の

が

法
は

至って

簡單
で
(

先
づ

シャッター

を
1

50

とか

共特徵
の

第
1

で

あり

峦

す
。

外

觀
は
s1

ッケル

鍍金

1-100

とか
に

合せ
)

赤丸

つい

た

ハンドル

を

矢印

ので

美麗
な

上
、

金

屬函

入り
、

携帶
に

便利
な

のがそ

方向
に

卷く
と
、

レリーズ

を

挟む

べき

腕

肢
が

適當

の

第
11

丶且

堅牢
で

修繕
の

必要
が

なく

使

へる

の

が

な

高
さ
に

上り

ます
。

そこで

下方
に

ある

イボ

を

橫第
三

の

特徽
、

非常
に

低廉
な
の

が

第
四
の

特徴

であ

の

方
に

動かす

と

それ
が

腕

肢
の

止動

裝置
と

なる
の

り

ます
。

で

あり

ます
。

レリーズ

を

嵌
て

撮影
の

準備
が

出來

たら
、

下
の

イボ

を

反對

方向
に

動かす

と

-

と

昔
が

し
て

レリーズ

を

除
々

に

押し

始め

ます
。

動き

始め
て

ザ

家
に

は

尙更

必要
な

事
で

あり

峦言

ハンザ
·

フォト
·

メモ

は
12
×

75

糎

の

手帳

です
。

ポケット
に

丁度

頃合
ひ

分厚
で

感じ
の

よい

セルロイド
·

ケ

ー

ス

に

挾ん
で

あり

峦
し
て
、

メモ
1

册

と

別に

三

十

頁
の

カメラマン

心得

塈近

もいふぺき

必携
書
が

中味
で

あり

峦ナ羾
瀉用

メモ

は

上質

印刷
紙

を

用
ひ
、

要領
の

45

記入

欄
が

皆様
の

御

記入
を

待っ

て

居り

峦
す

が
、

之

を
1

枚

切離す
と

その

立派
な

添付

用

データ

紙
に

も

なり

ま

鑑

す
。

ほんとに

便利

な

メモ

です
。

他
の
1

冊
は
、

各種

感光

材料
、

フ

ヰ

ルター

の

種類
、

現像

液

處方
、

各種

藥

品
の

貯蔵

及劇

毒
の

別
、

鏡
玉
の

焦

點深

度
表

要塞

地帶
と

その

撮影

願書

式
、

露

出
表

等
が

滿載
さ

れ
て

居

ます
。

尙替

メモ

だけ
も
お

頒ち

致し

ます

か

ら
、

使用

家
に

は

御

便利
と

存じ

ます
。

替

メモ

に

は

別

册

を

つけ

ませ
ん
。

五五

ハンザ

光電池

露出

it

に

屠之
に

す

が

何しろ

極

擴大

し

電流
で

ある

だけ

が

れる

空
の

明るい

光線

に
、

之
に

コイル

を

置い

て

擴大
し
、

以
て

電流

計
の

指針
を

動かす
の

で

あり

峦言

之

を

圖
で

申せ

ば
、

光電管
(

フォト

セル
)

を

利用
し
た

最も

新しい

型

頂
部
の

受光
口

A

を

被

寫体
に

向ける

と
、

被

寫体
か

の

露出
計
で

あり

.

す
。

製造
は

精密

機構
の

本場

たら

來
る

光
を
、

腸
部

から

陰部
に

至る

まで

悉く

吸收

が

入る

と
、

ほんと

う
の

被

寫体

から

來
る

光
が

計れ

ハンザ

光電池

露出

計
は
、

その

名
が

示す

通り
、

る

獨逸
に

於
て

造ら

れ
、

特に

わが

近江屋
が

誇る
ハ

ンザ

の

名
を

冠し

た

逸品
で

あり

まし
で
、

示度

の

正確

無比

且

永久
に

狂ひ

の

來

ない

點
は

他
の

同種
の

もの
に

比べ

隔段
の

差
が

し
、

指針
B

が

動く

譯

です
。

①

先ず

フヰルム

又は

乾板
の

速

使用

法

度
を一

目盛

盤
C

の
4

印
の

位置
へ

移し

ます

。B

この

速度
は

デイン

と

シャイナー

で

現
は

さ

れ
て

居り

ます

から
、

も

し
H
&

D
の

表示
の

もの

は

之

を

換算

する

こと

です
。

ハンザ

光電池

露出

計
の

構

造
を

簡單
に

述ペ

峦
す

(

換算

C

受光
口

を
被

寫体
に

向け
、

指針
B

を

見

ます
。

そして

調

節

盤
D

を

廻し
て

指針
B

が

下
の

白線
と

一致
し

た

ところ
で

止める

これ

だけ

です
。

これ
で

総べて
の

絞り
の

時
に

於

ける

正確

適正
の

露出
が

一目
で

判る

の

で

あり

ます

如斯
、

ハンザ

光電池

露出

計
は
、

婦人

子供
と

雖
も

世話

なく
扱
へ

て
、

しかも

直ちに

露出
が

判る

ので

た
“
+
\

於ける

速寫

ケース

の

如く

使用

出來る

即ち

受尤
口

の

カバー

を

外し
、

被

寡体
へ

稍下
向

す

から

誠に

便利
で

あり

ます
。



屬金許特ザンハ
せ

五

鑑銘 品 用 眞 寫量江近

三脚
と

云
へ

ば

すぐ
、

組立

用
に

は

木

製

三脚
、

小型

カメラ

用
に

は

眞鍮
の

丸

型
111

脚

を

思ひ

出さ

せる

程

區別
が

あり

普及
し
て

居り

峦

す
が
、

金

屬
111

脚
の

中

に

は

眞鍮
の

外
に

輕金

屬
で

作っ

た

もの

が

あり

ます
。

輕金

屬
と

申し

まし
て

も

大

低
は

アルミ
11

ューム

らし
S

ので

眞

e-

りも輕
s

事
は

輕
い

が

非常
に

弱いしや

あり

峦

す
が
、

これ
は

他
品
に

較ペ

品物
が

同じ
で

値段

だけ
が

高
S

の

で

は

なく

品

物
が

飛切り

上等
で
、

それだけに

製作

費

が
か

る
の

です
。

お

使い
に

なれ

ば

解り

ます
が

實際
嫌
に

なる

程

變峦
す
。

少し

位

高い

値段

で

あっ
て

も

永久

的
に

使

へる

もの

方
が

どれ

だけ
お

德

だ
か

わかり

峦

せん
。

-

折れ

たり
丶

ザ

特許
金

屬

三脚
1

本

あれ
ば

どんな

カメラ

で

も

取

付け

られ

ます
。

曲っ

たり

凹ん

だり
、

で

は

そんなに

永

持ち

する

ハンザ

特許

三脚

猛

と

申し

ます
と

ハンザ

の

三脚

R

すい

ので

丸
型
は

始

んど

広く
、

溝

型
の

もの

が

多
S

やう

です
。

これ
に

反し
て

は

特製
の

眞鍮
で

あり

击
す

から

とても

硬い

の

です

耳

鍮製
は

比較的

折れ

たり

曲っ

たり

致此

鍮
の

ねー

0

强

さ
は

失は
+
\

質

は
鋼
の

やう
な
の

し

ませ

ん

から

細工

が

しょく

用

品

と

どこ

が

違

ふか
、

111

段伸
の

脚長
は

約
1

米
、

四
段

伸
は

約

1、11

米

五

段

伸
は

最も

長く

約
1
.

W

米

あり

峦
す
。

三

段

伸

一

四
、

00

ん

な

戴鎗
で

製

られ
て

居

る

三脚

です

から

少し

位乎

荒く

扱っ

て

も

曲る
の

凹む

ゅといふ

妻

が

あり

ませ

ん
。

止め

疣
は

特許
の

スプ

材
も

薄く

出来
、

形

を

小さく
製

丸
型

问
鍮

製
の

中
で

現在

一番

翡办

よい
の

は

何
と

云っ

て

も

五

段

伸

一

五
、

五

。

ハンザ

特許

金

屬

三脚

です
。

ハンザ

は

値段
が

少々

高い

ので

ング

が

mowat

なっ

ハンザ

複式

三脚

て

居り
、

至って

圓滑

且耐

的
で

あり

ます
。

從

って

外

觀
が

同じ

なら

實質
を

グット

良く

する
。

で

な

立て

た

場合
も
、

ラぐすけ

れ

ば

近江屋
は

發賣

致し

ませ

ん
。

數

多い

近江屋

ne
な

事

なく

誠に

しっか

製品
が

御
覽
の

En

賣

行き

を

見る

の

は

偶然
で

はあ

りし
て

居り

ます
。

カメラ

を

裝置

する
と

ハンザ

複式

三脚
の

絜ヂ太

ネヂ

の

使

ひわけ

と

は

特許

機構
で

柰ヂ

易

裝置
は

新

らし
S

型
で

は

あり

ませ

ん
。

しかし

近江

細

ネヂ

も

至極

簡單
に

換ヘ屋
が

何故

ハンザ
の

名

を

冠し
て

出し

た
か
、

そこ

に

られ

ます

から
、

この

ハン

は

必ず

秘め

られ

た

自信

が

ある

から

です
。

自信

な

2

です
。

凹型
の

浮遊
体
が

中
に

入っ
て

壓迫

する

ので

九

に

痕
が

つか

ず

且

固定
が

完全
に

行

はれ

ます
。

眞

撮影
に

は

是非
共

必要
な

もの

です
。

この

式
の

特徴
と

する

處
は
、

ポール

に

合
ふ

自由

雲臺
の

構造
は
、

一番

上部
に

カメラ

を

止め

る

雌

ネヂ

が

あり
、

その他

端
に

ボール

が

付い
て

居

cas

て
、

外

殼
で

この

ポール

を

獶ひ
、

下

から

ボール

を

これ
に

反し

後者
は
ボ

~
ル

に

痕
が

つき

ボール

が

壓
め

て

雄

ネチ
、

即ち

カメラ

を

固定

さす
の

で

あり

段々

へる
か
、

棒
の

ギザく

が

取れ

ば

固定
が

弛

土

す
。

固定

さす

方法
に

11

種

あり

峦

す
。

ボール

のみ
、

暫く

使用

する

と

全く

固定

出來

なくなる

ので

下部
に

ボール

に

合
ふ

凹型
の

浮遊

体
が

あり
、

この

あり

す
。

つまり

壓迫

止
の

式

より

長い

使用
が

出

浮遊

体

を

下

から

壓
め
て

雛

ネヂ

を

固定

さす

方法
と

來

ない
の

で

あり

峦
す
。

ポール

の

下部
に

ギザくー
の

0.5

た

ボール

より

硬

〈

ンザ

特許

自由

雲臺
は

主要
部
を

除く

外

全部

輕

toe

例へば

ボール

を

其鍮

と

し

たら
棒

を

壁金

屬製

です

から

丈夫
で

輕

く
て
、

且携

帶
に

便利
で

to

商品
に

ハンザ
の

盛名

を

冠す

譯
に

は

參

する

やう
に

設け
、

この

棒

を

廻す

事

により

ボール

を

ギザー
、

で

押ヘ

で

固定

さす

方法

あり

ます
。

ハンザ

複式

三脚
は

品
が

特許

三脚

より

落ちる

か

も

しれ

ませ
ん
。

然し

特許
111

脚
は

他
品
に
k
パ

拔
け

て

よい

の

です

から

複式

三脚
と
て
、

他
品
に

較べれ

ぱ

斷然

優秀

です

て

自由

雲臺
も
111

脚
と

同じ

やう
に

問題
に

なる

の

は

カメラ

取付

ネヂ

です
。

太

ネヂ

と

細ネ
%
\

ハ

ンザ

特許

自由

雲臺
は

他
を

斷然

凌駕
し
て

居り

ます

それ
は

頭部
の

ネヂ

を

裏返
へ

すか

裏返
ヘ

さぬか

で

細

ネヂ

で

も

太

ネヂ

で

も

使用

出來る

ので

あり

出す

頗る

便利

な

逸品
で

あり

ます
。

形
は

大
と

小
が

あり

大
は

大型

カメラ

即ち

乎札
、

名刺
の

類
、

小
は

名刺

報寫眞!
E

本

法贏ペる

ー

|

スー
|

y

の

は

勿論

ufa

四

R
型

カメラ

都合

乎

45

名
さ

です

五

以下
の

カメラ

に

都合
の

よい

大
さ

です
。

ハンザ

特許

自由

雲臺

ハンザ

特許

自由

露臺
は

金

屬

三脚
に

付け
て

使用

する

もの

です
。

三脚
に

これ

を

付ける

と

カメラ

を

比

下
に

も

向け

られる

し
、

it

上
に

も
、

斜
下
、

斜

上

等

あらゆる

方向
に

クルクル

廻轉
さ

せ
、

任意
の

方

向
に

向け
た

ま
s

キチン

と

固定

出来る
の

で

あり

峦

言實
に

便利

な

もの

で

新興

的
な

寫眞

とか

商業

寫

を

壓迫

止め

シャッター

を

きる

時
の

カメラ

の

振動

について

學

者
が

理論

的
に

計っ

た

結果

-23

秒

以下
の

遲

いも

uid

臺
が

その

代

表

的
な

もの

4



きす

用 ラメカドンハ

鞄
パ 1 セ 1 ペ 1 手 1 大 IE ビ型 舊

用
1- ICI

曲 曲 出

るれ擦 ぐすでコト左鞄の ソギ右

革

썅

の

で

は

遊
が

動い

て

寫る

と

云
ふ

事
が

わかっ

た

そう

です
。

然し

これ

は

動い

て

居る
か

動い

て

居ら
ぬ

か

は

顯微

鏡

的
に

測定
し

た

結果
で

あっ

て
、

實際
は

少

し

位

動い

て

居

た

から
と
て

普通
の

引伸

程度
で

は

何

等差

支

へる

もの

で

は

あり

ませ
ん
。

號
|

蓍

プロ
4

ー
用

1

六
、

七锂

、
四
0

と

は

申せ

謺

も

程度

問題
で
、

肉眼
で

見
て

解る

程度
で

は

引伸
出

來峦
せ

ん

が
、

ペスト

¼

から

四

切

位

迄

伸し
て

も

解ら
ぬ

程度

なら
、

手
に

持っ

て

居
て

も

益

上手
に

すれ
ば
1

秒

位

まで

は
、

ヤッター

が

きれ

ます
。

1

五號
1

ク
用

レパンサ
用
|

l.K
\

HW

ㄧ

六

|

n

λ

パウンド

用

_1111
.

七豐

、
三
0

、
三
。

1

七唬
1

ィース

繭
一

二
二
、
七
糎

°

11-0

一九

號
|

ㄧ

十號
|

グ

用
2
べ

アリン
1

それ
に

は

先
づ

レリ

-K

を

使用
し
て

下さい
。

そ

れ
も

極めて

スムース

に

動く

レリー

です
。

恰度

ハンザ

製
の

やう

な
、

ハンザ

を
使
へ

ば

間違ひはあ

り

ませ

ん
。

ハンザ

は

便利
な

こと

に

各

カメラ

に

合

ふやう
二

十

四

種類
が

賣

出さ
れ

て

居り

峦

す

から
、

1

六
、
七
糎

-

六
、

七烈

三
○

、
四
。

十

til

d'
A

サイ
λ

阳

1

+

11

號
一

梦

Da-
用

10
\

來峦
す
。

それ
は

ハンザ

は

どんなに

クタクタ

に

曲

げて

も

放せ
ば

又元
の

やう
に

戾

つて
、

曲げ

たら

曲

がりなり
、

或は

押せ

なく

なる

やう

な

こと

は

なく

いつも
、

いつ

±

でも

スムース

で

居

ます

から
先

づ

ハンザ

製
に

勝る

もの

は

他
に

あり

ませ

ん
。

十
四

襞
A

一

十
四

ssa
l

n

\u003e
M

アー
甩

一

十
四

號
C

|

1

\\
\

七
、
五
糎!

とか
1

秒

とか

長い

露出

を

する

に

は

透複

ファ

インダー

を

使

ふと

と

は

少し

無理

です
。

反射

式
の

万
が

よろしい
。

先
づ

カメラ

を

自分
の

体

に

ピタ

と

付け
て

寄り

か
.

る

處

が

あれ

ば

尚
結
好

です

が

呼吸

を

止め
て

極めて

靜
か
に

レリーズ

を

押す

ので

吉

そして

レリーズ

は

少し

緩毒

ぎみ

の

方
が

勳

liria

t

wire

It

七號

!

アース

扇

ino

、

十

九

al

ペルモス

用

鞄
の

生命
は

製作

技術
に

も

より

李
が

要は

上層
に

貼っ

た
革
に

あり

峦
す
。

魇

單
に

革
と

申し
て

も

非常
に

範圍

が

廣く
、

素人目
に

は

外見
が

同じ

でも

事實上

耐久
力

が

とても

違う
の

が

あり

ます
。

革
は

普通
、

i

枚
の

もの

を

數枚
に

剝ぐ
の

で

あり

まし
て

一番

上皮
を

ギン

と

稱

し
、

ギン

の

下
を

トコ

と

呼ん
で

居り

出す
。

革
で

は

ギン

が

上等
で

丈夫
で
、

体裁
が

45

ので

高
價
で

あり
ま1
す
。

近江屋
の

鞄

類
は

牛革
の

ギン

の

部分

のみ

を

使用
し

優秀
の

技術

者
が

入念
に

作っ

た

もの

で
、

ミシン

の

かけ

方
、

革
の

貼り

方形
の

く

づれ
ぬ

事

等

斷然
他
を

壓
し
て

居り
峦

す
。

四

剌

用

角

型

組立

暗函

の

カーー

!!

㈣
\

Col

!

lil
'

go

\\
\

no

ベビー

イコンタ
速

寫ケ
】
K

四

切

一

.

五
、
六
0

|

三
、
九
○

一一
、
四
0

革

バル

ダックス

速
寫

ケース

大型
、

小型

金屬

三脚

用
-

三

段
、

四段
、

五

段
、

各



式 光 散

りあ點缺る ケボネち眞寫 、 し スロ も光

氣

クスマ

板 點 焦

同一

板

け

で

違

も

ひる

子

す

聚散

光

式
(

ハンザ

特許

引伸

器
)

聚光

式

畫調

は

硬い

が
、

商業

寫眞

制作

に

は

よし

聚散

光

式

。

縱橫

自在

ハンド

特許

引伸

器

縱橫

位置

變更

裝置

コンデンサー

窒

支柱

原
板

枠

面

板
の

アホリ

反射

笠

コード

焦點

調節

ネジ

中間

スキッチ

レン

k

球

ソケット

蛇

腹



電 を

5.5

5

シザ

特許

引伸

器

は
、

簡單

に

縱式

に

も

な
5

橫式

に

も

なる

複合

機構
で

あり

ます
。

コンデンサー

11

枚

使用

の

聚光

式
で

なく
、

コンデンサー

無し
の

散光

式

で

も

ない
、

而

も

双方

の

特長

を

鼐

ね

備
へ

た

獨特

の

様式

を

創造

し

て

居り

上

す
。

し
て
、

所謂

即ち
、

融通

自在
、

高

能率
の

理想

的

引伸

器

で

ある

こと

を
大

特長

と

する

もの

で

あり

引伸

器

として

在

來
の

概念的

類型

を

破っ

て

居り

ます
。

聚光

式

が

照度
に

於
て

最も

能率

的

で

ある

事

は

既に

ンザ

引伸

器
に

於

て

認め

られ

て

居り

ます

が
、

之

を

垂直

器
に

する

場合
は

重量

や

其他
の

條

件

で
、

大

名刺

や

手札

の

もの

を

造る

の

は

困難

です
。

强
い

て

造ら

う

と

すれ

ば

何

處

か

に

無理
が

出來る

か
、

形

が

大きい
、

値段

が

高い

と

云

ふやう
に

なり

そこで

垂直

式
は

一般
に

散光

式

で

ある

の

が

普通
で

あり

麦

す

が
、

散光

式

は

どんな

上手

な

設計

で

も

光

カ
に

無駄

な

消失

を

免れ
#
6
せ

ん
。

故に

勢ひ

光源

を

大

に

し
て

電力
の

不

經濟
や

過熱
の

危險

を

忍ぶ

不便

を

敢

て

せざるを得ない

の

で

あり

-
。

ンザ

特許

引伸

器

は
1

枚
の

コンデ
、

サー

と

之

に

適應

する

特殊

硝子

板
の

聯

繫

により
、

聚光

式
の

特長

を

採り
、

散光

式
の

缺點

除く

こと

に

成功

致し

まし

た
。

長

を

採り

短

を

捨て
、

更に

幾多

の

獨創

的

草案

を

配し
、

無比
の

型式

を

創造

し

た

引伸

器

中

最優秀
品

で

あり

よす
。

ハンザ

特許

引伸

器

の

定價

2.5

粍
F
53

紅

彩

狡
|

le
\

0011

大名
剌
拟

F

63

|

虹彩

本

特許

引伸
器
の

放射光

線

は

散光

式
の

數倍

です
。

縱

位置

を

主として

居り

ます
が
、

極めて

簡單
に

轉位

する

こと

が

出

來

ます

から

引伸

倍率

は

無制限
で

あり

峦

す
。

聚散

光

式

です

から
、

散光

式
の

Ev

軟かく

なり

すぎ

ず
、

聚光

式
の

如く

硬から

ナ
、

丁度

よい

軟
が

さ

で

原板
の

瑾

を

覆ひ
、

仕上り

が

綺

麗であ

atd

す
。

鏡

玉
の

面

板

は
、

光

軸
に

對
し

常時

直角
を

保つ

て

居

り

ます

が
、

必要
に

應

じ

アホリ

を

利か

せる

こと

が

出

來峦

す
。

小型

ロール

·

フヰルム

は

長卷
の

ま
(
1

枚
1

枚

切る

こと

なし
に
)

裝備

する

こと

が

出來

ます

から

大變

便利

で

あり

峦言

光源

洞

で

ある

反射

笠

は

輕金

屬製
で

光

學

上

最も

有効

な

曲線

を

保ち

しかも

外

觀美
を

失は

ぬ

やう

留意

し

て

あり

峦書

電球
の

取付

取外

し

は

極めて

容易

忙爲
し

得

られ

すし
、

換氣

頗る

佳良

です
。

コンデンサー

は

簡單
に

取出し

て

掃除

する
と

と

が

出來

ます
。

叉

暗

室内
で

の

他

操作
に

+8

利する

やう

安全

硝子

窓

を

つけ
て

居り

ます

引伸

倍率

の

決定

及焦

點

を

見る

の

に

操作
は

圓滑

且迅

速

です

最も

カ
の

か
.

る

支柱

は

カ

學

的
に

算出

し

た

耐强

型式
、

これ

は

鑄鐵

です
。

太く

なく

加

之

細

から

ナ

絕對

折損
の

虞

なく
、

摺

合せ

は

完全

原板

枠
は

スプリング

裝置
で
、

出し入れ

が

スムース

で

ガタつきま

せ

ん
。

レンズ

は
、

ハンザ
·

アナスチグ

ッ

ト
·

エンラーヂング

レンズ

(

手札
、

大

名刺

は
F

63

ペスト
F

53

及

F5
)

が

つけてあ

り

ます

が
、

カメラ

その

を

取付ける

事
も

出來

ます
。

電球
は

ハンザ

専用
の

瓦斯

入

電球
一

○○
w

が

つい

て

居り

ます
。

コード

は

規格

適合
の

特選

品
、

長
さ

六

尺
、

中間
に

點滅

スヰッチ

を

つけ
、

プラグ

は

捻込
と

差込
の

兩用
に

なり

出す
。

ソケット

に

は
コ

ー

ド

保護

用

スプリング

を

附し

て
、

コード

の

破損

を

護り

ます
。

自在

マスク

付

焦

點板

が

附屬
し

て

居り

ます
。

この

焦

點板
は

引伸

器國

の

臺板

と

は

別々

で

あり

享

から

其れ

だけ

を

別に

使う

こと

も

でき

寫

ます
。

主要

部分
の

材料
は

よく

吟味

し
て

決して

狂

ふ

様
な

事
は

あり

ませ

ん

木部

は

よく

乾い

た

櫻

を

主
に

し

まし

た
が

總
て

高級

飴色

仕上げ

で

上

イ
4

(

e(

)(

報

(

(

(

眞讀

?

(

2*

臺板

は

厚い

板

を

用
ひ
、

兩端
に

狂ひ

止め

が

し
て

あり

ます

し
、

色

は

やはり

飴色
で

ラック

仕上げ
、

仲莉げ毒ん
。

金具

類
は

厚

*

ッケル

鍍金

故

濕氣

勝
な

暗室

内

で

も

大丈夫
で

あり

士
す
。

少禁り

し

た

段ボール

紙
の

箱
に

入っ

て

居り

ます

から
、

使用

後
解

體

︶

尙

ナット

を

緩めれ

ば

機

愷
は

左右

前後
の

方向
に

縁芒士吉

リー

光源

を

一々

調節

する

煩
が

あり

峦

せ

ん
。

し
て

保存

する

として

も

廣い

場所
を

要し

ませ

ん
。

原板

マスク

や

スパナ
、

カメラ

アダプター

等

附屬
し

て

居り

ます
。

(
v
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橫聚
光

式

引伸

器
で

代表

的
な

もの

ら

间轉

裝置
で

縱橫

自在
に

位置
が

變

へら

れ
、

ピン

ト

を

見乍
ら

欲する

位置
に

する

こと

も

出來
、

前後

の

アホリ
の

裝置
が

あり
峦
す

から

歪み
の

直し

やデ

フォル

メーション

作
⡓�

も

自由
で

あり

ます
。

(

大

名刺
、

ペスト

に
は

原板

回

轉裝

置
と

アホリ

の

裝置

を

除く
)

1

ベスト
型

-

アト
4
ペ·

スト
½

以下

浨用|

l

五
\

OO

-

引仰
器
に

指
を

屈せ

ね
ば

なる

ま

So

然るに

MCC

は

世界
に

定評

ある

逸

大名
剁
型
|

名
刺
*
ベ
ス

ト

以下
像
用

二
五
\

O01

1

カピネ

型
1

手札
·

大名
制

以下

嗾用

11

三
○
\

OO

大衆

的
な

廉價
で

ある

こと

を

目標

として

製作
し

た

品

です

が

如何にも

値段
が

高い
?

ベ

ラボー

な

高

價

です

これ
で

は

一般
向

として

誰
に

も

使っ

て

頂く

やう

な

事

は

望め

せ

ん
。

それで

この

世界

的

に

有名
な

MCC

式

引伸
器
の

特徵
を

活
し
、

缺鮎
を

補っ

て

しかも

値段
は

森
は

完全
に

乾い

た

櫻材
、

ラック

仕上げ
、

金

屬部
は

黑
の

結晶

塗及ク尸
-
ム

鍍金
で

頗る

美麗
で

あり

ます
。

もの

が

ハンザ

引伸
器
で

あり

ます
。

ンデンサー

は

カピネ

型
は

1111

糎
、

ペスト

型

は

九繩
の

舶來

優秀

レンズ

です

から

聚光
率
、

透過

率

よく

完全
で

且均
一

な
光

を

放射

致し

ます
。

大名

剌型
は

名刺
、

アトム
、

ペスト

兼用
の

替枠

の

装置
が

あり
、

ベスト

型
は

ペスト

誓

アトム

も

兼用

出來る

やう
に

なっ

て

居り

ます
。

カピネ

型
は

手札
、

光源洞
は

大きく

空
氣
の

流通
が

頗る

よい

よう
な

設計
で
、

㎡

上部
に
は

煙突
を

設け

更に

換臧
を

促進

器

大

名刺
の

替枠
が

附屬
し
て

居り

峦
す
。

光源洞
の

前面
に

は

赤色

安全

硝子

障
を

嵌

入れ
て

あり

ます

から

レンズ

キャップ

の

必要

なく

之
に

依

つて

印

畫紙

を

裝置
し

燒付
の

際
は

これ

を

引き

上げれ
ば

よい

ので

大變

便利
で

あり

峦ナ
。

面
板
は

大きく
、

且齒

車

によって

上下
に

動き
、

任意
の

場所
で

固定

さす

事
が

出

來峦

す
。

而杈

は

普

通

レンズ

を

着け
て

用

ます
が
、

本
器
に

は

更に

御

所持
の

カメラ

を

着け
て

用

ひら

れる

やう
に

アダプ

面
板
と

コンデンサー
、

コンデンサー

と

光源

洞

は

本
革

蛇腹
で

連結
し
、

前

蛇腹
は

焦點

調節
、

後
蛇

腹
は

光源

平均
の

調節
に

必要
で

あり

ます
。

又

之

等

の

ため

大引

伸

から

縮寫

まで

出來

ます
。

蛇腹
の

伸

縮
に

は

齒車

を以て

し

任意
の

處
に

固定
が

出來

ます

原板
枠
は

出入
が

簡易
で
、

その

上原
板
は

外部
か

ト

で

近代
人
の

愛好

せらる

麗姿
で

あり

ます
。

大
さ

を

なるべく

小型
と

致し

き
た

から

この

種

引伸
器

中

最小
の

型
と

存じ

峦言

報閖

次

は

ランプ

ハウス

で
、

換氣
に

特に

工夫

を

凝
し
、

合理

的

設計

加工

を
し
て

居り

峦

す

から
、

熱
の

放射

眞

の

ため
に

レンズ

や

原板

等
を

損傷

する

やう

な

事
は

絕對

あり

峦

せ
ん
。

引伸
器
の

主要
點

たる

コンデンサー

は

他
に

比類

なき

强度
の

平

凸

11

枚
の

レンズ

を

組合せ
、

各

擴大

率

による

光
の

分布

を

一樣
に

する

ため
、

ランプ

ハウス

の

頭部
で

光源

を

上下
、

左右
、

自由
に

移動
さ

せる

本

原板

を
二

枚
の

硝子

板
に

挾む
、

原

椵挾
み

は

別に

新

工夫
で

は

あり

ませ

ん
が
、

硝子

板
は

よく

磨い

た

舶

來硝子

を

用
ひ

出し

た

から
原

板挟み

による

像
の

歪
は

絕對

出現
さ

れ

峦
せ

ん
。

普

插引

伸器

です
と

この

原

を

引伸
器
に

差

込む

だけ

です
が
、

本
器
で

は

その

移動
を

防ぐ

ため

コンデンサー

と

原

板の間
を

出來

るだけ

狭め

且
n

ンデンサー

を

ヘリ
n

イド

式

として

右
狹
み

硝子
を

直

撄押
へ

さ

せ

峦
す
。

この

方法
は

又

光
の

漏出
を

防ぐ
に

も
大

變

効果

が

あり

手
。

本
器
に

は

引伸

レンズ

は

附屬
し
て

居り

ませ

ん
。

しかし

レンズ

取付

用

ネヂ

が

刻ん

で

ある

焦

點用

ヘリ

n

イド

は

付い
て

居り

ます
。

これ
は

レンズ

座金
の

外廓
を

廻す

式

です

から

非常
に

高

能率
で

あり

ぱす
。

臺板
の

大
さ

は

四
切

を

標準
に

し
て

製

られ
て

居り
士

す
が
、

それ

以上

大きく

引伸
す

時
に

は

臺板
の

上
に

更に

大きな

板

を

載せる

か
、

機体

を

臺板
と

反

對
の

方向
に

向け
、

高

机

等
に

載せ
て

行
へ

ば

更に

大きく

且

簡單
に

引伸

す

こと

が

出來

ます
。



器査檢溫液ザンハ
大使

が

17

排
が

す

なる

こ

の ζ

-- )

又
ˋ

ら

盡架
を

縱橫
に

動かし
て

も

入れ

た
印

畫紙
が

動く

樣
な

事
は

ない
。

裏面
の

ネヂ

に

依っ

て

上下
に
1

五
·

五

糰勯

かし

得る

ので

部分

伸し

でも

容易
に

中心

左

採る

事
が

出來る
。

枠

全体
を

縱

位置
に

も

横

位置
に

も

思

筏
部
の

ブホリネヂ

を

廻せ

ば

かなり

傾け

られ
、

たり
、

印

畫紙
用

枠
は

硝子

蓋
が

ある

ため
、

どんなに

反り

か
へ

つた

紙
で

も

ピッタリ

平
に

なる

木部
は

精選
し

た

完全
に

乾
れ

た

木
で

ある

から

歪る

様
な

事

が

ない
。

塗
は

最

上塗り
、

體裁
が

堂々
、

ハンザ

特許

イーゼル

の

常備
は

引伸

の

能率

を

增進

する

ばかり
で

なく
、

引伸

そのもの

が

快

よく

やれる

の

で
、

從

って

良い

畫

を

樂
々

と

愉快
に

生む

事

が

出來

ます
。

持ち

運

(

輕快
に

持運び

が

出麥丶

11

上下
に

位置

が

變

(
a

れ

四

歪み

を

直す

為
に

前後

④

(

ン

m

簡單
に

前後
に

動い

て

畫像
の

大小

が

决峦り

(

アホリ

が
き
+
\

五

左右
に

も

動く

事

が

必備
の

條

件

です

⑤

に

廻轉

出來る

此等
の

條
件

を

具備
し

て

居る

イーゼル

は
、

舶來

品

中
に

二

三

種
あ

り

変

デフォル

メート

し

江

す

が

然し

どれ

も

非常
に

高價
で

あり
峦

し
て

一寸

手
が

出

ませ

ん
。

ハンザ

特許

イーゼル

と

し
、

外

國

品
の

半

價以

下
で

販賣
し

まし

た
。

其重

①

印

畫用
枠
と

#
0

兩部

から

出來
て

居る

@⑦⑧

デフォルメ

-

ト

し

た

原板
を

正し

たり

する
の

に

便利

です

特耄

當社
は

舶來

各種
の

長所

を

集め
、

これ
に

獨特
の

工夫

を

加
へ

て

許

亻寶
さ

は

云

ふ

まで

も

あり

ませ

ん

が
、

特徵

は

0

鑑

⑨

印

畫用

枠
は

ガラス

蓋
を

披く
1
\

其の

下
に

四

切

以下

諸種

サイズ

を

靈
い

た

マスク

付
の

臺
が

ある
、

その

臺
の

上
へ

紙
を

當
て

此
の

臺

は

スプリング
で

常に

ガラス

面
に

接する

様

押さ

れ
て

ゐる

か

セ

蓋
を

元
の

③

正

四角形
で

も

短
形

で

も

思ひ

の

t14

に

マスク

でき

マスク

に

は

色々

の

もの

が

あり

ます
。

最も

輕便

小
に

應
じ

た

何
枚

も
の

マスク

を

揃
へ

ね
ば

なら
ぬ
の

そこで

オート

マスク

(

自由

又は

自在

マスク
)

!

な

もの

は

た

用紙

もの

は
ス

で

あり

ます

誓

ら
ぬ

大

であ

青實

用向き

と

は
(

自由

又は

自在
マ

スク
)

1

邊
が

固定
し
て

居
て
、

他
の
二

邊
が
式
の

もの

です

なら

なす

で

交輪

廓

は

歪確
と

なり

ます

由

マスク

11

邊
が

固定
し
て

居
て
、

他
の

二

邊
が

動く

もの

です

ン

由

マス

これ
は

114

%

直角

でも

他
の

二

邊
が

必ず

直角
-U

は

なら

ない

で

交點
が

多

小
の

間隙
を

ブロマイド

と
の

間
に

殘

す

ので

輪廓
は

不正確

と

なり

ます
。

それに

が

考案
さ

れ

まし

た
。

これ

は

四

邊叉
は
二

邊
が

動き

式
で
は

印畫
を

挟ん

だ

マスク

と

蹇誓

を

止め

る

裝置
が

あり

せんから
、

長
卷

もの

は
、

云

ふも

さりなり
、

少し

卷癖
の

つい

た

プロマイド

は

使用

せる

と

マスク

の

對邊
は

同時に

平行
し
て

相寄り

は

相

離れ
、

任意
の

サイズ

を

臺全

体
の

中央
に

求め

る

こと

が

出來

ます
。

卽ち

どんな
形
で

も

只
11

回ネ壮

ヂ轟

享數
で

決定
さ

れる

の

で

あり

ます
。

する

こと

が

出來

ぬ
の

で

あり

ます
。

處
が

ハンザ

自由

マスゆ
は

以上
の

諸

缺點
を

總ペ

て

排除

いたし

まし

た
。

焦

點槻

を

兼ね
た

臺板

も

四

方
の

フレーム

も

皆
金

屬製
で
、

遊動

マスク

は

薄く

遊動

マスク

は

交點

が

いつも

直角
に

なる

やう
に

常に

兩端
へ

緊張
さ

れ
て

居り

ます

から
、

如何
に

卷

癖
の

ある

ブロマイド

で

も

平坦
に

壓ヘ

られ
、

眞直

强
き

良質
の

鋼
に

なっ

て

居り

出す
。

遊勳

マスク

に

は
四

切

1111

手札

迄
の

夫
々

の

目盛

りがあり

峦

す
が

最大限

は
111

五
.

五
×

二

九
·

五

糎

尚白緣
の

巾
は

相當

考慮
を

要する

問題

です
が

と

の

自由

マスク

で

は

太い

緣
で

も

細
S

緣
で

も
、

ご

く

乎輕
に

緣取

り

出來る

やう
に

特に

工夫

を

こらし

で

使

へる

の

で

あり

峦

す
。

大
さ
の

決定
は

フレーム

に

つい

た

ネヂ

を

回轉

さきた

から

御

使用
に

便利
だ

と

思ひ

峦
す
。

ハンザ

液
温

檢査

器
に

は

覆

2-1

棒狀
の

二

種
が

あり

出す
が
、

いの
で

あり

峦
す
。

どちら

も

普通
の

寒

瞹計
と

同じ

やう
に

正確

な

温度
が

標示
さ

れ

ます
。

しかし

これ

は

寡眞

專用
の

ため

紛
は

しい

他
の

度

盛
を

省略
し
て
、

標準

温度
を

表す

華氏
六

十

五

度
(

擗氏
十

八

度
)

の

處
を

中央
に

上
に

は

華氏

七

0

度

下
に

は

華氏
六

十

度

程度
の

高

又は

低

を

表す

目盛
と
、

更に

頂

部
に

近く

ハイポ

明礬
調

色
時
の

標準
(

即ち

1110

度
)

を

刻ん

で

あり

峦

すから

寫眞

用

寒暖計

として

は

これ
で

充分
に

役立ち

ます
。

否

の

方
が

か
へ

(

棒狀
)

これ
に

は

覆ひ

は

あり

ませ

ん
。

チューブ

の

表面
に

前記
四
つ

の

目盛
が

型
れ
て

居り

ます
。

標示

液
は

やはり

靑色
、

背面

を

乳白

硝子
に

し

き

たから

液
の

高低

が

すぐ

解り

丶叉

背面

は

平
に

なっ

て

居り

峦
す

から

安定
が

頗る

よろし
の

で
、

パット

の

緣
に

置い
て

も
、

轉望
せ

ん
。

頭部
に

は

釣金
を

取付け
、

掛け

られる

やう
に

な

つて

居り

ます
。

ン

BE

って

細かく

刻ん

だ

目盛
の

もの

より

見よい

の

で

あり

ます
。

(

蕧付
)

概準

チュープ

を
、

現像

液
に

入れ

た

を

生じ

ない

特殊

金學夒

を

つけ

た

もの

です
。

現像
し
て

も

カプリ

これ

なれ

ば

轉

かし

付

特殊

擴大

型
に

なっ

て

居る

ので

標示

液
は

非常
に

太く

見え
、

頗る

見易
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寫眞

操作

は

總

べて

科

學

的

に

微細

な

注意

を

要する

上

に
、

優秀

な

藥品

を

使

は

ね

ば

意外

な

失敗

を

まねき

ます
。

ですから

現像

や

定着

の

藥品

は

定評

ある

もの

を

常用

する

の

が

最も

安

全

で

あり

ます
。

優秀

藥

を

紹介

致し

ます

ベト

つか

ず

常に

サラ

/
\\
し

た

氣持
の

よい

製品
で
、

硬膜

度
も

酸性

度
も

真に

理想

的
で

あり

ます
。

ですから

オーロラ

酸性

ハイポ

を
御

使用
に

なれ

ば
、

定着

ムラ

を

生ずる

心配

が

なく

早く

液
が

汚れる

こと

が

あり

せ
ん
。

乾板
·

フヰル

4
\

印

益

紙
等
が

清淨
に

仕上がり

ます
。

それに

効カ
が

永續

する

ので

大

變
お

德

です
。

オーロラ

五錢

ハイポ

オー

ラ

濃厚

現像

液

種々

の

藥品

を
取

揃

へる

乎聞
や

秤量
の

手數

を

省き
、

有効

性能

のみ

を

濃縮
し

た

もの

です
。

っ峦り

現像

液
の

スピリッ

です
。

ですから

使用
の

際
は

何
十

倍
か

の

水

を

唯焎る

だ

け
。

それ

だけ
で

ガス

ライト

に

も

ブロマイド

に

も
、

乾板
に .

前記
の

酸性

ハイポ

を

MQ
の

様
に

硝子

管
に

入れ
、

携帶
に

又

一寸
し

た

少量
の

定着
を

行
ふ
の

に

都合

よく

し
て

あり

峦

す

兎に角
一

本
五

錢

です

から
、

たとへフ

平

ルム

三

本位

定着
し

も

プヰルム

に

も

適する

萬

能

液

が

出來る
の

で

あり

峦吉

pmn

-
in

オーロラ
·

ハイドロキノン

た

だけ

だ

も
、

そんなに

惜しい

程
で

も

あり

ませ
ん
。

旅行
先

現像
主

藥

として

缺
く

べから

ざる

ハイドロキノン

は
、

國

産

で

優秀

しかも

安い

新興

寫眞

工業

所

製品

を

御

使用

下さい

素晴らしい

純

黑調

が

出峦

す
。

オーロラ

無水

亞硫

酸

曹達

オーロラ

無水

炭酸

曹達

濃厚

現

像

液

オーロラ

製品
は

よく

賣

れる

ので

常に

新

らしい
。

酸化

し

て

居

ない

もの

ばかり

で

あり

峦言

殊に

亞硫

酸

曹達
は

酸化

が

著しく
、

現像
に

最も

恐るべき

硫酸

曹達
に

すぐ

變化

致し

四五
0
瓦

無水

硫酸
曹

オーロラ

藥品

、

四五

。JC

無水

炭

酸

w

す
。

ですから

亞硫

酸

曹達
の

純度
を

表

は
す
に

硫酸

曹建
の

多寡

によって

決定

する

位

です
。

又

水分
が

入る

と

固まり

す
。

曹達

類
の

固く

なっ

た

もの

は

効力

が

少い

ばかり
か

實
に

困る

もの

で

あり

す
。

だから

何時も

さら

(

し

た

オーロ

ラ

を

御

使用

下さい

オーロラ

酸性

ハイポ

で

の

操作
に

特に

お薦め

いたし

ます

ジョンソン
·

スカール

EK

の

エロン

及

アグフア

の

メトール

と

同質
品
で

あり

す
。

陰影
部
の

デテール

を

極めて

よく

現す

現像
主

藥

として

有名
で

あり

峦
す
。

ジョンソン
·

アミドル

四五四五

-

六
\

乾板
に

も

印

畫紙
に

も

適し

た

現像

素
で
、

殊に

淫醫

建

だけ

加
へ

で

良好

な

性能
を

得る
の

は

アミドル

の

誇る

べき

大

特長
で
、

實
に

簡易

な

現像

主

藥
で

あり

ます
。

四五
0

現像

主

藥
の

大立

物

です
。

汚染
と

カプリ

を

生ぜ

吉純黑

で

强
い

コントラスト

の

つい

た

原板

が

得

られ

ます
。

スカロ

無水
亞

硫酸
曹
處

無水

炭

酸

曹

违

四五
0
瓦

ル

と

併用

すれ

ば

理想

的
な

MQ

です
。

ジョンソン
·

ヂ

アミド

フェノール

アミドル

と

同じ

様
に

亞硫

酸

曹達
を

加
へ

て

良好

な

現像
液

を

造り

手
。

性能
が

テミドル

と

殆
ん

ど

同じ

です

から

應
々

ジョンソン

無水

亞硫

酸育達

ジョンソン

無水

炭酸

曹達

保恒劑

として

の

亞硫

酸

曹達
、

促進
劑

として
の

炭酸

曹建

は

現像
主

藥ヘ

忠義

者

です
。

然し

不良
品

を

使

ふと

折角
の

忠

義

者
が

不忠

者
に

なり

峦吉

是非

この

優秀
品

を

使っ
て

現像

操作
に

萬全

を

期し
て

下さい
。

スタ
-

ダ
-

ド

20

(
(

混用
さ

れ

ti

すが
、

實質
は

違っ

た

もの

です
。

純

黑
の

色調

を

表

は
す

ので

特に

印

畫紙

現像
に

喜ば

れ

手
。

Dm

ンソン
、

クリシン

近時

寫其
界
で

グリシン

現像
が

盛ん

に

流行
し
て

居り

ます

遲緩

現像

液
で

カブリ

が

少く
、

タンク

現像

等
に

は

特に

有効

です
。

ジョンソン
·

グリシン

は

光輝

ある

灰色
の

粉末
で
、

常に

新しく

効力

絶大

です
。

旅行

用
に
、

一寸

し

た

現像
に
、

至極

簡便
で

効能
の

高い
ス

タンダード

0
、

紐付
で

栓
が

易々

と

取れる

ので

大

評判
の
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特許

スプーン

で

は

45

つがも

山盛り
に

し

た
の

量
は

平ら

な

1

杯

どんな

處方

を

塗
し
て

も

公式
の

もの
に

は
、

匙

盛り上げ

た

藥

を

攪拌

棒
で

平に

スリ

落し

た

もの

を

で

何
杯

なんて

書い

て

ある

もの

は

あり

せ

ん
。

皆

、

標準
と

し

ます
。

叉

調合

に際して

小

匙
で

+4

杯秤

何
瓦

何
十

瓦
と

云

ふやう
に

なっ

て

居り

士

す

から
、

るより

も

大

匙
で

1111

怀秤
っ

た

方
が

正確

です

から

秤
を

持た

ない

と

その

處方
で

調合

する

こと

が

出

來成る

/

v2
匙

を
使

ふ

機
に

し
て

極小

量

とか

端數
の

峦
せ
ん
。

勢ひ

メトール

が

何
杯
で
、

亞硫

曹
が

何
十

時
に

小

匙
を

使
ふ

様
に

し

た

方
が

よい

の

で

あり
峦
す

杯
で
と

云
ふ

やら
に

不正確
な

昔

流
で

やる

事
に

なり

函
の

中
に

詳細

說明

書
が

入っ

て

居り

ます

から

御

峦

す
。

こんな

方法
で

は

59

も

同じ

調子

に

仕上げ

讀
の

上
御

使用

下さい
。

る

事
は

出

來峦

せんし
、

初心
の

方
は

進步

も

致し

ま

せ

ん
、

では

是非
共

秤
の
1

臺

を

常備
せ

ね

ば

なら

ぬ

か

と

云ひ峦ナ
と

否
で

あり

ます
。

秤
の

代用

として

丶

立派
に

役立つ

正確
な

ハンザ

特許

スプーン

が

あり

ノ

札
の

二

種類
が

あり
、

カピネ

は

更に

特製

ハンザ

特許

スプーン

は

大

中小
の

111

個

(
1

號小

匙
、

11

號大

匙
、

攪拌

棒
)

の

異
っ

た

大
さ

の

スプ

ン

が
1

組
と

なっ

て

居
て
、

それぞれ

の

大

さ
に

よっ

て

各
1

杯
の

藥品

量
が

柄
の

中
に

封ぜ

られ
て

居り

ま

す
。

例へば

大

匙
の

無水

亞硫

酸

曹達
は
111

瓦
、

アミーツ

ザ

:

プ

が

付い

て

居り
法

せ
ん
。

而
し
て

押ヘ誓

然し

共に
1

枚

もの
노

別製

蝶番

を

つけ

裏
に

は

スポンヂゴム

を

張っ

て

燒

ボケ

の

:タ

は

大匙
の

111

分

91

量
で

ハイドロ

が
0
\

七瓦
、

結

晶

パイロ

が
0
\

五
瓦

等

之

等
が

柄
の

中
に

表
に

作っ

て

封ぜ

られ

てる

ので

全く

便利

です
。

たと
へ

他
品
に

斯

うし

た

もの

が

あっ

た

として

も

別に

印刷

し
た

表

を

見乍
ら

行
ふ
の

で
、

どうしても

表

が

汚れ

るか
、

すぐ

失ふ

やう
な

事
に

なり
、

大層

不便
を

感

出る

を

防ぎ
、

11

折
は

フェルト

を

用ひ

て

鋼

鐵
板
に

黑

54

ナメル

塗り
で
、

自由自在
に

どの

部

を
も
マ

K

ク

する

こと

が

出

來士

す

原板
や

印

畫紙
を

載せる

袖
板
は

廣く

大きく
、

誠

に

便利

です
が
、

不用
の

時
は

折

曲げ
て

下ろせ

孝

念

e

だめ
に

申添
へ

ます

が
、

スプ

%
ゾ

は

同

24

蓋
を

すれ
ば

白球

が

點

き
、

披け
ば

茶

球
が

點くオ

マチック
の

切替
で

操作
は

到っ

て

簡便
、

仕事

膜

面

を

内側
に

縱
に

二つ

に

曲げ
、

一

區劃
に
1

枚

宛

向

合せ
て

差

込ん

で

半

打
を

一度
に

現像

出來

ます
。

之

等
の

枠

も

全眞

鍮製
で
、

クローム

鍍金
が

完全
に

からて

居り

ます

から
、

金

屬部

が

露出
し
て

現像

中

カプリ

を

起さ

せる

やう

な

こと

は

あり
峦

せ

ん
。

;

原板

を

載せる

所
の

素

硝子

は
二

枚
、

これ
は

原板

の

厚

さ
が

調節

出來る

機
に

出來
て

居り
又

光源
の

調

節
を

する

麝硝子

は
1

枚
も

ムラ

が

ない

事

を

期し
て

居り

ます
。

然し

必要

ある

場合
11

枚
に

する

事

も

出

タンク

現像
は

普通

十分

とか
二

十

分

かーる

ので

す

から

その

時間
中

時計
と

睨

っこ

し
て

居る
の

は

却

大變
、

ですから

その

時間
中

他
の

仕事
を

やり

すが
、

その間
に

現像

完了
の

時間
か
、

現像

を

始め

た

時間

を

忘れ

たら

それ

こそ

大變

です
。

その

ため

光源
の

位置
は

容易く

移動

さ

せ

られ

ます

から

ムラ

を

作る

事

なく
、

尙內

部
は

銀

エナメル

塗
で

反

射
が

充分

です
。

故に

比較的

强
い

光り

を

得

られ
て

附屬
の

電

氣

コード

は

特選
し

た

規格

適合

安全
コ

尚

乎札

判

について

も

同様
其

特徴
が

當嵌
る

個所

ンザ

製
に

は

タンク

に
、

終了

時間
を

指示

する

指

報

が
計
が

設備
さ

れ
て

居り

峦言

指示

計
は

圓周

を

亠ハ國

十

等分
し
て

あり

ます

から
、

若し
111

時
三

五

分
で

現

寫

尚

手札
か

について

安心

し
て
使

(

が

當嵌

眞

ンザ

現像

タンク

丶

像
け

ば

切る
の

でし

たら
分

だけ
て

表す

の
に

合せ
て

個所

ノ

置け

ば

宜しい
。

つまり

分

だけ
で

表す
の

です
。

本

が

多

v

唯

小型
に

し

た
に

過ぎ

±
せ
ん
。

唯

多少

相違

器

体
は

總

淇鍮

製
で

クローム

鍍金
が

し
て

ありま

する

點

は

押蓋
の

中央
に

良質
の

スプリング

螽ヘす

から

耐酸
、

耐

アルカリ

で
、

現像
、

定着
、

水洗

暗室

中
で
、

感光

し

た

フヰルム

なり
、

乾板

なり

を

裝填

すれ
ば

その

以後

定着
が

完了

する

迄
、

白光

下
で

も

操作

が

行

へる

やう

に
、

現像
液

排出
口
、

水

止金
を

放す
と

スヰッチ

が

切れ

替り

同時に

自

働的

等
1

個
で

事足る

便利
な

タンク

です
。

何しろ

主体

が

眞

鍮製

です

から

永い

間
の

使用
中

押
へ

た

時

白球
が

點
き
、

放せ
ば

茶
球
に

變る

事
は

たと
へ

鍍金
が

剝
れ

た

として

も

主体
が

腐る

と

な

勿論
、

押蓋
の

裏
は

フェルト

張
、

換氣
は

完全
、

配く
、

再び

鍍金

さ
へ

すれ

ば

叉

元
の

通り

新しく

なり

又は

定着

液

熧口

等

設け
て

あり

峦

す
。

これ

だけ

完全

な

堅牢な

そして

美しい

タンク

で

あり

ながら
、

さすが
に

ハンザ

製品

です
。

左
の

如

ます
。

故に

ハンザ

現像

タンク

は

永久

的
に

使用

出く

斷然

值
が

廉

いの

で

あり

す
。

五
、
八

01

11]
..
11

O

|

は
、

乾板
11

枚

を

硝子

面
を

合せ
て

横

から
差

込む
や

う
に

なっ

て

居り
、

六溝丶

十
二

枚

を

同時に

現像

す

札

手
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利 クンタ像現晝白

ザンハ
フれり でか 本 で ず 乾發 をひ

で 用 ハ を ま寞ノ丶エ叉 ば
、
乾 あら 乾 使 ハ に 澡揮 要 ろ水 冖諸 を ;

て 國 全ネ現ロこょ印懆り 乾燥 用 ン は
、
し 致ずげ 洗

りしザすん 觉 タ の ろ 靈器 峦燥 器 せ ザ 居 な しる て し ンのし
て 寫 の

0
球 ソイ 中 し は に す 器 を ぬ 乾らげま 場 乾 た 暗 て

唯 産 水管 像
. ︶

像 堅

詳ー 暗洗 を 定ょペ液牢 ④

細つ 室 が 持着ぃス は . で ア 完 が せ ェ の 卒 で に ルハ
名
は 1 使 の 不 出つ が の ト 名 すル 優全 生エ ん プロルフー 裝 ロムン

ス 1 用 も 用 來 て 終 で 用 剌
。

カ 良 に ぜ プ
。 ロ 12 、 卒至填 ' の ザ

刺1 說 の ロ ま 水 つ あは 用 リ な 液声 ロン ルがル 極丶ル 現 白

ト 1 明 で 1 す 道 たり 約 は 耐ペ が パン に フ卷ム 簡現 . 像晝

書丶ル
。
管 た 峦 三 約 水 1 平ツ を 卷ヰ込 裝單 像 フタ 現

用 1 用 1 取 し フ に らす 四 四 で ク均ク 使 付 ル む 堪 に 、 卒ン像

プにい膜 は
。

と 載時 燥 れ れす 合 燥印

で
作
球

な
岸朵ザがフ

の 面
カ

寫

ザ

薧車を

燥

恒

て

に

は せ な 叉等る遊

に

ま
是 ず1 ロあ 上 ピ

りタり に カ

まイま 向 光
チプ すける

。
竝蒲

を ベ 鋒

型

器 使 上 丶んら D は 原新

は 用郝ハ
。
な P 乾始聞

不 ナ の ンぃ 業 燥的 紙

可る 臺ザ 時 者 器 方 な

分の を 恒 は ゃが法り

ので 外 温 そ 寫す は 、、

關 あし 器 の 江ぱ别ト ce
-

| 各 段 現れ め ︵C

法

か
ル

。

2 五外イ

に
ドはるム を 法理

定
ムクタ

觀イり た

なる

タ
を
法想着 を す ク

續豫

ル

裝
優 製 まフか の ン 用

、
的

、
暗

0
は

れが金 に 峦そ 恒 、 利 等 ししン
1 に 比タ簡ヘ 十 約 耐

。 ル 現 は のる ! 出ほ を 1

十 取酸ム像 あやの ル 來水 用 ル

球
迅

.
莈板る

。
代器 を 大 機

、
な

速 をがわ でり と 感 量 能危り
に す あけ す に しぜ を を 急 に 耐 も ラま に 他 フす

.
峦ナ フ

の プ 安子 、 あ は 解 も の 髙紫 暗に 乾黃

で リ 全 も 茶 り 赤 ) しも 速 札 く 感 板 札 エ あ 仕保 こな 行 て を 常

操 て 意 て イ 半 札 れ - 四ヘ 事 か 調り 事 てれ 事 火 六 二 温

作峦 の 液 ャ 切 で
赤 1 す ン で 特電 ま 色 大 よの 度 は な 光 も

以杯 切る がら 節 峦 がる を がや 十 重 が 一一一-

極
0
度 に の 全

、 の 乘バ來 ニィ
0
で な 度 通 球 度 し 十 ㄧ 锵 |

恒

でれビ 大ト 現度ル 5 と 當般 入保

種利叉 に の ル 黃 い のに 札

を で 現 は を と 札明馄 その

設 あ像 明 處云 に さ 球 の や

けり のる 理 ふ 感 で で ¼ う

丶ま 進 いす や 光 は 處丶 に
10 す 行 もる う し

、
理 二 →

の 明如 10

中る 何 燗

のく な 光

め が 關調 紙 そカるッ 温

ザ

恒

灑

IC.P.1

は で 廽ハ ん 温 行 て せ パ
·
ド | - |

の

勿丶 轉ン な 度 は 苦る ツ に 1 暮 | み 1.l_

論任 に
セ 意 よ

ピ の つ

ア 沮 て

にくよ
、
上

、、
丁

保任 つ ダ の 手 そ 度光 が 速 で 2 誰
ザ に にれ 肉 か ト 降

恒 便 合 て の
、
につ

温 利せ 居 策 二 湯 た

器 で てる を 重 を 時 |
ニ

|
-

al 源出度ナ燭
。
狀 の に に な 黃 す 七

と 來 の
。
光モ態 を は ない 札る 。

しまガ こと の 批使 暗り 程 の 時 度 。
て すスれ 16 た 他 用 いま 度 時 は の 度

最
○ ラ は 燭 め の しも す の は

、
感 も

に 氏使 うい法るッれ現

の ハ 作 方
、
で さ 婆 0 度る

製ン も が 緩 す で 以 0 を 乾

品 ザょ 仕速 かす 上
が にく 事度 ら と

用
に 温十
もす 五

五 は どらす 云 の
、
は當故 紙 し

なに に た

も 叉 も 硝

此 ん 恒
。
ふ 代辛パ 1010

まし で 暗 に

多 上 比す 完 の も 外 チコ 鉛 外 對厚 の 五 !

の の 較 る 全 特 あヘ 迄 1 張郝 に い 消 。 も

現 特 的 危な 種 り 光 の ドリ は 離鐵費 0 扱

像 長 に 險絕 現 峦 が コ は
、
酸 れ 板 量 w へ

操 を 輕 は 緣像 せ 漏 1 二 何 や ナ 製 は でる

作有 量 更裝 にんれ · ド 米 年 ア 非 で 極 す

に す
、 に 置對

。
ず に 半使ル 常 重 め が

内ハす

鼊切 作 それ れ の

裝谷 の し 等 ば 仕
ザ

に

のる

ら は

電 切

を
ス

る 持 な
、
し 從丶 は

、 つ カ に 要 て 電

ちし 水安っ側ゴ 中 て ! ) 堅個 僅流

て ン 運
。
に 心 て が ム 間 も に 牢處 少 カ )

はザぴ濡し 赤高 管ス 平 没 で は
0
斷

な 恒 に れ て 外 熱 が ヰ 氣 さす 全 接

ら 温 便 た 使 線 で 蒉ッ で れ
。
部 す

ぬ 器 利 と 用
、
赤つチすな 電る

0
等 と ナッ 總 絶氣
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焼付
も
1

回

燒付
や

二

回

燒付
の

もの

と

は

同日
の

比
で

なく
、

焼付
て

は

焼付け
、

之

を

繰返す

こと

數

回
に

耳

つて

居り

ます
。

從

つて

素地
に

ピッタリ
と

密着
し
て

居る

許

りか

質
が

硝子

狀

で

その

上

艶
々

し

、

ー

ド

によって
、

いつも

簡單
に

配電

し
、

二

灯

或は

111

灯
の

電灯

を

隨時

切替
、

必要
の

色燈

を

得る

ので

呈り

素地

から

蓁品

から

仕上げ

迄總
て

の

點
の

最高
峯

を

めざし
て

作っ

た

もの

で

あり

ます
。

斷然

なる

他
の

琺瑯

バット

も

及ぶ

ところ
で

あり

特質
を

申し述べ

ます

と

丶臺
木

は

櫻

材
に

綺麗

な
s1

ス

童
で
、

この

中
に

配線

し

た

電線
は

皆

被

瞿線

レセップ
、

スキッチ

は

鈅
と

ベークライト

の

コン

ビネート
、

11

五

OⅤ

114

ですから

100

11

A

位

通し

た
の

で
は

餘裕

綽々

な

レセップ

で

あり

ヰッチ

で

あり

ます
。

せ
ん
。

斯く
の

如く

ハンザ

高級

琺瑯

平

パット

は

堂

«
K

下
に

誇り

得る

製品
で

あり

ます

值段
が

稍高

價
に

なっ

た
の

は

已む
を

得

ませ

ん
。

しむ

これ
は

使っ

近

セパラブル

プラグ

がつ

コード

は

約
六

尺
で
、

い

た

極上

等

品
で

あり

ます
。

て

頂く
程

ナルホド

と

御

得心
が

參り

ます
。

瀨戶

バット

を
お

求め
に

なる

位

なら

ば
と

の

ハン

ザ

高級

琺瑯
平

パット

を
お

買ひ

下さい
。

扱ひ

易

ㄑ

壞

れ
%
\

しかも

結局
に

於
て

大

變

安い

の

で

あり

ま

用

兎に角

馄氣

器

です

から

絶縁
が

しっかり
し
て

居

ない

と

危險
で

あり

峦
す

から
、

総信賴
し

た

もの

を

選ぶ

必要
が

あり

手
。

其點

ハンザ

製品

を

御信

品

す
。

底
の

三

本筋
は

乾板

を

引上げ

る
の

に

御

便利
と

存

ハンザ

琺瑯

平

バット

この

ハンザ

高級

琺瑯
平

パット

は
、

素地
を

並級

品
の

11

倍强
の

厚

さ

を

有っ

た

響鐵
板
で

作り
、

更

に

底
部

111
ヶ

所
へ

打出し

d

施し

し
た

から

丈夫

で

フ

ヰ

24

現像

皿

48

琺瑯
は

並

級
品
が

氷

硝石
や

金

屬

アンチ

など

で

製

造

コスト

を

下げる

こと
に

苦心

し
て

居る

の

に

逆行

し
て
、

最も

高級

な

特種

酸化

鍋

その他
を

材料
に

し

本
品
は

パット

と

トリテント

を

組合せ

た

陶器

製

品
で
、

パット

の

底
を

彎曲
さ
せ
、

なるべく

少量
の

に

像

さ
れ

た

像
が

行

へる
は

うそ
の

位置

を
ト

09
央

亞琺

瑯引

パット

に

渡さ
れ

た

丸い

瀨戶

棒
は
、

その

位置
を

フヰルム

がたヘず

現像

液
の

中
に

浸る

やう
に

製

られ

た

も

ペスト
·

名刺

兼用

0-11

五

で

あり

ます
。

本
品
は

名刺

型

用

パット

で

あり

ます

が
、

底
が

灣曲
し
て

居り

ます

から
、

ペスト

に

使用

し
て

も

普通
の

パット

で

行

ふより

遙
か

に

現像

液
が

要ら

ず
、

且相

當
の

重量
を

もっ

て

居る

ため

現像
が

非常
に

行ひ

易い

ので

あり

出す
。

一

四

切

用

一

一

卜

牛

切

用

|

三
、

五

0

ッ

围瀨戸

バツト

五

一

打

用

-11
-

'10



セルロイド

·

マスク

に

乾燥
が

平均
し
て

な

54

原板
に

ムラ

が

出

來峦

す

やはり

整然と

乾板
掛
の

上
に

列べ

て

乾す
の

が

よろ

35。

それ
に

は

近江屋
の

乾板

掛
を

お薦め

し

ます

小型
は

カピネ

位

かけ

られ

士
す
。

大型
は

最小

サイ

大名

刺

密着

go

印畫

は

どうも

白
の

輪廓
が

ない

と
、

だ

らし

なく

見え

ます
。

密着
靈
で

は

必ず

輪廓

を

つけ.

o_1

四

01

ること

を
お

獎
め

致し

峦

す
。

マスク

は

羅紗紙
で

も

よろし
S

が

原板

が

透け
て

見え

ぬ

不便
が

あり

ます

-

-k

から

四
切

迄
も

掛ける

こと

が

出來

ます
。

大

手札

五

○

ˋ

六

0

七

。

フ

ヰ

24

クリップ

·

カビネ

大

カピネ

大凡

切

やはり

セルロイド

の

マスク

が

便利

です
。

セルロイド
·

マスク

は

色
が

濃けれ
ば

原

禁透

て

見え

ない

し
、

色

が

薄けれ

ば

完全

に

カバー

せ

ず

は

灰色
に

なり

ます
。

然し

小社
の

マスク

は

明

あまり

厚く

なく

緣

ボケ
の

虞
は

1

號

巾

1

吋

11-

凡

。

二號

\

11

吋

ˋ

三五

るくとも

安全
で
、

大四

切

白
1

乎

札

木

カピネ

尚

この

外
に

白

木製
の

もの

が

あり

ます
。

焼

枠
の

夏

溫度
の

高い

時
に

ロールフヰルム

の

シーソー

現像

を

する
と

手
に

持っ

た

處
の

膜
が

溶け

ます
。

こ

ん

な

時
に

クリップ

を

つけ
て
、

この

クリップ

を

持

あり

せ

ん
。

ペス

五

枚

1

組

って

現像

する

と

膜
は

何とも

なり

ませ

ん
。

又

クリ寫
用鑑

五

五

ツ
プ

を

付け
て

水洗
し

たり

定着

する
と

ネルム

が

色
は

焼付

に際し
、

どんな
で

も

同じ

事

です

が
、

白

水面
に

上ら

ず
、

と
て

当

よく

行

はれ

ます
。

乾燥
の

木
は

却
々

感じ

が

よい

もの

です
。

清楚
で

何となく

時
も

クリップ

を

壁
し
て

垂
げ

れ

ば

具合
が

大

變
よ

上品
で
、

塊
付

た

畫
が

綺麗
に

仕上る

感
が

致し

峦ナろしい

もの

です
。

ロールラ

卒

ルム

現像
に

は

クリ

ポスト

|

三

枚

1

組

ッ

プ

が

必ず

必要

です
。

カビネ

11

五

乾

板

掛

竹

ピンセット

大

カビネ

0

燒

枠

打

用

ˋ

二五

製

小型

11

打

用

近江屋
の

燒枠
は

全部

響
、

入念
な

加工
、

それ

印

瓽紙

現像
の

際
に

ピンセット

を

使
ひ

ます
と
、

液
が

汚れ

ない

で

氣持

よく

丶數

多く

現像
が

出

來峦

す
。

つ

吉液
が

永

持

致し

“
す
。

ロールフヰルム

g

現像
に

クリップ

を
使
4

やう
に

燒付
に

は

ピンセ

ッ

ト

が

必要

です
。

1)
-

(
4

大型

111

打

水洗
の

終っ

た

原板

に

塗

色
が

とても

上品

です

から

体裁
が

よろしい
。

四隅
は

離れ

ない

やう
に

特別

な

細工

が

し
て

あり

す

から

丈夫

です
。

裏
板
は

強い

パネ
で

しっかり

壓壁

に

立掛け

たり

し

て

居り

峦

すから

總

ボケ

の

虞
が

あり

ませ
ん
。

用

下し

を

乾燥

さ

せる

のに
、

此處
の

臺
の

上
に

置
S

たり
し

た

の

で

は

埃
が

つくし

第
1

壞
す

虞
が

あり

出す
。

それ

、

彼

處



スニ整修ラローオ

板 て は 鉛
の 居
もり

濟駄 か を に 繰 よ

で を

。
し

太 .
- 9

並

で 原
型

@

用材

はがき

て

良く

乾

れ
た

もの

を

使

体

マース

修整

鉛筆

くるひがき

ませ

ん
。

塗り
は

高級
、

裁

良く

且最

も

痛み

易い

個所
で

ある

蝶番
は

特に

丈夫
な

鳥
の

が

使っ

て

あり

峦
す
。

修薹

鉛筆
で

一番

大切

な

こと

は

芯

質
が

精
な

こと

で

あり

ます
。

膜

を

痛め

ない

で
、

カス

が

たまら

ぬ

もの

で

なけれ

ば

なり

峦

せ
ん
。

マース

修薹

鉛筆
は

發賣

後

久しく
、

すでに

優秀

さ

を

遍
ね

く

營業

寫眞

家
に

讃

へら
れ
て

居る

逸品
で

す。

普通
の

鉛筆
の

やう

に

先

重

型
に
HB

.H
.

E

の
11

種

軸
の

中
に

芯
を

收

める

自由

繰出

軸

これ

に

も

E.H.

HB

の

111

種
が

あり

ます
。

繰出

軸
の

方

IN
1

ハンザ

折

疊修

整

臺界

的
に

有名

な

鉛筆

は

テッドラ

筆

會造
元

として

に

は

入れ
ば

と

區別

し
て

あっ

て

も

やう

に

なっ

て

居り

が

入れ

ば
、

H

の

軸
に
HB

も

入る

やう
に

な

つて

居り

界

的
に

有名
な

獨逸

ステッドラー

會秕
に

於
て

特に

ます
。

91

一寸
し
た

乎入
の

爲
に

畫

が

見違る

程

良く

なる

そこで

修薹港

は

色々

な

種類
が

出
て

居り

ます

寫眞

修薹

用
に

製造
し

た

もの

で
、

軸木
は

创

りょく

芯
は

滑
か

で

スペリ

よく

カス

が

出

な
s

仕事

のし

よ
S

鉛筆
で

あり

峦
す
。

六、

芯
を
111

種

持つ

修薹

操作
は

竇術
に

は

重要
な

仕事

です
。

本
で

も

不便

さヘ忍ペ

は

よい

わけ
で

あり

ます
。

繰出
軸
は

營業

家
に

は

特

が
、

當

ハンザ

折

疊修

薹臺
は

最も

使

ひよく
、

堅牢

①

折

疊式
に

なっ

て

居り
、

嵩

ばら

ず

どこ
へ

で

も

②

臺
の

角度
は

留金

によって

自由

な

角度
が

得

ら

③

修薹

用

窓
は

八切
の

大
さ
、

しかし

小さい

もの

で

値段
の

廉

いの

を

モットー

に

製作

し
て

あり

を

创る

手間
が

省け
、

し

かも

最終

まで

使
へ

て

無

れる

ので

修整
が

大

變

しょい
。

と

の

外
に

印

畫修

薹

用

左修薹

する

時
に

必要
な

色々

の

中

枠
が

アトム

判

迄

附屬
し
て

居り

ます
。

は

やはり

繰出

式
に

なっ

④

窓
の

下
に

は

反射

鏡
が

つい

て

居り
、

角度
が

換

へられ

す

から

操作

が

し

よい
。

塗布

し
て

はやく

乾く

非常
に

迅速

です

見る

見る
内
に

乾き

ます
、

共用
は

出來

ませ

ん
。

これ
の

使用

法
は
、

スポッチ

ング

カラー

の

要領
で
、

普通
の

鉛筆
の

如

うに
、

白

く

ポッ

(

ぬけ

た

處
へ
、

又は

力

を

つけ

たい

上
に

使
へ

ば

よい

の

で

あり

ます
。

①

どんどん

乾い

て

ゆ

ベト

つか

ず

サラサラ

し

て

居る

だから

仕事
が

氣持

よく

運び

ます
。

樂
で

早く

片づき

ます
。

大いに

能率

が

增進
し

ます
。

②

五

111
|

ラ

附か

なかっ

たり

附

すぎ

たり

する

こと
は

絶對

④

無色

透明
で

ある

滓

なんか

絶對
に

なく
、

熄

ムラ

の

心配
は

無用

報

これ
が

又

大

なる

誇

です
。

鋼

鐵
の

本場

獨逸
の

優秀

品

「

マース

修國

刄先

が
、

薙刀

形
、

小

ペン

形
、

大

ペン

形
と
、

それぞれ

形

の

異
っ

た

修薹ぺン

を

ホルダー

に

收め
、

ホルダー

から

拔差

の

出來る

安全

器
を

添
へ

て
1

組
の

セット

と

し

た

もの

です
。

マ薹ぺン
」

は

流石
に

素晴らしい

課

忘寫

久
力

を

有し
て

居り

ます
。

普通

ペン

型
!

種
で

あり

き
て
、

小さな

キズ

を

除い

た

り
、

ハイ

ライト

の

修薹
に

使

はれ

士
す
。

製造元

は
、

鋼

鐵
の

製造
で

定評
の

ある

獨逸

ステッドラー

會社
で
、

誰

方

も

きっと

滿足
の

ゆく

逸品
で

あり

ます

これ
は

普通
の

軸
に

つけ
て

使用

出來る

ペン

軸
は

太く
、

手頃

な

長

さ
、

そ

れ
に

非常
に

輕い

ので
、

仕事
が

と
て

もし

よい

の

が

特長

です
。

表

部分

の

刎去
、

細部
の

搔
き

起し

等
、

どん

な

修整
で

も

自由
に

出來

す
。

ので

至って

輕便

です
し
、

切味
の

鈍っ

た

場合
は

特種
の

砥石

を
使

はず
と

も

普通
の

カミソリ

砥石
で

十分
に

刄
が

つけ

られ

峦



斜

を 突外

臺後 用
な

の

めて

で

の
てつ

の 用い て 使板る

1

左 瑟着 ( 三 ) (二 ) クン信⠶�ラローオ
が かけ で の ば

集

上 て け 板 を に にてザる こ 紙上 常に 目 中盤 板 、 はの

であ 叉 の 述 本 益 居 製 こと .止ハ に
、
盛 に 目 面 約分 が

もりガ補ペ器々り 品 と でめ ン 便 刄り 消 を に 十厚 ハ
が て 一 か あ 原 すす 字 こそ で ひ 轉 た で ロ に 字 の て と 文文 々 it

膜房丶らる 板
0
れ を れれ 白 て 寪い 先 ナラ す に 面誠 か 字 は 組 を

頁ヘり 二 こ な の ば 書 は を 紙ぺイ文づ
0
轉る 出倒 に

、
を 營合 撮

ス

滑峦タ 强峦 が 眞 ま 同 が
、
の ザ 利 が は 失刻 は 二 な

りすガ と せ 誇價 す 樣出 棧 · とど 四 す 込 半 吋 よ
、 ザ

落 が タ なうる を の に 來吋
·
木ス思 と 切る ん 吋 角 く の

發 で
、
まかに ! ひに判こ で の の 乾ハ

ま 机 を まこ き 揮
、
近 すら 十パま も 叉 と あ 聞面 れ ン

せやた すれ 大す 輝江
。
任 二 1 す 止 は がり 隔積 て ザ

ん 樊 て
0
は 特る き 屋 と 意吋紙

。
めそ な 峦 を を 全 た

0
をぬそ 器 長 事 と 獨 の の 峦截 ら れいす 置有 くる

傷 やし の の を 美特 臺大 で 器 れ 以 の
。.
いつ 狂誇

けうて 安 - 疑 し の 板 さ の のる
ー
ド で 之 て て ひり

ナ 護 四 定っひさ極 の ま 吋 念 特 のあ は 縱居 ので

叉 謨隅 に 、
ま は 上塗 で 尺 入長 小

·
り印橫り こす

八 少 製 に 役鑄 ㄝ 永 仕り の が りと印 峦刷 に まぬ
。

い 通 通し 書 或ク を 記イ がる 操數ロく 冩動 た

オ や 作 の セ と 眞 會場
りる

。
經っ酒 を

の 以 っ た 石 入

で 上 て 原 酸 れ

のり に まき は を こ 入
で に 文す

、
筆 用 の し ク ! うをかスか 館記合

切
速る 根極 可 於か

截

의 の

の は

立作

ん
のあ

は 寸
いな

相

を
書
の 分 す

材
寫ィ と 字回 充短 ' r ;

と

つ 釘自 截カ れ に パ 段位 ザ 置丁 れ ふす 申

四 1 六 1 八カ 1 手 1 て 留 臺然 斷スま 上 は 1
·
結 かで · に 度 ば の か 兎 さ

あめ 木 に の プ す 質 拔紙 局 け は スなこ 斯 で ら に れ

りで は 落途 リ し の 酢截
、
離直 1 るのぅは

。
角 て

君 使文 たよし

応 す
、
は を しす

まなょち 中ソ 、
鋼 の 器 高 れちパ の 逆 た あと

すく くる で グ ·下 鐵優 に 級 たに 1 ·
で に るり 云 1

作檨乎 を 刄ス 秀 及紙 位 到紙 あ 髙 の まつパ同

ら 總 いな を 卷 と リ 品 ば 截置 建救り 級 で せ て 1 じ

歪ペ た 危 はい 上 合 で な 器 に し 器 ま 紙
、
ん も 紙 だ

むて 櫻險 たた 刄 せ あいはあ 得 の す 截他
。
高 截と

事 食材 は し ネ の 刄る が ハ るな 製
。
器社ス 級 器 は

文

五

がぐ 長 れ 釣 せ 個 れら 鐵る 匁 るれ 熹ピ に そ 下 5 上 入鋼

ス 外 いが 兎 も ぬ 所 に 重 の や の

プ し 聞ネ に つ 時ヘ 上 さ 支う ど で 強 の タス ら が 切 だ 鋼 す

リ て 使 ヂ 角 い は 上記 が 腕 に の 丶カ延リれ と 參 れ け で
。
デソ

ン 砥つ で 上 て 自 げ の 丁ヘ な 部 いな

グげ て 止 刄居 然 た ス 度 ネっ夯つス 都 ててンてす鋼り刄ス

のる 切峦 に りにまプ
·
紙ヂ て でも プ 分 居 あザ 切 が でま も

援 の れつ は ま 彈 i リ 截止 居 も 平リをりるはれ
、
すす

-
ド パ .

用 で 味 て 添 ず 上止ン に めり 完均ン支ま 外 大 ぬ 永 か
。
刄 !

にあ が 居鐵
0
るりグ 適し まル し グ 持す に 違 ゃくら普 杳紙

.

より 鈍る し のま の 應 て す な た が

つ 峦つ の て を すカしあ
0
麝接 裝 と 即 の で につ 、 壓 の 晴 int

てすた であ 防
。
で まり 上合 觸置 しち麝ーす

輕
0
時 すりぐ 又任 すま 匁 せ を し て 鑄合

、
b 屠 同 截 し

刄ノく
快こはか 丶引 使意

。
す は に 保て

、
鐵 せ 兩 まるじ 器 い は

にれ すら そ 懸 用 の そか 鑄 な ちあ その が ガすと や は 燱純

たひ を あて ヂ 取 で の 、 ン の い 品 つ が
のだ枠ッ燒 れ 刄 に 寂れ で ハノ 、

合丶り も 締 付
、
で 他 ザ で 程 は まス 品 パ· 截物 ひ

せ單ま 上 ·め に よす 社 · す 度 丶り 1 と 1 器 凄き

いになせ 刄 で はく
。
製ス

。
の 現 斯 パ 比 紙 が いれ

品 ! - 在 51 ペ 截 切 程 ま

ので 紙 た 器 れ 切 せ

他 す 截 な と なれ ん

つ 作ろ ん が す 强截

ス

よはにき 1E 部 で

全 上 利 印 角 は 正

氣 料 且 は 線 要角

の 回 確 論 碁 盛 切

パ

紙

截

器

で 觀る も 入 ざっ

りこと で て で 居



綺麗

な

アルバム

を

見る

位

氣持

の

よい

事

は

あり

ませ

ん
。

アルバム

が

綺麗

です

-

貼る

寫眞

が

少々

位

汚

なく

ごも綺

麗

に

見える

もの

です
。

それ

は

自分

獨り

で

見る

もの

で

は

な

く
、

人

に

見せる

方

が

多い

もの

です

から
、

綺麗

な

もの

ふ

は

ほんご

に

上品

に

見え

ます
。

これ

は

他

の

持物

で

も

云

はれる

で

せ

う

が
、

アルバム

は

尙更

そう

です
。

ハンザ

·

ア

ルバム

は

品

の

よい
、

麗人

を

思は

せる

やう

な

逸品

揃

です
。

總型押
、

夛

イズ

によって

印刷

付
の

もの

と

綿
入

印刷
の

もの

e11

種類
を

備

(

W
唐
a
、

臺紙
は

特製

黑色

紙
の

綴

り合せ
、

周
圍

を

小波
型
化

粧斷
し
て

居り

ます
。

糊

を

つけ
て

毫紙
に

貼る

從來
の

アルバム

で

なく
、

丈夫
で

透明
な

精良

セロファン

の

袋
が

洋

綴
に

なっ

て

居
て
、

此
の

セロファン

の

袋
の

中
に

兩面
に

印畫

が

貼れる

雅味

深い

臺紙
が

入っ

て

居り

ます
。

これ

が

ハンザ

特許

透視

アルバム

で
、

在

來
の

アルバム

と

は

一風

變っ

た

逸品
で

あり

ます
。

レザー

表紙
、

ブック

型
、

照洋綴
で
、

:

SDreSlodes

.

\

111

この

黑色

臺紙
は

面
の

細かい

特選

もの

で

白

イン

ˋ

四

0

ˋ

五五

七

。

名

刺

|

彩色

AS

もの

で

あり

出す
。

手札

ベス

名

劇

-

印刷

付

手札

大

カビネ

入

切

六

切

四

切

30

枚

赧

1、11

入

、

三七

、

四七

ˋ

入五

綿
入

印刷

11

枚

掛

大

カピネ

入

切

六

切

四

切

締
入

彩色

48

枚

\

\\
\

。

五

一
、

六

。

11
\

五

。

三
、

10

三
、

八五

36

枚

綿
入

彩色

1

綿
入

印刷

1
、

四

。

各

賀

が

一夫

な

セロファン

の

袋
で
、

臺紙
に
貼

Ino

つた畫
を

袋
の

峦

觀賞

できる
。

從

って

遊面

①

ハンザ

特許

透視

アルバム

を

と

+4

なくす
.
*
つ

も

綺麗
な

疑
を

眺める

こと

が

出

來峦
す
。

臺紙
は

出し入れ
が

自由
、

臺紙

を

入れ替え
た

ら
1

冊
の

アルバム

で

各種
の

畫
が

薹理

出來る

總型押
、

レザー

表紙
、

ブック

型
、

竪洋

級
で
、

サイズ

によって

綿

入

極彩色
の

もの

と

綿

入

印刷
の

もの
、

乎押

極彩色
の

もの
노

111

種類
が

あり

す
。

その

點
で

は

ハンザ
·

アルバム

と

略

同様
で

あり

すが
、

中味
は

稍

おもむき

を

異に

し
、

印遊
の

裏
に

②

從

つて

營業

寫眞

館
の

應接

室
に

常備
し
、

時

t

畫

を

入れ替

へれ
ば

常に

新しく

且變
っ

た

も

の

を

お客
に

見せる

こと

が

出來る

譯

です
。

w



(A枚酌 函 小

切 1 切 1 切丨ネ

四 | 六 1 入 1 ヵ

切 1 切 1 切 1 ネ 1

本 讀 眞 寫 國 報

高
S

の

アン

は

特に

丈夫

なれ
た
と

、

透明

度
が

⑨

ハンザ

·

フレーム

く

見え

ます
。

差込
用

臺紙
の

周

圍
は

波
型

化

粧斷
で
、

色
は

淡

乓淡

クリーム

等

高雅
な

色

ばかり

です
。

ペスト

から

四

切

まで

揃っ

て

居り

小さい

から

大きい

もの

で
、

ハンザ
1

種
で

揃ヘる

事
が

出來

ます

から

寰館

等
で

は

誠に

便利

です
。

アルバム

④

外
裝
は

總型押
.

レザー

表紙
、

ブック

型
、

竪洋

級
で

ハンザ
·

アルバム

や

ハンザ

特許

透視

アルパ

48

如
v

優雅
な
、

立派
な

体裁

です
。

①

⑤

すから
、

普通
の

アルバム

は

貼付
の

印

畫紙
の

厚
さ

だけ

アルバム

が

膨れ

上る

が
、

を

高く

墜り

し
、

印畫

を

貼っ

て

も
、

貼ら

なく

とも

總体
の

厚

さ

が

同じ

です
。

その

椽

取り

が

立体

的

感じ
を

與 これ
は

礒紙
の

べ

②

片面

張り

故

他

面
に

牽制
さ

れる

こと

が

あり

せ

ん
。

片面

張り
は

印

畫面
が

互に

磨れ

合
ふ

こと

が

ない

ので

画面
を

絶

對
に

いため

せ

ん
。

臺紙
の

色
は

總ペ

て

淡色
で
、

雅

美
を

旨

として

居り

峦
す
。

製本

は

念入り
、

叮嚀

です
。

④⑤⑥

カピネ

ハンザ

透視

コーナー

、

ンせん
。

時には

額
に

入れ

たい

事
も

ある

し

貼っ

て

印
理

する

着

とっ
た

風

に
、

やれ

に

中味
が

外
に

はみ出さ
ぬ

カパー

付
で
、

バンド

で

締め
、

せん
。

⑤

在

來
の

コーナー

は

非藝

術

的

でし

た
。

中
の

もの

が

出る

心配
は

更に

あり

例

會
に

出し

たり
、

展

覽會

等
に

出品

する

かも

しれ

ない
。

もし

アルバム

に

貼っ

た

りしてゐ
て

は

印遊

を

アルパム

から

剝

す

の

は

時間

的
に

損

丶扠
1

旦剝
し

た

アルバ

ム

は

後
が

殆

ん

ど

使用
出

來

ない

から

物質

的
に

も

損

です
。

こと

大

變

便利

な

薑理

用

ファイル

が

あり

峦

す
。

ハンザ

寰フ

ァイル

です
。

①

昔

繪

葉書
を

挿
ん

だ

時代
の

±
1

の

形

が

少し

も

改ザ

良
さ

れ

ず

現代
に

及び
、

所謂

時勢
の

進展
に

併行

し

ない

コーナー

で

ある

から

です
。

現代
の

寫眞

家
は

須らく

現代
の

コーナー

を

使用

さる

べき

で
、

#
0

格
を

傷つけ

ず

丈夫
で

体裁
の

よ

い

ハンザ

透視

コーナー

を

御薦め

いたし

ます
。

こ

れ

は

拔差

が

自由
に

出來
、

しかも
隅

に

當る

ところ

が

セロファン

で

あり

±

すから
、

張りつけ
て

#
0

隅
が

かくれる

様
な

事

なく
、

コーナ

も

留め
て

あ

るのか

どう
か

が

わから
ぬ

程
、

非常
に

体裁
の

よい

美術

的

な

もの

で

あり

ます
。

フアイし

表紙
が

最も

モダン

な

蛇皮

擬革

張り

で

頗る

スマート

です

②③④

保管
に

便利
で

携帶
に

簡單
、

何
處
へ

出し
て

も

恥しく

ない

体裁
。

厚紙
で

十

五

間仕切り
、

各

間仕切り
は

インデ

ックス

付
。

中
の

厚紙
や

外側
の

材料

は

總べ

て

特選
品

を
使

ひ
、

念入り

な

仕上げ

です

から

永い

使用
に

耐

五



で に と は

色紙 を

と
ロ

ハ

が なす こす

に

いそ

しひ 極放 大ハ

毛刷板乾ザンハ色 を 先

1、1 、

1 五 三 | 三

なく

永く

使用
が

出來

ます
。

柄
は

ニス

塗
に

なっ

て

居り

ます
。

体裁
が

良く

値段
が

廉
、

是非

暗室
に

村備ヘ願ひ

ます
。

サイズ

は

五

種
御

擇

自由

です
。

付け

たり

する

に

は
、

糊

刷毛
で

本式
に

や

る
の

が

最も

能率

的
で

且手

際填

よろしい

精選
し

た

腰
の

强
S

豚
の

毛
を
、

銅板
で

堅く

締めつけ
た

逸品

を

ハンザ

糊

刷毛

-U- -

四

时
五吋

丈夫
で

永く

持つ

事
は

勿論
、

使用
の

途中
で

毛

が

拔

ける

樣
な

こと

は

なく
、

毛並
の

薹

つた

甚だ
使

ひょい

品
で

あり

士

す
。

取枠
は

綺麗
に

掃除
し
て

から

乾板

を

入

れ
ぬ

と

不知
々

々

の

内
に

多少
の

塵埃

がた

まつ

て

ゐ
て
、

入替

へた

乾板
に

ゴミ

を

付

ける

こと

が

あり

ます
、

又

乾板

によって

は

其れ

自身
に

塵埃

が

つい

て

居る

こと

も

ある

ので
、

入替

毎
に
1

刷毛

サッ

と

拂つ

ノ

ザ

乾板

刷毛

を
お

使用

下さい
。

ハンザ

乾板

刷毛
は

赤

狐
の

特に

柔軟
な

届毛

を

選ん

で

特製
し

た

もの

で
、

銅板

でし

つかり

葉
に

締めつけ

て

あり

ます

p

並

揃
ひ

使っ

て

居る

中
に

拔

ける

やう

な

事

11

-11

吋

半

ハンザ

薄

臺紙

氣
の

ティ

た

パッタ

用紙

を

に

納め

添

それ

梔利
で

ハンザ

原板

保存

袋

大
多

數
の

作品

が

椽

取り

について

無

關心

と

54

か

放心

といふ
か
。

殆
ん

ど

落第
點
に

近い

やう

です

極く

平俗
な

羅紗紙

を

使っ

て

居る

人
、

この

人達

は

まだ

薄

臺紙
の

觀念
を

微弱

ながら

有
つ

人々

です

使
ひ

古し
の

クリーム

地
の

印

畫

を

裏返し

て

マウン

尚

スペア

用

として

中味

だけ

でも
お

頒

いたし

ます

6

ケース

入り

紙

付

三

十

枚

組
一

八

切

人
。

その

中味
の

黑袋
を

開い

て

貼っ

て

くる

人
。

は

げしい
の

は

馬糞紙
に

貼り

つける

人
。

これら
は

何

處
に

作者

的

良心

を

もつ

か

と

思は

れる

位

情ない

人

ハンザ

原板

保存

袋
は
、

上質

パラフィン

紙
で

貼

合せ
て

あり

ます

から
、

丈夫

で

且

透明

です
。

防濕

1々

乾板

を

袋

から

取出さ
ぬ

と

見

別け
が

つか

ぬ

11

五

11

ケース

無

シ

性
の

强

いこ

と

は

申す

迄
も

あり

ませ
ん
。

一

八

切

データ

紙

付
組

やり
な

不透明

な

もの

で

は

あり

ませ

ん

が
、

度々

出報

し

入れ

する

裡
に

は

どうしても

端
が

傷み

峦言

そ國

u

を

わが

ハンザ

で
は

留意
し
て

二

重

貼り
に

し

まし

寫
眞贖木

これ
で

は

なら

ぬ
、

こんな

事
で

は

藝術
の

尊

さ

を

これ
は

ハンザ

が

卒先

し
て

救濟
に

當ら

ね
ば

なら
ぬ
、

と

烏許

がま

しく

も

考へ

て

出し

た
の

する
。

他
に

類例
の

ない

新案
で

あり

ます
。

袋
に

印刷
の

データ

記入

欄
は
、

大抵

お座なり
の

項目
を

並べ

て

居る
に

すぎ

峦

せ
ん
。

しかし

わが
ハ

ンザ

で
は

斷然

既製
品

を

壓倒

する
に

足る

新

機軸
を

た

が
、

がわが

ハンザ

薄

臺紙
で

あり

ます
。

ハンザ

薄

臺紙
は

他
の

薄

臺紙
の

蕪雜

粗笨

な

もの

山異り
、

高雅
で

堂々たる

品格

を

備え

た

無

光澤
の

ハンザ

原板

保存

袋
に

印刷

さ

れ
て

居る

項目
は
、

次
の

やう
に

な

つて

居り

ます

が
、

これ
は

この

欄

を

記入

する

事

によって

59

まで

も

當時

を

偲び

得る

と同時に
、

之
を

利用

すれ
ば

益々

技術
が

上達

する

やう
、

即ち

寫眞

家
の

要望

せらる
s

項目

を

總
て

網

これ
は

如何なる
印

盡紙
の

面

を

も

引立て

.

その

持味

を

發揮

さ

せる
の

に

役立つ

やう

特に

作ら

せ

た

色合
は

失

張り

畫
の

品格
を

保た

せる

こと

を

主眼

に
、

すべて

極

薄い

調子
に

し

まし
た

が
、

これ

は

多

くの

先輩

諸君
の

間
で

最も

多く

選ば

れ
て

居る

ポ

撮

影
月

日
と

方面

何
枚

中
の

何
枚
·

場所
·

時間

と

天候
·

鏡
玉
の

絞
·

乾板
の

種別
·

露出
と

色障
.

現像

器
·

等

その他
の

記載

欄
が

ある

以外
、

特に

ダー

を

採用
し

た

譯
で

あり

ます

から

最も

適切

な

色

で

あり

且總
て

優秀
で

ある
と

自信

いたし

ます
。

各

色
五

枚

宛
が
六

色

種類
、

合計

114

枚
を

原紙
ヴ



盍居

を

すく
송
特製

で

分れ
だ

ムバルア
·
ブーチガネ視透許特ザンハ
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堅牢
、

美麗

です
。

りで

ホック

止め

で
、

各

袋
に
1

から
50

±
て

白

インキ

で

番

號
が

印刷

原板
の

保存

は
。

力

を

いれ
た

項目

として

2

の

原板

を

引伸
と

密着

に

使う

場合
に

於ける

各

印

畫紙
に

對

する

適度

燒付

時間
」

が

あり

±
す
。

とれ
は

寫其

家
が

最も

要望
し

た

もの

で

ある
に

も

拘ら

ナ
在

來
の

どの

保存

袋
で

も

逸脱
し
た

重大

項目
で

あり

峦茗

とり

も
な

ほさ

ず

後日

再び

使用

せんがため
で

あり

ます
。

何時

でも

取出

し
て

何故

でも

復

製
が

出來る
、

それ

は

寫し
て

あっ
f
*

別に

インデックス

がつ

SN

居

眞家
に

與

へら

れ

た

愉快
と

强味

で

あり

まり

坐す

から
、

整理
や

後日

原板

を

探す
の

4
%

②

丶ノ

ンす
。

だから

原板
の

保存
は

寫眞

家
に

とっ

に

便利
、

理想

的
な

ネガチーブ
·

アルバム

で

て

眞
に

重要
な

仕事
の

一つ

です
。

以上
は

片面
の

印刷
で

あり

ます
が

他
の

片面
は
こ

れ

も

他
の

袋
で

潰し
て

居る

「

耀やく

榮譽
」
及
「

感

想
」

の

欄
に

なっ

て

居り

ます
。

これら

も

大いに

寫

眞家
の

利用
し

たい

父

利用

さる

べき

欄
で

あり

す

ぞんざい

に

つき

込ん
で

終
へ

ば

折角
の

原板

が

紛失
し

たり
、

疵

ついて

使
へ

なく

なっ

たり
し

勝ち

です
。

空函ヘ

投入

れ
て

おく

だけ
で

は

濕氣

を

よん
で

徹
が

生

へた

りし峦す
。

又

何
を

何
處
へ

蔵

って

居
い

た

の

やら
、

さあ

原板

を

探さ
う
と

する
と
、

保存

原板

全部

姦ペ

なけれ
ば

なら

ない

と

云

ふ

こと
に

なり

ます
。

③

研究
さ

れ

た

最新

式
の

耐水

性

セロファン

で

作

っ

た

袋
を

ブック

型
に

綴っ

た

もの

で

あり

從

って

散亂
の

虞
は

絶体
に

なく

何時も

整然と

保存

する

こと

が

出來

ます
。

耐水
性

セロファン

は
、

これ
に

覆

を

包み
1

晝夜

水

浸け
し
て

も

原板
が

讌
ら

ぬ

位

安全
な

も

④

近

-

順

ガ

そこで

此等
の

失敗
や

缺點

を

防ぐ

爲
に

硫酸

變

は

パラフィン

紙
の

袋
を

綴じ
て

製つた

ネガ

チープ

アルバム

が

賣ら

れ
て

居り

す
。

が

然

し

ハンザ

で

は

獨特
の

考案
に

よる

特許

透視

ネガチーブ
.

アルバム

を

提供
し
て

居り

ま

札

ンザ

特許

透視

ネガアルバ

·

ハンザ

特許

透視

ネガチー

ルプ
·

アルバム

は

フヰルム

保

存

用

として

全く

獨特
の

優秀

さ
を

持つ

逸品
で
、

その

特質

と

する

處
は

①

外装
は

厚紙

クロース

だけ

一緒
に

綴

込ん

で

あり

ます

から

フヰルム

を

入

れ
て

も
、

入れ
た

處

だけ

ふくらむ

やう

な
事

な

の

故
在

來

市販
の

硫酸紙

或は

パラフィン

紙
で

っ

た

もの

と

は

同日
の

比
で

は

あり

ませ

ん
。

吸濕

性
の

ない

事
、

それ

だけ
で

さ
ヘ

目的
を

逵自
分
の

寫其

歷史

を

保存

する

だけ

なら

恰好
の

もの

し
て

居る

が
、

加

ふる

に

全く

透明
で
、

袋
に

入

れたま

中
の

原板

が

鮮明
に

見

られる
。

故に

原板

を

探す

場合
に

一々

中
の

もの

を

Eng
と

も

容易
に

探し出す

事
が

出

來峦

す
。

⑤

營業

寫髖

家

諸氏
お

顧客
に

渡す

寫比
は

その

臺紙

の

優秀
で

盡格
に

非常
な

相違
を

きたし

“
す
。

ひい

て

は

店
の

評判
に

大きな

關係
を

もたらす

わけ

であ

です
。

用紙
は

純良
の

パーチメント
·

ペーパー

で

他

製品

より

も

透明

度
が

遙

かに

よろし

SR
、

ハン

ザ

特許

透視

ネガ

アルバム

と

較べ

たら

かなひ

ませ

ん
。

もとより

透視

ネガ

アルバム

は

普及

品
で

は

な

く、

特別

高級

品
な
の

です

から

比較

する
の

は

無理

です
が
、

り

峦

す
。

是非

優雅
な

もの

を

御

使用

下さい
。

近江屋
の

臺紙
は

上品

な

ので
、

各地
大

評判

です

營業

寫其
館
の

臺紙
は

殆
ん

ど

近江

屋

製
で

せら
。

ハンザ
·

ネガ

アルバム

と
て

他

製品
と

肩

折

ネガ

チーブ

アルバム

を

居る

たら

全

含

いたし

ます
ン

表紙
の

デザ

發揚
し

號

|

スー

|.

Ilio

1

て

居る

事
を

斷冐

いたし

ます
。

上品
さ

も

抜群
で

あり

±

す
。

表紙
の

デザイン

の

あ峦り

頻繁
に

焼付け

たり
、

引伸し

たり
し

ない

原誓咨

保存

する

だけ

なら
、

誰

しも

量

ばらぬ

もの

を
お

望み

で

せ
う
。

それ
に

は

ハンザ

特許

透視

ネガチープ
·

アルバム

も

よろしい

が
、

ハンザネ

ガチーブ
·

アルバム

の

方
が

よい

か

と

考へ

ます
。

ハンザ
·

ネガ
·

アルバム

は

ベスト
、

6

×
6
、

名刺
、

手札

各種

とも

百
枚

綴り
で

フヰルム

の

厚

さ

剌



に よ

と 行

護命

し を
で

、
十がコ

ザ は 3 力 線 に

を 記保壽

ハンザ

寫眞

彩色

鉛筆

ハンザ

寫眞

彩色

鉛筆
は
、

鉛筆

製造
で

は

世界

的

に

有名
な

獨逸

ステッドラー

會社
に

於
て

特に

寫

眞

彩色

用

として

精選

製造

し
た

もの

で
、

芯
、

軸木

共に

最

良品
、

十
二

色
が
1

組
と

なっ

て

居り

ます
。

大低
の

彩色
は

これ
1

箱
で

間
に

合ひ峦す
-
\

混色

出

來峦

す

から

他
の

どんな

色
も

出せ

きす
。

優良
な

染料

を

原料

として

居り

峦

ナ

から

雅味

あっ

て

明快

且印

畫面
へ

の

乗り

良く

水

刷毛
に

よ

づて

濃淡
ボ

カシ

を

思ひ

通り
に

出せ

峦ナ
。

+11

色
1

組
と

なっ

て
、

美麗
な

函
に

入り
、

詳細

使用

說明
書
が

同封
し
て

あり

ます
。

⑤

觉燈

を

照明
に

使
へ

ば
、

晝夜
の

別

なく

又

强弱
も

全く

自由
で

あり

ます

から
、

現

各部
の

操作
が

ノ

簡明
で

輕快

ン

在
で

は

電氣

照明

設備
が

ない

寫其

館
は

絶

アホリ

が

如何

滅
し

た
と

申し
て

過言
で

は

あり

ませ
ぬ
。

機
に

も

利く
。

-

嘗て

tf

唯一

の

照明
で

あっ

た

スランド

が

⑥

伸縮
が

自由

で

全然

なく

電氣

照明

ばかり
で

營業
し
て

天井
の

低い

寫

居る

高級

寫釮

館
が

非常

に增え
、

港太場
で

も

大丈夫

陽光

は

人造
光

にとって

代ら

れ

し

た

。⑦

スヰッチ

は

强

·

それ

は

いつも

一定
の

光量
が

持続

的
に

中
、

弱
、

滅
の

曇

れる

し
、

投

光

位置
が

自由自在
だ

か

ら

で

ありま

吉

さて

スタヂオ

ライト

もれ
、

電球
の

壽

他

商品
と

同じ

こと
、

高く
て

良い

もの
、

喪

が

悪い

もの

等
相

當
に

あり

ます
が
、

ハンザ
·

スタヂオ

ライト

は

良く
て

其の

上

非常
に

廉い

ので

大

評判
、

夥しい

賫行

き

を

示し

全國

各地
に

彌漫

し

まし

た
。

ˊ

四

段
に

切谷

ら

ラ

間

違

へる

事
が

スタヂオ

ライト

に

は
、

主力

ライト

とハンザ

スタヂオ

ライト

は
六

燈用

も
八

燈用
も

主

⑧(
9

特許

燦光

反射

笠付
、

驚嘆

する

程

明るい
。

電球

及

反射

笠
の

協力

により

電

量
が

僦少

です

み
、

經濟

此上

なし

で

あり

ます
。

特製

ー

ド

五

米

半
と

トール

シング
·

スクリ

ンサー

は

フランス

製
正

十

糎
の

平

凸

優秀
品
で
、

投

影
さ

れ
た

光

は

ムラ

なく

且强

力
で

あり

ます
。

光源

電球

は

前後

上下
に

動かす

事
が

出來
、

後背
に

N

れ

も

自由
に

可動

する

能率

的
な

反射

鏡
が

つい

て

居り

ます

から
、

優秀
な

コンデンサー

と

相俟

って

投
光

は

更に

强烈
と

なり

ます
。

ト

補助

ライト
の

別
が

あり

±
し

て
、

·

カライト
に

屬
し
、

左
の

十

大

特長

を

有し

ます
0

①

⑩

家庭

用

電燈

線
に

接續

使用

出來
る
。

マツダ

寫虻

電球

が

附屬
し
て

居る
。

上下

伸縮
が

自在
で

ある

外
に
、

容積

が

極めて

小さくなる

故

場所

を

とら

ぬ
。

比較的

輕量
で

移動
圓

滑
で

ある
。

②③

ノ

◆

光源

を

動かし
、

焦點

を

合せ

られ

ます
が
、

時に

光
束

を

調節

する

必要
が

あり

ます
。

その

用意
に
コ

ンデンサー

の

前部
へ

大

中小
の

絞り

が

嵌る

構造
に

なつ

て

居り
、

四

通り
の

光

幅
を

調節
し

得る

のであ

スポット

ライト

④

六

優秀

レンズ

付
、
一

三

○
\
O

0-

ハンザ
·

スポット

ライト

に

使用
の

集

光

コンデ
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ハンザ

は
、

發火
前
に

閃光

電球
の

試驗

を

行

へる

と

いふ
、

特長

を

有

たせ

まし

た
。

これ
は

製造元

で

完全

な

試驗

通過

品
が

提供
さ

れ
て

居る
と

はい
へ
、

運送
叉

は

携行
の

途中
で

斷線
し

ない

と

はい
ヘ

ぬ

閃

と

とろ

で

光

電球
の

こと

です

から

丶發
火

前
に
1

寸

試驗
し
て

みる

事
が

出來

れ

すが
、

ば

安心

だ
と
の

皆様
の

要求
に

應
じ

た

譯
で

あり

まし
て
、

柄
の

上部
に

まり

他
の

閃光
球

を

差込み

ボタン

を

押せ

ば
、

豆

電球
の

點く

もの

は

完全

晶

點發

光

器
で

かぬ

もの

は

不完全

球

だ
と

判る

ので

あり

出す
。

尤も

この

方法
は

他

は

豆

球
が

の

發光

器
に

も

無い

で

は

無い
。

付屬
の

もの

も

あり

すが
。

それら

點函
光

はすペ

閃光
球
を

差

込ん

で

居る

間
は

引續
き

豆

球

を

點火

さ
せ
て

居り

器

なら
ス

ら

ノ

感

さ

れる

これ
は

電氣
の

不

經濟
で

あり

き

て
、

撮影

凖備
が

長けれ

ば

長い

だけ

電池

を

消耗
し

いざ

寫す

場合
に

なっ

て

電

量

不足
、

寫せ

ない

と

入れる

と

瞬間
に

パッ

と

發つ

ので
、

誤っ

て

スヰッチ

を

入れ

たり

は

他

た

例

が

夥しく

ある
の

で

あり

ます

人
に

弄ら

れ
て

あたら

高

價
な

球

を

全

ハンザ

發光

器
の

豆

球
は

如斯

ダラシ

の

ない

つけ

放し

裝置
で

は

なく

必要

損する

の

で

あり

す
。

ところが
ハ

以外
は

電氣
を

セーヴ

し
て

居り

ます

から
、

た

と
〈

電池

が

弱く

なっ

て

居

た

時

ンザ

發光

器

なら

スヰッチ

安全

裝置

でも

完全
に

閃光
球

を

發光
さ

せ
て

目的

を

達成

する

こと

が

出來る

ので

あり

まで

絕對
に

如斯
全

損

を

する

處
が

ない

の

で

あり

ます
。

す
。

と

申し
て

も

この

豆
球

が

パイロット

球
の

役

を
せ

ぬ
の

で

は

あり

峦
せ

ん
。

ボタン

を

押せ

ば

立派
に

パイロット

の

役

を

果し

ます
。

鑑

ハンザ

發光

器
の

反射
笠
は
、

反射

能率
の

優れ

た

設計
で
、

ムラ

を

生ずる
事

なく

閃光

電球
の

大型

で

も

普及

型
で

も

適する

カープ

を

有し

て

居り

ます
。

着脱

も

至極

迅速

簡便
で

あり

峦
す
。

他
に

も
、

閃光

球
の

發火
と

試驗
を

兼ね

行
ふ

裝置
の

發火
器

が

あり

ます
、

と

れら

は

電力

を

弱める

必要

上

概ね

抵抗

を

いれ

て

居り

“

すが
、

それ

は

考へ

て

倚

及ば

ざる

考へ

方
と

批評

し

ませ

5
か

丶豆

球
の

外
に

もう

一つ

抵抗
に

喰
は

れ

る

電氣

が

多い

の

です
。

いは

ば
二

重
に

無駄

を
し
て

居る

譯

です
。

ハンザ

發光

器
は

全然

抵抗

を

いれぬ

特殊

なる

考案
で
、

でも

電

氣
の

浪費
を

防い

で

居り

ます
。

柄
は

光

率
を

高める

ため

出來
ろ

だけ

長く
し
て

あり

ます

が
、

之
は

其鍮
の

厚い

丈夫

な

もの

に

厚い

ニッケル

鍍金
を

し
、

反射
笠
は

輕金

屬
で

艶

消し
、

又

ハンザ

で

は

他
品
に

忘れ

られ

た

重要
な

裝置
、

安全

裝置
を

つけ

まし
た
。

この

安全

裝置
の

必要
は

經驗

家
な

いの

で

自爆

を

起す

やう

な

危險
も

絶

對
に

あり

閃光

粉
の

生命
は

閃光

器

が

握っ
て

居り

ます
。

光

紛
の

最

優品

として

スタンダード

閃光

粉
を

御紹

介

致し

まし
た

が
、

閃光

器

は

スタンダード

が

や

は

②

發火
が

極めて

確實
で
、

危害
を

及ぼす

様
な

事
は

絶無
で

火災

を

惹起

すり

推薦
に

價

する

もの

と

思ひ

ます
。

火玉

が

飛散
し
て

他
に

スタンダード

閃光

器
は
、

大型

中型
の

11

種があ

③

光
力
は

最も

强大
で
、

火

色
を

見
て

も
お

判り

のり

まし
て
、

中型
は

普通

型

です
が
、

大型
は

特に

大

如く

特に

太陽光

線
に

一致

する

やう

工夫

し
て

あり

ます

から

感光
膜
に

感ずる

度合
は

他

品
に

較ペ

雲泥
の

相違

です
。

從

って

どんな

微細
な

所

まで

も

感光

し

峦す

から

陰进
は

實
に

鮮明
で

量
の

閃光

粉
を

鬆く
時
に

重

寶
で

且發

火

裝置
が

引紐

式
に

なっ

て

ゐる

點
に

特徴
が

あり

ます
。

引紐

式
で

す

から

發火
の

節
手
を

雙樣
な

事
は

絶對
に

あり

ま

せ

ん
。

金

屬部

分
は

ニッケル

鍍金

美麗
な

仕上げ
で

操作

圓

滑

です

から

不

發火
の

不愉快
は

絶對
に

あり

ませ

ん
。

銀塗裝

を

施し
て

あり

ます
。

柄
に

笠

を

つけ

た
全

體
の

形
は
、

瀟洒

な

流線型
で

あり

1H

すから
、

體裁
\

ことに

優美

多勢
の

撮影

家

仲間
に

交っ

たら

斷然

その

スマート

ネス

を

識

えら

④

燃燒
は

極めて

迅速

です

から

如何
な

快速
力
の

動體
で

も

容易く

完全
に

寫し

とる

こと

が

出

來司

ます
。

且爆

音
が

非常
に

低く

なっ

て

居り

ます

煙麈
の

飛散
は

最も

少い

やう
に

充分

顧慮

し

あり

す
。

從

って

寫場

その他
の

場所
に

於
て

數回

運

續的
に

撮影

する

こと

が

川
來

ます

耐久

性
が

十分
に

あり

ます
。

それ

は

マグネシ

ウム

に

酸化

を

防ぐ

特別
の

工夫

を

こらし

て

あ

る

から
で
、

助

燃劑
と

混合
の

後

久しく

貯ヘ

て

も

効力
に

變り

は

あり

ませ

ん
。

以上
の

檬
な

特質
を

有し

ながら

價格
は

非常
に

枣市

敗

各種
の

閃光

粉

中

最低
で

あり

ます
。

四

01⑤

齒車

及發

火

石

ス

⑥

閃光

器
の

齒車
が

磨滅

する

と

直ちに

御

取替

願っ

た

方
が

能率

的

です
し

危險
が

あり

±
せ

ん
。

それに

は

スタンダード

の

閃光

器用

齒車
を

御

使用

下さい

硬質
の

齒車

です

から

永い

使用
に

耐え

ます
。

①

スタンダード

閃光

粉
は

絶對

安全

な

閃光

粉
で
、

マグネシウム

と

助鬆劑

を

混合

する

際
、

恰も

ハレ

物
に

でも

⑦

る

ます

が

左

轉
が

し

て

混ぜる

の

を

スタンダード

閃光

器

大

て

混合
し
て

も

決して

危險
を
伴

ふ

ごと

は

あり

ませ

ん
。

又

吸濕

性
が

な
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ハンザ

接合

器

接合

器

合卷

使用

する

もの
で
、

(
に

整理

し
た

は

唯

切

斷接

合
に

使用

する

もの

で
、

既に

し

た

ルム

を

卷い

たり

これから

整理

する

フキルム

置等

の

設備

が

なく

多少

不便

を

感じ

出す
。

此等
の

不便

を

補
ふ

爲
に

ハンザ

接合

器

付

卷返
器

を

發賣
し
て

居

り

ます
。

(

十
六

ミリ

用
)

シネマ

は

唯

撮影

し

現像
し

た

だけ
で

は

興味

が
少

v
又

完全

な

もの

で

は

あり

せ

ん
。

現像
し

た
フ

ヰ

ルム

を

映

寫機
に

かける

前
に

不

必要
な

部分
や

不良

な

部分
を

切り取っ

たり
、

タイトル

を

入れ

たり

し

て
1

つ

の

連絡

ある

もの

として

編輯

する

事
が

フキ

ルム

製作
の

全

過程

中
で

最も

重要
な

點
で

あり

ます

そして

これら
の

操作
を

能率

的
に

切取り

又は

接合

する

器具

は

ハンザ

接合

器
で

あり

ます
。

共

構造
は

乾

れ

た

材料

を

臺木

として

其上
に

腐蝕
留
の

し
て

あ

る

鋼
鐵

によって

押切

式
に

フヰルム

切

斷器

を

設け

フヰルム

の

接合
に

は

切

斷器

で

切離し

た

後

接合
部

に

裝置

すれ

は

兩方
が

丁度

よく

接合

する

だけ
、

重

り合ひ

ます

ので

共處ヘ尋

ルムセメント

を

少量

つけ
て

接すれ

ば

完全
に

極

簡單
に

着き

ます
。

ハンザ

接合
器

付

卷返
器

は
、

前述
の

ハンザ

接合

器

を

中央
に

備え

た

卷返

器
で
、

編輯

する

際
左

に

理

する

フヰルム

を

リール

に

卷い

て

付け

中

央
の

接合
器

で

切斷

接合

ほど

としなが

ら

右
の

卷器
に

卷取

り

仲
々

便利
で

且能

率

的

です
。

又

一方

映

寫後
の

卷返
し

大きな

リール

から

小さい

リール

に

卷返

す

場合

等

丶卷

返し
の

用

は

隨分

あり
、

ギヤ

裝置
に

な

つて

居り

ます

から

卷返

し

が

非常
に

早く

出來

ます

ハンザ

接合

器

付合っ
て

と

の

器

ンザ

接

卷

返

器

合
器

付

卷

返
器

の

常備
は
フ

ヰ

ルム

現像

後

の

操作

竝
に

映

寫

後
の

操作
に

便

利

を

與
へ

ます

(

十
六

ミリ

用
)

シネマン

諸君
が

自
介
の

寫し

た

フヰルム

を

現像

し

編輯

し
て
1

卷
の

完成

し
た

もの

と

する

事
は

だん

だん

盛ん
に

なっ

て

今迄

營業

家
の

手
に

まかせ

た

此

等
の

操作

を

自分

自身
で

手がける

様
に

なっ

た

爲
に

接合
器

の

必要
が

起り

ます
。

ところが

この

切

斷接

合

より
も

以上
の

便利
を

あたへる

の

は

この

ハンザ

司

器
-

-

接合
器
付

眷返
器

六.
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8

打

感光

膜
が
二

重

に

なっ

·

て

居り

ます

から

ハレ

子

面
の

膜
が

ハレーシ

ョ

ン

を

防止

する

ので

あり

ます
。

又
二

重

膜

の

特長

として

ラチチウド

が

とても

HT
ム

乾板

底
色
度
が
眼
で
見
た
感
に

近い
(

フヰルタ
-
無
)

薹
色
を

標榜
し
て

居る
某
乾
椵
(
フ
수

ルター
無
)

全く
薹
色
性
な
S

乾椵
(
フ
ヰ

ター
無
)

銀

粒
が

一様
に

竝

ん
で

居る

ので

實
に

綺麗

な

原

板

が

出來

ます
。

從

つて

修薹
の

必要
が

殆
ん

ど

指定

液
で

なけれ
ば

所期
の

調子

を

出せ

ない

と

いっ

た

度量
の

狭
S

乾板
で

は

あり

±
せ

ん
。

エ

ペム

は

他
の

乾板

と

違っ

て

どんな

處方
の

現像

液
で

も

よろし
s

の

です
。

必ナ

立派
な

ネガがエぺム

乾板

は

特製

最上

淳

硝子

使用

廣く

なっ

て

居り

ます
。

エペム

乾板
は

何

種
の

現像

液

で

も

佳

あり

法

せ
ん
。

報

HT4

乾板

指定
の

現像

液

があ

星

す
が

掌

同じ

扱
ふ

に

も

氣持

よく

扱

へる

もの

と

そう
で

、

ない

もの

と

あり

ます
。

乾板
に

使用

し
て

ある

硝子

について

も
、

何
ん

で

も

ない

事

乍
ら

それ

が

厚い

もの

より

薄い

もの

持

よい

もの

です
。

現像

する

に

も

勢ひ

張合ひ

が

ある

もの

です
。

汉

撮影

會等
の

時
二

打

も
111

打
も

携帶

する

やう
な

際

輕量
で

すみ

官

エペム

乾板

に
は

現像

カブリ

が

ない

大名

剌
|

1

打
1

手札

-1

打
1

\\
\
。

五一

黃
札

·
青
札

·
紫
札

\\
\
四

五一

黃
札
·
靑
札
.
紫
札

如何なる

乾板
、

フヰルム

で

も

カプリ

の

ない

もの

は

ない

が
、

それ
が

45

少い

によって

そ

讀

方

が

何となく

氣本

..

·

の

性質
が

良
s

とか

下良

とか
に

分れ

ます
。

エ

T4

乾板

は

全く

カプリ

が

無
s

と

思は

れる

程

スッキリ

し

た

原板

が
得

られ

ます
。

又

その

位

ですから

粗びもあ

att
せ

ん
。

安心
し
て

現像

を

押し
て

よい

乾板

です
。

·

す
。

11

枚

掛
|

1

打
1

11
、
六
0
|

黃
札

·
青
札

エベム

乾板

は

非常

に

使ひ

易い

から

カピネ
|
1

打- |

大

カピネ
|

1

打
-

入

切

11

打
一

三
丶

110
|

黃札
·
青
札

·
紫
札
1

四
°

110
|

黃札

青
札

六
\

MO-

黃
札

휴
札

·

エペ

4

乾板

を

カメラ

に

裝
し
て
、

被

寫体
に

む

け
、

シャッター

を

きり
さ
へ

すれ

ば

誰

方

が
お

行り
に

なっ

て

も

失敗

なく

完全
に

寫す

こと

が

エペム

乾板

は

綺麗
に

仕上がる

ので

乾板

によって

は

いくら

熟練
し

た

者
が

處理
し

て

綺麗
に

仕上がら

ぬ

もの

が

あり

11

す
。

と

初步
の

方
に

云

ふ

なら

ば
?

撮影

者

れ

は

結果

的
に

申し

ます

ならば

銀

粒
が

硝子

板

が

寫す
の

で

は

なく
、

エペ
'
s

が寫る
の

だ
と

云

上
に

ムラ

に

付い

て

居り
、

一様
に

なっ

て

居ら

···

へる
の

で

あり

ます

\

れ

を

連續

し
て

使っ

ぬ

から

です
。

處
が

エペム

乾板

は

同じ
太

さ
の

て

居れ

ば

段々

と

味

が

出
て

到底

手放す

こと

が

州

來峦

す
。

切
!
1

打

一一

六
\

MO-

黃
札
·
青
札
·

紫
札

切
|

三枚
!

1

11
°
11

五一

黃
札



を

ま

る

來

なくなる

程
で

あり

ます
。

入選

標語
に
、

ェペム

で

入門
、

エペム

で

卒業
と

あり

ます

が

全く

この

通り

初心者
に

よく
又

熟練

者
に

よ
S

って

室内
、

寫場
に

は

紫
、

靑
の

類
左

使
ひ
、
野

に

停滞

する

こと

なく

新陳代謝
が

旺盛
で

ある

から

です
。

新陳代謝
が

盛ん

な

もの

は

必

る

エ

74

乾板

は

理想

的

無缺

點包

裝
な

リ

良い

の

は

自然
の

法則

です
。

包裝
と

云

ふ

もの

は

何
ん
で

も

ない

やう
で

實
は

大いに

關心
を

もた
ね

ば

なら

ぬ

こと

です
。

何

エ

74

乾板

は

奉仕
が

徹底

し
て

居る

る

かといふ
に
、

完全

で

ない

もの

は

保存

之

影響

致し

ます

し

輸送

運搬

等
の

際

包
裝
が

破け

たり
、

磨

切れ

たり

すれ

ば
、

すぐ

そこ

から

が

入る

と
云

ふやう

な

こと

に

なり

ます
。

叉包

裝
の

際
に

絶体

塵
や

埃
を

含

49

暗
宝
で

行

はれ

て

居り

ます

ので

膜
は

いつも

清潔
、

現像
し

上

っ

た

膜

面
に

は

疵
や

星
は

皆無

です
。

ですから

これ

が

最も

大きな

奉仕

です
。

しか

エペム

乾板

の

速度
は

標準

的
に

正確

四

四

00

度

とか

五
六

00

度
の

やう

な

尨
大

な

數值
を

掲げ
て

宜傳
し
て

居る

製品
が

あり

ます

が
、

實際
に

使

ふと

全く

出鱈目
の

數字
で

ある

u

こと

が

わかり

す
。

製品
に

對
し

長所

のみ

を

近

誇張

する

こと

は

製造

者
の

當然

とる

方策

です

が

誇大
の

宣傳
で

人

を

惑

はす

こと

は

商葉道德

上
絶

体

許す
ぺ

から

ざる

事
に

屬
し

峦す
。

エペ關

ム

乾板
は

絶体

ウソ

や

懸け

値
を

云

はず
E

其正

銘
の

感光

度
を

發表

し
て

居り

ます
。

ですから

鑑

感光

度
を

計る

に

エベム

を

標準
と

さ

れる

方

が

義

的
な

奉仕

として

毎年
1

月

末日

を

締切

と

し

て

レベル

蒐集
の

競爭
を

行ひ
、

一等
に

は

金額

に

し
て

四

十

閃外
の

賞品
を

盼呈

し

まし

た
。

そして

十

葉

以上
の

應募
者
に

は

漏れ

なく
夫
々

賞品
を

瞬

つて

居り

ます
。

他

會社
で

眞

似
の

出

エ

74

乾板
の

保存

力

は

驚く

程

長い

H

ペム

乾板

が

保存
力
の

ある

こと

は

包裝

が

完エぺム

乾板

は

信用

絕大

且無
比

です

よい

もの

が

信用
を

得る
の

は

當然
の

結果

であ

って
、

よく

ない

もの

を

宣傳
で

賣

つて

も

一度

變實

例
が

あり

ます
。

九州

某
地
に

於
て

ヶ

年

有
餘
、

ジメジメ

し

た

暗室
の

使
ひ

かけ
て

函
に

入れ

た

ま

棚
の

上
に

置き

忘

中
に

それ

も

き

を

する

もの

で

は

あり

ませ
ん
。

そして

いつ

まで

も

評判
の

よい

乾板

を
お

使ひ
に

なっ

て

居

エペム

乾板
の

品質
は

常に

均齊

です

技術

が

未熟

です
と

乳劑エ葉
は

エマルショ

同じ
に

使

へた
と

聞及ん
で

居り

峦書

全く

異
的

保存

力
を

有する

と

云
へ

ます
。

り

勝

です
が

エペム

乾板

を

造る

工場
の

技術

者

は

何
十

年
も
の

經驗

により

絶体

均齊
が

保た

れ

て

居り

ます
。

ですから

使

ひよく
、

寫眞

館

等

に

は

競っ

て

使用
さ

れ
て

居り

ます
。

なぜ

なれ

エベム

乾板

は

寫度
の

選

擇思
ひ
の

儘

エ

74

乾板

は

何

時
何

處
で

求め

て

も

同種

乾板
で

あっ

て

寫度
が

異る

もの

を

持つ

は

の

エペム

乾板

は

臺灣
で

求め
て

も
、

又

零下

何
十

度
と

下る

樺太
で

求め
て

も

いつ

でも

新しい

も

11

七

0

度
丶

靑
札
五

00

度
丶

紫
札
一

000

度

と

同種

乾板
に

し
て

111

種類
の

宴

度
を

有する

の

仕事
を

非常
に

能率

的
に

する

から
で

あり

ます

っ

たり
し
て

使用

する

時
は

獪更

これ
が

ひどい

ので
、

エペム

で

なけれ
ば

到底
使
へ

ない

と
い

の

露出
で

も

充分

効果

を

擧げる

こと

が

出

來峦

す
。

そして

寫つた遊
は

緻密
で

エペム

獨特
の

エ

74

乾板
は

獨自

工程
で

色

障

不用

直
徑
50

粍

以上
の

レンズ

で

撮影

する

とか
、

フ

な
の

です

から

鬼
に

金棒

です
。

けれ
ば

なら

ぬ

時

等

ェペム

は

大變

便利
で

既

に

乳

劑中
に

フヰル

て

居る

の

です

から

殊更

フヰルター

を

かけ
な

エ

74

乾板
の

調子
は

實
に

素適

です

ター
と

なる

色素
が

含峦

れ

エペム

乾板
は

整色性

特に

鋭敏

です

如何
に

單
に

薑色

乾板
と

申し
て

も

黃色
が

ほんの

申譯

て

も

その

盉
の

調子
が

悪かっ

たら

盡格
は

半

歪薹色

效果
が

ある
の

です
。

若し

フヰル

ター

を

かける

場合
は

他

乾板

より

薄い

もの

で

同じ

效果
が

得

られる

事
に

なり
、

暗い

レンズ

が

明るく

なる
の

と

同一

結果
が

得

られ

ます
。

の

整

色

性
は

特に

鋭敏
で

橙色
の

一部

峦
で

も

充

分
に

感光
し

ます
。

赤
に

は

感光

し

なく
て

も

他

の

色
の

色階
が

薹
然

として

屠れ

ば

よい
、

と

云エぺム

乾板
は

肉

乘

豊富

で

諧調

整然

調子
が

實
に

明朗
で

優雅
で

ある

事
は

カメラ

人

エペム

乾板

は

室内

戸外

兩部

に

好適

充分

間
に

合ひ

ます
。

叉實際
に

パンクロ

の

代

りにエぺム

が

使

はれ
て

居る

例
は

夥しい

ので

室内

撮影
に

は

適當
だ

が

野外
に

使

ふと

柔か

す

困る

もの

です
。

と

云っ

て
い

つき

現像
し
て

國

も

肉
が

乘

って

こ

ない

の

も

因り

もの

です
。

エ

寫

ぺム溝乘
が

よい

方

です

が

過

剩
に

は

乘り

ま眞

せ

ん
。

ですから

誠に

現像
が

し

やすい

の

です

讀

誰
が

行っ

て

も

諧調
の

整然とした

原板
が

得
ら

本

いが

室内
で

は

硬

すぎ
て

どうも

駄目

とか
、

乾

板

は

兩用

出來

ない

もの

が

殆
ん

ど

全部

を

占め

エペム

乾板
の

寫程
は

驚異

に

値する

の

區別
が

つか

なく

なっ

たり
、

アンダー

だっ

たら

それ

こそ

ハイ

ライト

だけ

感じ
て

ハーフ

トーン

も

何
も

見え

なく

なる

と

云っ

た

やう

な

乾板
で

は

撮影
に

作畫
に

骨
が

折れ
て

た

峦りま

せ

ん
。

如何
に

熟練
し

た

人
で

あっ

て

も

撮影

す

融通
の

きか

ぬ

乳劑
だ

から

です
。

現像

處理
に

優秀
品
と

申さ

れる

の

で

あり

ます
。

エぺム乾

板

は

宝

內野

外

複寫

如何なる

被

寫体
に

向っ

て

も
、

それ

くら

專門

乾板

より
も

勝る

良

結果

エ

74

乾板
は

銀

粒子

が

極

微細
な

リ

例へば

手札
で

撮っ

て

き
て

も

手札
1

ぱい

で

作

ム

し
て

一部分
を

伸す
の

が

今日

寫眞
の

常道

可能
な

事
で
、

わけ
て

初心者
に

於
て

は

相當む

づか

し
い

もの

です
。

露出
の

適正

は

不可能
に

近い

事
で

あり

ます

から

乾板
の

寫程

は

數
百

倍
に

伸す

こと

が

往々

に

し
て

あり

ます

から
、

荒び

を

出さ
ぬ

ため
に

エぺム乾誓如

き

銀

粒子
の

微細
な

もの

を

使
ふ

事
が

德策

です

ェペム

を

使っ

て

いつ

でも

美しい

優秀

印盡

を

エペム

乾板

は
1

年中

膜
面

に

無

故障

乾

粄處

理申冬
は

そう

故障
は

起き

ませ
ん

が
、

ウ

の

現象
は

カビネ

を
四

枚
に

切っ

たり
二

枚
に

切

の

廣い

事
は

乾板

界

第
一

等
で
、

相

當出

鮮目
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これ
は

繁雜
な

裝塡

を
日

中
で

行ひ
、

簡單
な

取出し

は

暗室
で

行っ

て
、

値段
の

廉價
に

なる

こと

を

狙ひ

まし

た
0

處
が

パンクロモサ

は
、

ゲパルト

獨特
の

ベークライト

製
の

容器
に

入っ

て

居り

まし
て

t

中
で
の

裝罐

取出し

は

無論

出

來峦

す
が
、

空
に

な

っ

た

容器
は
、

れる

出
で

使用

する

こと

が

出來る

便利

な

もの

です

ンタックス

用

フ平

44

は
、

フヰルム

の

兩端

に

遮光

紙
が

附
S

て

居り

峦
し
て
、

日

中
に

於
て

裝填

取

し
が

出來る
の

は

勿論
、

左
の

特
徵
が

あり

ます

ルフヰルム

専用
の

カメラ
に

慣れ
て

居り

ます

から
、

この

種
の

カメラ

は

恐らく

大抵

行
は

ね

ば

なら

ぬ

撮影

し

終っ

て

から
の

卷返
し

は

相

當厄

介
に

感ずる

もの

で

あり

ます
。

處

が

この

フヰルム

は
、

普通
の

ロールフヰルム

専用
の

カメ

ラ

の

如

うに

丶牲

放し
で

外
に

取出す

事
が

出來る
の

で

あり

ます
。

そして

後
に

殘つた

空

スプール

も
、

普通
の

スプール

の

如

うに

再び

卷取

スプール

と

し

私

達
は

今迄
の

マガヂン

の

代用

として

再び
三

度
壞

フヰルム

の

優秀

なる

こと

は

申

すき

も

なく
、

世界
の

ゲバルト

會社
製

です

から

拔群

です。

エキスプレス |

36

枚
卷
|
1
\\
\

110

ス

用

クロモサ |

36

枚
參

-1]
、

36

枚

卷一

-
\

KO

て

使

へる

の

で

あり

ます
。

ライカ

用

フヰルム

に

は
二

種
の

別
が

あり

ます
。

レギュラー

と

エキスプレス

は

日

中
で

装填
が

出來

手
が
、

マガヂン

より

取り出す

事
は

出來

ませ

ん

|

36

枚
巻
|

11
\

OO

ヴェリ

クローム

や

イゾクローム

が

どうしても

日本人
に

シックリ

合
は

ない
丶

是非

日本人
に

適し

た

クローム

級
の

フヰルム

が

欲しい

と

フ

菊

ファン

の

熱望

によって

製

られ

た
の

が

菊
の

青函
で

あり

ます

感光

度
が

特に

早い

ので

割合

濃い

スクリーン

も

併用

出銮

す
。

角

高

感光

度
と

なり

峦ナ
と

粒子
が

荒れ

がち
に

なる

の

は

免れ

ませ

ん

が

菊靑函
は

特別

なる

操作

研究
で
、

か
へ

つて

微粒子
に

なっ

て

居り

ます

し

引伸

用

原板
に

最も

適し

た

もの

で

安全

光
は

赤
で

よく
、

中級

寫眞

家
の

丿間
に

斷然

その

聲價

を

うた

はれ
て

居り

ます
。

菊

パンクロ

は

感
尤
が

早い

のに

微粒子

な

點
は

他
に

比

を
み

ない

ので

で

も

適する

萬

能
紙

です
。

これ
は

全く

光澤
の

ない

平滑

面
で

あり

まし
て
D

等
と

は

正

反

對
の

もの

で

あり

ます
。

乾燥

後
の

上

1

주
光
深
粗
面
|

1

手

一品

さ

は

ピタパ

に

似
て
、

肌

ざわり

誠に

優雅

であ

·

S

無光澤
滑
面
-

白

R

半
光
深
粗
面
-

白

.F.G-

半
光
案
粗
面

白

s-

半

光澤
滑
面
-

白

D

9

で

乎
!

これ

は

如上
の

面
と

は

異
っ

た

もの

で

細微
に

凸凹

それ

が

雜然

として

居る

の

では

なく

秩序

だっ

た

線
に

似
て

居り

ます
。

この

紙

で

作盡

し

た

もの

は

2

種

特別

な
云

ふ
に

云

はれ

ぬ

S6W.Ms_

無光
深
滑
面

白

報

し

た

面
で

あり

ます

が
、

D

と

云
ふ

の

は

Double

weight
(

厚手
)
の

頭字
を

取っ

た

ので

若葉
で
D

は

皆

厚手

を

表し

ます
。

Single

weight
(

薄手
)

で
S

は

總べ

て

薄手
を

表し

大

手札

-

01|
」

ぁり峦す
。

舶來

フヰルム

の

中
で

特に

微粒子
で

あ

る

事
を

强調

し
た

名
稱
で

賣

出さ

れ
て

居る

ものがあ

り

ます
。

この

フヰルム

は

事實

他
に

見

ざる

微粒子

で

あり

まし
て

業者
も

とれ

を

公認

し
て

居り

峦

す
が

菊

パンクロ

は

それ
に

劣ら

ざる

微細
な

もの
で

あり

峦

す
。

調子

其他
の

點

を

比較
し
て

も

優秀
で

微粒子

と

さ

れ
て

居る

この

舶來

フヰルム

に

十分

對抗

出來

の

膜

面
は

平滑
で

ピカピカ

光る

光澤
で

1

カピネ

Diあり

圭

す
。

光學

的
に

云
へ

ば

光澤
面
は

純

黑調
を

表

し

ます
。

圜柄
は

氷

とか

特殊

建物
扠

は

製版

用
の

版

下

寫眞
に

適し

す
。

フェロ

タイプ

も

からま

す

S2

1

八切

1

打

\\
\
四

五

一
、
三

○

i
\
O
五

膜面
は

Di

や

S2

より

も

光澤
は

なく、

普通

半

光澤
と

申し
て

居り

ます
。

セミ
·

マット
と

云
ふ

の

も

あり

す

が

これ
は

半

光澤

より

高

光澤
の

ない

打一

七
、
二

0

七
、

○○

五
、
六

打

ㄧ一

○
、
六

0

1

九
、
五

○

一

六
\
O

もの

を

云ひ

ます
。

得る

逸品
で

あり
主

す
。

一番

多く

使
は

れる

面
で

人

像
、

風景
、

靜物

何
に
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赤みがかっ

た
の

や
、

パフ

に

似
た

やう

な

ものがあ

人物
を

四

切

位
に

引伸し

ます

と

藝術

的
な

人

像

寫り

ます

が

、、

若葉
は

卵黃
と

申さる

べき

温雅
な
ク

眞

が

得

られ

峦

す
。

膜面
は

D3

程度
の

光澤

です
c

リーム

で

あり

ます
。

色
の

つい

た

紙
は
、

セピア

調

色
や

グリン

調

色
と

同じ

やう
な

もの

で

圖柄
に

よっ

ファイン
·

グレーン

面
で

あり

す
。

細かい

綺

麗

な

粒子
が

薹

然
と

竝

んで

居り
、

それに

半光澤
で

上品
で

高雅
な

美麗

膚

面
で

あり
、

恰も

麗人
の

肌
の

如く
で

あり

峦

す
。

その

洗練
さ

れ
た

諧調
の

茎譬

それ
は
一

分
の

すき

も

ない

紳士
の

繁
に

似
て

居り

ます
。

濶達
の

色調
で

あり

ます

て

は

白い

紙

より

も
1

段

扉

を

引立
せ

ます

若葉
の

中
で

クリーム

は

この

D9

だけ
で

あり

ま

す
。

クリーム

と

申し

まし
て

も

各
印

畫紙

によって

D

11

ゲバルト

の

印

畫紙

も

魅了
せ

ず
に

は

措き

ませ
ん
。

諧調
の

總
て

を

そのま

に

收容
し

得る

の

を

特長
と

いたし

す
。

燒度
の

過不足

は

殆
ん

ど

問題
と

なり

土

せ
ん
。

然し

不足

より

も

過度
の

場合
の

方

が

良い

と
は

愛用

家
の

お一

言葉
が

一致

する

ところ

です

から

燒度

を

十分
に

おかけ
に

なれ
ば

決して

失敗

せ

ず
、

それ

が
又

良い

もの

が

出來る

こと
に

も

なり

ます
。

を

ピテックス

40

種類
は

右記
七

種
で

サイズ

は
カ

±

たん

峦然
し

不足
の

過
も

過度
の

場合

の

方

が

なり

白耳義

ゲバルト

會社
の

ビテックス

紙
、

ノバブピテックス

紙
の

種類
は

右記
七

種
で

サイズ

は
カ

ロム

紙
、

ゲバルックス

紙
、

の

三種
は
、

夫
々

優秀

ピネ
丶

四

切

丶牛
切
の

三種
、

全部

厚乎
で

あり

ます

なる

特質
を

有し
、

我が

寫眞

界
に

絶大

な

讚辭
と

偉

大

銮用

者

を

有する

逸品

揃

ひ

で

あり

ます
。

ビテックス

紙
の

速度

近屋
min

感光

度
は

ブロマイド
に

比し
て

遲

く

ガスライ

ビテックスト

紙
の

中間
に

は

する

感光

度
で

あり

イド
と

ガス

ラビ

テックス

紙

によって

ブラ

液
温

ブラック

から
の

イト
の

中間
に

位する

感光
庭

で

あり

峦

す
。

從

って

引伸
に

も

扠密

着
燒
に

も

使用

出來る

ので

誠に

重

寶

、

コントロール

によって

ブラウンプ

^^
ク

…

ォーム

ブラック
·

レッド

チョウク

等々

思ひ
の

まる

M

の

色調
が

得

られ

±
す
。

どうか

種々

御

研究
の

上

峦

だ

まだ

未知
の

色調

を

御

發見

下さる

やう

祈り

ま

す
。

全く

こんな

研究

甲斐
の

ある

愉快
な

紙
は

他
に

例

を

見士
せ

ん
。

類

色

K

1-

ホワイト
·

マット
-

無

光澤

滑面

白
白

3-5-

ク

91

:

マット
!

無

光澤

滑面
1

卵
1

暗宝

光

は

ブロマイド

用
を

使用

する

必要
は

あり

ませ

ん
が
、

ガス

ライト

用
で

は

明る

すぎ

ます
。

若

し
ガ
K

ライト

用

を

御

使用
の

場合
は

赤

パラフィン

ホワイト
·

セミ
·

マット

概

光澤

滑面

K

ビテックス

の

色調

K

33-

アンチ

ツクマット
|

美魔半粗面
-

卵

K

50-

ホワイト
.*

ナチュクル
-

美麗
小
粗
面

白

K

51-

クリーム

;

チュラル
-

美斑
小
粗
面
1

卵
1

ビテックス

紙
は

クロロ

ブロマイド

紙
で
、

ピ

テ

引伸

用

として

は

相當
に

遲
い

方

です

から

燒込み

ピテックス

は

燒付
の

長短
、

現像
の

温度
の

高低

や

カバー

が

自由
に

出來
、

普通

ブロマイド

で

不可

等

により

各種

各様
な

色調
に

仕上り

ます

が
、

特に

能
な

調子
の

改

變
が

試み

られ

ます
。

この

便益

は

眞御

注意

願
ひ

度

いの

は
、

ビデックス

紙
の

本

當
の

色

に

作家
の

意圖

を

100

パーセント

に

表現
し

得ら調
は

完全
に

乾燥

し
た

時
の

色
で

ある

事

で

あり

老

れる

課
と

なり

ます
。

3

て
、

濡れ
た

時
の

角
は

稍

グリーン

が

かっ

た

黑色
を

ックス

は

魅惑

的
な

ウォーム

調

を
現

はし
、

その

雅又

ピテックス

紙
は

特有
の

廣大

な

ラチチウド

及帶
び
て

居り
峦

す
。

濡れ
て

居る

時
と

乾い

た

時
と

は

数
と
、

その

複郁

たる

藝術味
は
、

如何なる

寫江

家

グラデーション

スケール

によって

原板
の

有する

色
に

變化

が

あり

ます

から

御

注意

を

願ひ

ます
。

ノパブロム

紙
は

戮寫
真

界
に

最も

普遍

的

要求

を

持つ
、

い

且

美しい

コントラスト

級
の

ブロマイド

で

あり

ます
。

仕上り
の

よ

ノ

豊麗

快美
な

ゲパルト

會社

製品

のみ

に

見

得る

獨得
の

調子

大きな

寬

容度
、

それに

この

安

價

も
、

皆様
の

御

歡迎

を

得ぺきもの

と

信じ

峦

す

ノパブロム

級
に

は

左
の

五

種類
が

あり

ます
。

K35

50

51

等
は

膜面

及色
、

紙質
が

ビテックス

紙
と

同じ

です

から

御

使用
の

方々

は

ノバプロム

と

ピテックス

が

兄弟
の

感

を

抱か

れる

で

せ

ムう
。

正に

兄弟
に

間違
は

あり

ませ

ん

が

若葉

ブロマイド

に

比較
し

て

十
五

六

倍
の

快速
で

あり

プロビラ

に

比し
て

感光

度
は

非常
に

早く
、

これ
は

市販

ブロマイド

中

速い

もの

として

知らる

す
。

11

倍
の

高

感度
に

當

つて

居り

ます
。

の

感度
の

早い

ノパプロム

紙
は
、

從來
の

若葉

乃至

ピテックス

紙
が

遲

すぎ

るやう
に

感ぜ

られ

た

方々

に

は

何より
の

福晋忘

ひ峦す
。

汉引

伸
を

專門
に

業

と

せらる
.

方々

にとって

は

非常
に

便利
で

あり

ます
し

小型
原

根
の

超

大引

伸や

濃い

原板
の

引伸

等
に

は

特に

便利

な
點

で

あり

ます
。

何
分

ノパブロム

紙
は

ントラスト

に

當り

ます

ので

成濋

は

多少

硬調
で

あり

す
。

しかし

イースト

マン

の

オパール

紙
に

酷似
し

た

程度
で

あり

ます

から

って

遊面
を

引立て
노

獨得
の

色調

差

相

俟

って

一層

華やかさ

を
增

し

ます
。

尚

感度
が

速い

の

です

から

普通
の

ブロマイド

用

黃色

安

全

光
で

は

危險

です
。

可成赤

色
の

セーフ

ライト

を

御

使用

下さい
。

ハンザ

セーフ

ライ

!
膜

色

一

輕

光澤
滑
面

下

5
10

+11

號

なら

ば

安全

です
。

ノ

パブロム

紙
の

セピア

調

色
は

硫化

調

色
を

推奬
し

ます
。

|

K

1

ー

50

·

チワ

15
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ゲバルックス

せん
で

ある
所

に

快美

5

得

さ
が

あり

忙立

體耄

有

で

なら

れ

膜

面
が

特種

ます

だけ
に

乾燥

器

の
熟
に

つ

紙
で

ある

所
に

その

獨得
さ
が

あり

ます
。

耐え

られ

ぬ

事
と

なり

峦

す
。

ゲパルックス

紙
は

どんな
印

靈紙
で

ある

か
、

れ

を

手取

早く

申し

±

すと
、

しそ

從來

提供
さ

各種
の

ガスラー
、

ai

Na

マイド
.

har

イド

の

所

謂印

畫紙

構成

觸面
の

概念
と

は

少しく

距

って

居る

の

です
。

ゲバルツクス
の

感度

仕
上

げ
、

彩色
、

臺

紙張

り

れ

た

が

パルックス

の

感光

度
は

若葉

ブロマイド

の

四

er

、

パプロム

紙
の

13

倍
で

プニイド

として

は

中間

速度
で

あり

ます
。

露出
は

現像

指定
時

lij

中

に

充分
な

色調
と

なる

樣與

へる
の

が

キイ

ポイント

乾燥
し

終っ

た

ゲバルックス

紙
に

修芳要

ある

場合
は

エヤー

ブラッシュ
、

軟かい

修薹

鉛筆

或は

毛筆
に

水彩

繪

具

を

用
ひ

て

エヤー

ブラッシュ

又は

パステル

で

行
へ

ば

美しく.

仕上げ

られ

ます
。

仕上げ

±
す
。

又

彩色
は

在

來印

雄紙
は
、

ハライタ

紙
の

上
に

平滑
に

稚裝

さ

で

あり

法
す
。

府

露出
が

過度
で

現像
を

早く

上る

と

れ

た

乳
劑
で

あり

す
。

それ
が

通則
で

あり

峦
す
。

陰影

部

深味

が

缺
け

ます

から

御

注意
願

ひ

ます
。

處
が

グパルックス

紙
は

バライタ

紙
に

噴き

つけ

ら

現像

及定
着

操作

中
は

どんな

場合

でも

膜

面
に

手

れ

た

粉末

乳劑
の

立

體的

構成
で

あり

法
し
て
、

この

を

觸
れ
て

は

いけ

ませ
ん
。

十分
に

御

注意
願

ひ峦す

方法
は

世界
の

如何なる

寰エ業

會社
も

甞
て

試み

尚

定着

液
は

常に

新鮮
な

液
を

使用
し
、

印畫
は

數回

なかっ

た

11

或は

試み
て

成功
し

なかっ

た

ーーゲ

反

轉
さ

せ
て

完全
に

定着
さ

れる

樣
に

手配
せ

ね

ば

な

バルト

會社

獨得
の

創製
に

係っ

て

居り
、

印

非

紙

とり

せ

ん
。

膜

面
の

性質

上

特に

行
は

ね
ば

なら

ぬ

操

し

全く

制

時代
を

渡し

得る

發明
品
で

あり

ます
。

作
で

あり

峦

す
。

ピテックス

1

カピネ
切

克

-

四五
\
O

O
!

一

ゲパルックス

紙
は

如上
の

創造

さ

れ

た

外

觸面

を

有し
て

好り

ます

から
、

その

印

#
8

美
は

これ

峦
た

在

來印

並

紙
と

別

趣
の

美觀
を

放散
し

峦す
。

之

を

他

に

例
le

採

at

チ
と
、

繪

具

を

油
で

溶かし
て

刷毛
で

ソウ

と

流す

や

5
に

描い

た

昔

風
の

油
畫

が

普通
の

印

檚紙
に

當り
、

繪

具

を

パレット

ナイフ

で
ゴ

A

〈

盛り

あげ
て

量感
を

强

める

現代
の

油盡

が

グパルツ

紙
に

當る

と

御

想像
0

れ
て

間

違
ひ

ない

と

思ひ

ゲバルツクス

の

水洗
と

乾燥

紙

五四
、

001

水洗
は

定着

同

樣

十分
な

注意
の

下
に

屢
々

水
を

取

換
へ
1

時間

乃至
1

時間

そして

印

畫同

志
が

引着
き

合け

ぬ

檨
に

せねばなり

ませ
ん
。

と
」

に

も

特別

留意
を

要し

出す
。

ノバブロム

「

11-11

牛行ふ

必要
が

あり
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